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シンデレラが結婚したので意地悪な義姉はクールに去……れません!?　２
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　お姫様は王子様と結婚し、幸せに暮らしました。めでたし、めでたし。──というのは、御伽話の結びとして様々な物語に書き添えられてきた一節だ。

　何の因果か童話『シンデレラ』の世界に転生してしまった私は、シンデレラを虐める意地悪な義姉という役を授かった。

　物語のヒロインであるシンデレラなら、ハッピーエンドを迎えるのが当然の流れだ。しかし私は悪役。

　幸せな未来が待っているわけがない。

　だからこそ、自分の人生は自分で切り拓かねばならない！　と覚悟を決め、シンデレラと王子の結婚を見届けたあとは外国へ移り住みのんびり過ごそうと思っていた。

　ところが二人の結婚後、シンデレラから頼み込まれて参加した舞踏会で、面倒な人間に出会った。その男は散々な噂を真に受けて、初対面の私を面と向かって糾弾し、そして何故か、私に惚れた。

　あれよあれよと彼の計画に巻き込まれ、好かれ愛され私も絆され──王妃の地位を得てしまった。

　もしも私が主人公の物語があったなら、セオリーどおり「お姫様はその優しさを見抜いた国王と結婚し、幸せに暮らしました。めでたし、めでたし」などと記されて終わったのだろう。

　でもそれは、あくまでも『物語』の場合。

　私の人生は結婚で終わるわけではない。死ぬまで続くのが人生だ。

　だから結婚が終点にはならないし、生きている限り数多の選択を迫られ、その結果によっては幸せになることも不幸せになることもあるだろう。

　今、私の目の前には、仰向けに寝そべっているエリクと、彼に馬乗りになっている女性がいる。もちろんベッドの上だ。

「もしかしてエリク、お楽しみの最中だったのかしら？」

「違うっ！　違うんだペトラ、聞いてくれ！」

　この先に待ち構えているのは幸せか不幸せか……さあ、どっち？

















第１章　不思議の国のペトラ












「資料によりますと、こちらの商品の在庫数が常に他商品の十倍近く確保されています。その割には全体における割合が売上数・売上額ともに下位で、廃棄率も高い。この商品が倉庫を圧迫していることで、他の商品の販売機会を奪っているものと思われます」

　昔から数字が好きだった。

　難しい計算は苦手だけど、手を加えることで単なる数字が意味のある『形』として見えてきた時の、全身を駆け巡る高揚感。鳥肌が立ち、ドーパミンがドパドパ溢れるあの感覚が、たまらなかった。

「そこで、この商品の仕入れは当面中断し、過剰在庫を減らすことをご提案いたします。空いた倉庫は販売効率上位商品の在庫保管場所として使用すれば、この先三カ月で昨年同時期の約一．五倍の増収が見込めます」

「ハハッ、そう簡単に言われましてもなあ。仕入れを中断するなど、長年にわたって苦楽を共にしてきた仕入れ先にどう説明したものか。これまでの信頼関係が崩れるかもしれん。もしもの場合はあんたが責任を取ってくれるって言うんなら、やってみんこともないですけどね？」

　ホワイトボードの前に立ち、資料を元に説明する私を重役の一人が鼻で笑った。

「責任云々の前に、私がコンサルとして雇われたのは、貴社の企業再生のためです。お取引先様にも貴社の窮状きゅうじょうをご理解頂かねば、このままでは共倒れという可能性も──」

　ドンッ。机を叩く大きな音に、私の肩がビクッと揺れる。

「これまでずっとこのやり方でやってきたんですよ。それを、コンサルだか何だか知らんが、ぽっと出の部外者が！　そもそも男の仕事に女が口出しするなんぞ、見苦しいにも程がある！」

　変化を嫌い、本質には目を向けず、感情論でばかり語る。おまけに時代錯誤の男女差別。

　──どこの世界にもこういうじじいがいるのね。…………ん？　どこの世界にもって、私……──

　その時、私は思いだした。

　私の前世と、私が今生きている世界を。

　かつての私はスーツとパンプス、Ａ４サイズの資料も入る大容量ビジネスバッグで武装して、経営コンサルタントとして様々な企業の業績アップに携わってきた。

　しかしある日交通事故により他界し、『ペトラ・コルベール』として別の世界で新たな生を受けた。

　ルトブルク王国のコルベール子爵家次女、かつ、絶世の美女シンデレラの意地悪な義姉。それが私に与えられた、新たな役どころだった。

　記憶が蘇った途端、目の前に座っていた嫌味な重役がジーメンスさまの姿になった。

「自分に優しく他者に厳しく」を地でいくメタボ体型と、周囲を見下す歪な笑み。

　女だてらに男性と並んで国政について語る私は、彼にとって許せない存在だったようだ。そのせいで随分と目の敵にされていたっけ。

　昔は彼も外交大臣として幅を利かせていたけれど、一年半前にヴラ王国から賄賂を受け取っていることが発覚し更迭され、今は領地に引っこんでいる。

　だからもう関わることはほぼないが、私にとって思い出したくない人物の一人であることは間違いない。

　気づけば都会の無機質な会議室も、いつの間にか王宮の舞踏室へと変わっていた。

　どこからともなくダンスの曲が流れてきて、蛍光灯はシャンデリアに、タイルカーペットの床は複雑に組まれたフローリングに早変わり。

「お義姉さま！」

　声のするほうを振り向けば、金髪碧眼の絶世の美女が私に微笑み近寄ってくる。

　この女性はエラ、通称『シンデレラ』。

　私の妹であり、この国ルトブルク王国の第二王子妃である。

「シンデレ──」

　応えようとする私に、新たな男性が立ちはだかる。

「ペトラ妃殿下、一緒にダンスはいかがですか？」

「あら、これはクーゲルさま……」

　アメコミのスーパーヒーローを思わせる、甘いマスクと筋肉質な体。還暦を過ぎてもなお活動的で、ジーメンスさまの後任として外交大臣となった今も、国内外の経済において大きな影響力を持つ方だ。

　私も大変世話になっている。政策を考える上でクーゲルさまのご意見は非常に参考になるし、私の侍女も彼の縁だ。

　そんな方からダンスに誘われたら、断るわけにもいくまい。と思っていたら、背後から別の声が。

「ペトラさま、クーゲル卿よりもわたくしとダンスを踊りましょう」

「……えっ？」

　振り向いたところに立っていたのは知らない男性。それだけではない。いつの間にか私の周囲には人だかりができており、彼らが一斉に話しかけてきた。

「ケヒヴァーユ城再建について追加の補正予算をお願いしたいのですが、少しご相談してもよろしいですか？」

「昨年度は天候に恵まれ、テミアン地方では前年比約二倍の増収増益となりました。そこで来年度は税率を上げたいのですが、ペトラさまのご意見を」

「現在イシュヴェラ公国へ向かう交易船の出資者を募っているところなのですが、ペトラさまも一口いかがですか？　元本保証で一ヶ月目から配当金がございます。絶対に損はさせません」

　次から次へと話しかけられ、一人一人に返事をする時間がない。そのうえ私が「待って」と言っても、誰一人聞き入れてくれない。

　ざわつく群衆を落ち着けようと、身振り手振りを大きくして皆にアピールしてみせる。

「皆様、どうか一人ずつ、順番にお話しくださいませ！　まず──」

「ペトラ妃殿下はあのお美しいシンデレラ妃殿下の姉君なのですよね？　それにしてはあまり似ていらっしゃらないのはなぜですか？」

　──今更そこ、突っ込む？　血の繋がりがないことは国民全員知っているものと思っていたけど。それよりも、たった今「順番に」と言ったばかりなのに……。

「ですから！」

　苛立ちながら、私は再び声を張った。が、皆が一斉に私とは反対の方向に目を向けたので、何事かと私も注意を奪われる。

「舞踏会そっちのけで一つ所に固まっているとは、どうしたのだ？　何かあったのか？」

　アッシュブロンドの髪と、宝石を思わせるグリーンの瞳。鼻は高く姿勢もよく、自信と気品に満ち溢れた美丈夫──エリク。

　ディリータ・エリク・デュランベルジェ・ルトブルク。彼はこの国の国王であり、私の自慢の夫である。

　収拾がつかずあたふたしている私を見るに見かね、助け船を出しに来てくれたのだろう。

「ありがとうエリク、助かっ──」

「お前は誰だ？　どうしてこんなところにいる？　誰の許可でどこから入った？」

「…………えっ？」

　あまりにも冷たい眼差しと、他人行儀どころじゃない台詞。

　──まさか私を忘れたの？　どうして？　私は妻よ？

　私が動揺しているのをいいことに、取り巻きの一人がエリクの前に飛び出した。

「国王陛下、年三割の高利回りの出資先など滅多にございません！　必ず儲かりますし、今ならイシュヴェラ産宝石の先物取引も『買い』ですよ！」

「本当か!?　そんな旨い話があるのなら、ぜひとも詳しく聞かせてくれ！」

「ありがとうございます！」

　怪しい言葉のオンパレードなのに、エリクはあっさり食いついた。

「ちょっと待ってエリク！　騙されないで──」

　放っておけず口を挟もうとしたが、私の言葉など彼には届いていないようで、彼らは二人連れ立って私を置いて去ってしまった。

　──ダメよエリク、『必ず儲かる』は詐欺師の決まり文句よ！　……いいえ違う、違わないけどそうじゃなくて……どうして私を無視するの？　私を忘れてしまったの？　どうして……──









「……っ!?」

　端的に言うと、夢だった。

　私は王宮の、王妃の間のベッドの上で目覚めた。隣では、全裸のエリクが私に抱きつき無防備な寝顔を晒している。

　その光景に、私はほっと息を吐く。と同時に、一瞬でも不安を感じた自分を一笑する。

　エリクは冗談でも「お前は誰だ？」なんて言わない。結婚前、グイグイ言い寄ってきたのは私ではなく彼のほう。

　睡眠中も抱きついて離れようとしないくらい独占欲と執着心の強い男が、私を忘れるわけがないのだ。

　詐欺に対する警戒心もあんなにユルユルな人ではない。うまい話には裏があることを、エリクもちゃんと理解している。

　そもそも、もう戻れない前世の世界に私がいることがおかしい。私は交通事故で死に、こっちの世界で「ペトラ・コルベール」として生を受け、今はその人生を歩んでいる最中なのだから。

　厳密には、「ペトラ・デュランベルジェ」だけど。結婚したので姓が変わったのだ。

　所詮夢は夢だ、と考察に区切りをつけたあと、気持ちを切り替えるために愛しい夫の寝顔を眺める。

　顔に掛かるのは、柔らかな淡い色の髪。最近は短めに整えるのがお気に入りのようで、出会った頃よりも男らしさが格段に上がった気がする。

　今は寝癖でぐしゃぐしゃだけど、これはこれでかわいいからいい。

　キリッとしたあがり眉と、その下にある目、鼻、唇。骨格やそれぞれのパーツは大きくて華やかで、神様の丁寧で緻密な業わざを感じずにはいられない。

　胸元にちょこんと付いたキスマークは、愛し合うたび至るところにキスマークを残したがる彼への意趣返しだ。さりとて誰かに見られたら私が恥ずかしくなってしまうので、絶対にシャツに隠れる位置に一つだけ付けてみた。

　それにしてもこんなに美しい人が、私みたいな地味な女を妻にしたことがいまだに信じられない。私の外見は言わずもがな、性格だって頑固できついし、今こうしてエリクの隣にいることが奇跡に思えてならない。

「……そんなに見つめられると、朝からその気になってしまうのだが？」

「あら、起きていたの？」

　おはよう、と告げるが早いか、腰に絡まるエリクの腕がよりきつく私を抱き締めた。

「さっき起きたばかりだ。ああ、ずっとこうしていたい……最近忙しくて触れ合う時間が減っていたから、余計に貴女の肌が恋しいよ」

「何言ってるの、昨夜だってあんなに濃厚に……その、ほら」

　私は言葉を濁した。ベッドの上、二人裸で寝そべっているのだから、これ以上何を言うことがあろうか。

　国王と王妃の寝室が分かれているのは、国王が王妃とは別の女性を己の寝室に呼べるようにするためだろう。

　しかしエリクは誰かを寝室に呼ぶこともなく、かといって私の訪れを待つでもなく、夜に私の寝室へやってきては朝帰りする生活を送っていた。それも、結婚してから四ヶ月間、毎日。

　二つの寝室は小さな内扉で繋がっているので、廊下に出ることなく、誰にも見られず気兼ねもなく自由に行き来することができる。それがきっと、彼の行動に拍車をかけているのだろう。

　ただでさえ今は来年度の予算会議の真っ最中。朝から晩まで会議があって、会議をしていない時間も打ち合わせや議題の予習などで息をつく暇もない。

　だというのにエリクときたら、ルーティンのごとく毎晩きっちり睦み合おうとするのだから、いっそ感心してしまう。

「昨夜もしたにはしたが、睡眠時間を確保するため早々に切り上げただろう？　あれしきのことで俺が満足すると思ったら大間違いだ。絶対的な総量が足りないんだよ」

　エリクの指が、私の背骨をつつーとなぞった。その指はどこまでも進んでいき、お尻の割れ目のもっと奥まで回り込もうとする。

　私は彼の手を掴み、不埒な動きを静止した。

「ならば早く予算会議を終わらせてしまいましょう？　それからゆっくりしましょ。大丈夫よ、繁忙期が過ぎたあとには小旅行というご褒美の予定もあるし、ともに過ごす時間はこれからいくらでも作れるわよ。何なら、会議中も同じ部屋にいるわけだし？」

　笑顔で牽制すると、エリクは目を丸くしてから天井を仰いでため息をつく。

「俺の妻は勤勉すぎる。いいことなんだか悪いことなんだか……」

　呆れられてしまったが、私は悪いとは思わない。堂々と笑ってみせる。

「あなたが私を妻に選んだのよ？　後悔しないでいただきたいわ」

「そりゃもちろん。後悔などしていないよ。いつも感謝しているくらいだ」

　額にキスが落とされた。ちゅっ、という高い音に私の胸がきゅんとときめく。

　──これくらいのスキンシップなら、まぁいいか。

　さあ起きなくちゃ、とは思うものの、王妃となって初めての予算会議はなかなか骨が折れる大仕事だった。

　歴代の王妃たちはみな、国政は国王に任せていたようだ。「我関せず」の姿勢の者が大半を占め、私のように会議に同席したがったり、積極的に意見を述べる王妃はこれまでにいたためしがないらしい。

　でも、私はエリクにコンサルの腕前と知識を買われた身なのだから、期待に応えないでどうする？　という話なわけで。

　そうでもなければたかだか子爵家の娘であった私が王妃になるなど、許してもらえなかったはずだ。

　もちろん、エリクが私を愛してくれていることも、私は知っているけれど。

「──そうだペトラ。今日の昼休み、気分転換に出かけないか？　休憩の間に行って帰ってこられるくらいの距離で……そうだな、王宮裏にある祝福の泉に出かけて、そこで昼食をとるというのはどうだろうか？」

　エリクが少年のように目を輝かせ、提案した。

「ピクニックってことかしら？　クラリッサも連れていく？」

　クラリッサとは、私の侍女だ。クーゲルさまからの紹介で召し抱えた、ウィデリア伯爵家の三女。

　最初こそ、かわいそうに思っていた。「シンデレラの意地悪な義姉」と噂されている私の侍女になるなんて、本人も嫌々だったに違いない、と。

　しかしいざ会ってみたら、見事に想像を裏切られた。

『父やクーゲル卿からペトラさまの武勇伝をお聞きする度、なんて素敵な方なのだろうと胸を膨らませておりました！　もしもペトラさまが男性でしたら、迷わず求婚しておりましたのに残念でなりません！』

　まるで憧れのアイドルか何かを目の前にしているかのごとく興奮気味に捲し立てられ、初日から懐かれ甲斐甲斐しく世話を焼かれた。

　クラリッサはハキハキ喋るしテキパキ動くし、見ていてとても気持ちがよかった。裏表のない性格で、何よりあのクーゲルさまのご紹介ということもあり、私もすぐに気を許した。

　そのクラリッサをピクニックに同行させることに、エリクは「あー……」と苦笑い。

「クラリッサはまた別の機会に。ペトラと二人きりで行きたいんだ」

　ぎゅっと抱きしめられながらの、耳元で「いいだろう？」という囁き。

「午前の会議を早めに終わらせよう。あるいは、午後の開会時間を後ろにずらしてもいい。少しは体を動かしたほうが、頭がよく回るようになるかもしれないぞ？」

　確かに、ここのところデスクワークばかりで体が鈍りきっていたのも事実だ。軽い乗馬と森林浴で、気分転換できるかもしれない。

「……いいわ、行きましょう。お弁当の用意は私から頼んでおくわね」

「よかった！　では、今日の予定が決まったところでもう一度」

　エリクは爽やかに笑むと、私に覆い被さった。肌掛けの下は二人して全裸なので、すべすべの肌の感触にまどろむ。……が、エリクはそれだけでは飽き足らなかった。

「んえ!?　エリク待っ……は、あっ朝なん、だけどっ!?」

　私の膝裏に手を入れて膝を立たせると、股の間にするりと入りこみ硬いものを私の中心に突き立てた。

「やはり貴女の肌はいい。うん、もっと堪能させてくれ」

　昨夜の名残があったおかげで、前戯はなくともすぐに繋がった。

「ダ、ダメよ、……あぁ、エリク、……ふあっ、あっ、だっめえ」

　口では「ダメ」と言う一方で、この喜悦には抗えない。自らの体に追い打ちをかける行為だとはわかっていながらも、夜に引き続き私たちは早朝からひと仕事励んでしまった。









「あら、この馬は？　いつものカリオンはどうしたの？」

「カリオンなら今日は休みだ。蹄鉄を打ち直しているんだ」

　カリオンとは、エリクの愛馬だ。

　ピクニックへ行く時間になり、待ち合わせ場所に現れたエリクが乗っていたのはいつもとは異なる馬だった。

　だからつい気になって、普段通りの調子で気安く尋ねてしまったのである。

「カリオンに比べたら少しやんちゃな若い馬だが……ペトラ、ほら」

　馬上から、「おいで」とばかりにエリクが私に手を差し出した。

　──……失敗した。エリクに怒っていることをアピールするはずだったのに。

　私は慌てて膨れっ面を作り、不承不承の態で引き上げてもらい彼の馬に乗る。

「足腰は大丈夫か？」

「大丈夫だったら私一人で馬に乗っていたわよ」

　朝からエリクが盛らなければ、私はまだ元気だった。

　だから少しでもエリクにも申し訳なく思ってほしかったのだけど、

「なるほど、それはよかった。では行こうか」

　私の話、聞いてた？　と眉をひそめてみても、それすら愛しいとばかりに微笑む始末。

　これ以上不機嫌さを出してみても効果はなさそうだ。そればかりか、私のせいで周囲の空気が悪くなる可能性まである。

　そもそも、エリクの求めを拒みきれなかった私にも落ち度はある。だから今回の件は忘れ、私も気分を切り替えることにした。

「さあ、行こう！」

　掛け声とともにエリクが脚で馬の腹に圧をかける。するとその合図の通り、馬がゆっくり進み始めた。

　行き先は、王宮の北門を出た先にある祝福の泉だ。馬で駆ければ片道五分。

　近場だけれど地元民もあまり近づかない──というより立ち入りを制限している森の中にあるので、息抜きにはもってこいの場所なのだそうだ。

　とはいえ国王と王妃だけで行かせてもらえるわけもなく、護衛付きとなったけれど。

　あっという間に到着し、助けを借りて馬から降りる。

　彼は何度も来たことがあるようだが、私にとっては初めてだ。

　人の手は最小限程度にしか入っておらず、小規模な原生林のようにも見えた。辛うじて人ひとり通れる程度の道はついているものの、そこらじゅうに木の根が張り巡り、更にその上に苔や雑草が生え、どうにもこうにも歩きにくそう。

「……ここを通っていくの？」

「そうだ。多少道は悪いが、五分も歩けば到着する」

　エリクの生き生きとした表情を見れば、私が喜ぶことを信じて疑っていないのだとわかる。私は覚悟を決め、彼の手をギュッと握った。

「わかったわ、行きましょう」

　馬は木に繋ぎ、森の入り口で待機だ。

　荷物は護衛騎士に持ってもらい、気合を入れてドレスの裾をたくしあげた。ブーツを履いてきて大正解だったが、なんなら乗馬服でも着てくれば完璧だったかもしれない。

　五分といわず二分三分歩いたところで、水の音が聞こえてきた。

　しかし川のせせらぎとは違う。もっと勢いがあって、森の中に響くような……──。

　転ばないよう足元ばかり注視して歩いていたから、音に気づいて顔を上げた時、飛び込んできた光景に私は思わず目を奪われた。

「わ……なんて神秘的なの……」

「だろう？」

　そこにあったのは、滝だ。

　数メートル上の崖から、何本もの筋を作って泉にドドっと水が降り注いでいる。あたりには水飛沫が霧のように立ち込めて、そのおかげで初夏だというのにとても涼しく感じられた。

「ここの美しさを、いつかペトラにも見せたいと思っていたんだ。生憎今日はゆっくり滞在することが叶わないが……少しでも気分転換になったなら本望だ」

「ありがとう。こんな素晴らしいプレゼントを貰ってしまったのなら、残りの会議も頑張らざるを得ないわね」

　エリクが満足げに微笑み、

「会議の前に昼食をとってしまおう。食べられる時に食べておかないと力が出ないからな」

　護衛たちに指示を出した。このあたりに、と告げた場所に敷布を広げてもらい、バスケットから食べ物や飲み物を取り出し並べていく。

「サンドウィッチ、たくさん詰めてもらったからみんなで頂きましょう。もちろんあなたたちの分もあるのよ」

　護衛三人にも無理やりどうぞと手渡して、全員一斉にサンドウィッチを頬張る。

　黒パンは密度が高いので、少し硬いがその分噛みごたえがあって味わい深い。少し酸味のある生地が、ハムやチーズとも相性抜群だ。

　とはいえそんなにゆっくりしてはいられない。

　雑談をしながら手短に食事を済ませたあと、私はそそくさと立ちあがりスカートに落ちたパンくずを払った。余韻に浸って休む間もないのは残念だが、仕方ない。

「──さて、そろそろ戻りましょうか。本音を言えばここでひと眠りしてから戻りたいけれど、午後の会議が私たちを待っているもの」

　えっ、とエリクが目を丸くする。

「そんなに急がずとも。時間的にも少しはゆっくりできるだろう？」

「もう一度資料に目を通しておきたいの。それに、会議直前で新たに加えられた資料があるかもしれないでしょう？　最終確認をしないと」

　社会人の鏡。あるいは、社畜の鏡。

　ワークライフバランス云々、と言われたらその通りなのだけれど、自分の立場を考えたらのんびりしているわけにもいかない。

　それを彼もわかってくれたのか、呆れたように頷かれた。

「そうだな、ペトラならばそう言うだろう。残念だが、夫婦水入らずでゆっくりするのはまたの機会にとっておくか。残念だが」

　とても不満気に聞こえるけれど、気づかないふりをしておこう。

「そうね、それがいいわ。まずは無事に予算会議を乗り切りましょう！」

　お互い納得できたところで、私たちは来た道を引き返すことにした。

　荷物は護衛が持ってくれたので、私はただエリクの手につかまっているだけ。

　ちら、と彼を見上げると、その視線に気づいたエリクがアイコンタクトとともに微笑んでくれる。どうかした？　との気遣いも添えて。

「ううん、何でもないの。ただ──」

　──幸せだな、って。

　王妃、という地位はとても窮屈で堅苦しく、私にはこなせない……と思っていたのが遠い昔のようだ。

　王妃の仕事はどれもこれもやりがいがあり、夫婦生活も愛に溢れ不満などない。今が人生の頂点ではないかと思うくらい、私の毎日は充実していた。

「──きゃっ」

　考えごとをしていたせいで、足元が疎かになっていたようだ。行きはかなり注意していたのに、帰りだからと油断して何かに躓いてしまった。

「ペトラ!?」

「……ごめんなさい、大丈夫。ちょっと躓いただけ。これは……？」

　つんのめって転びかけたが、エリクと手を繋いでいたおかげで膝をつくことは免れた。

　振り返って地面を見ると、草むらの中に輪っか状の物体が落ちているのを見つけた。エリクもそれに気づき、指先で摘んで持ち上げる。

「トラバサミ……狩猟用の罠だ」

　え、と私は眉を顰める。

「どうしてこんなものが？　だってここは立ち入りを制限しているんでしょう？」

「バネの腐食具合からして、立ち入り制限以前に設置され忘れ去られていたものだろうな。サビのおかげで発動しなかったのだろうが、まさかこんなものが残っていたとは」

　もしもこの罠が現役ピカピカだったなら、今頃は足を挟まれ大怪我をしていたかもしれない。そう考えたら背中を冷や汗が伝った。

「何にせよ、ペトラが怪我をしなくてよかった。念の為、他にも罠の撤去忘れがないか後ほど人を遣って確認させよう。一度あることは二度あると言うし」

「そうね。それがいいと思うわ」

　足元に一層の注意を払いながら、来た道を戻る。

　薮はもちろんのこと、草が密生している場所も足を踏み入れてしまわないよう、私たちは地面と睨めっこしながら進み、

「っはー、何とか出たわね」

　ついに馬を留めているところまで戻った。

「まだ油断するなよ？　王宮に戻るまでがピクニックだからな」

「っふふ、どこかで聞いた標語みたいね」

　私に注意を飛ばしながらも、彼の表情は柔らかい。私の緊張をほぐすためにわざと笑わせてくれたのだろう。

　護衛たちが木に結んだ手綱を解くところを眺めながら、エリクが私に尋ねる。

「午後からもう一踏ん張りする元気は出ただろうか？」

「ええ、出たわ。ありがとう」

　確かに、ここに来る前は少し苛立っていた。しかしこんなにも心を砕いてくれる彼を目の当たりにしたら、小さなことに腹を立てている自分がとても狭量で矮小な存在に思えてきた。

　と同時に、彼の度量の広さと、私への変わらぬ愛情もひしひしと感じる。

　エリクが私の頬を撫で、顔を近づけてくる。キスを求めているのだ。

　本当にエリクってば、私のことが好きね。などと自惚れながら、私は目を瞑り受け入れの体勢を整える。

　ところが、そんなロマンチックな雰囲気は馬の嘶きによって一瞬で終わった。

　護衛の一人モートンにより手綱を引かれ歩いていたはずの馬が、突然飛び上がり暴れ始めたのだ。

「待てっ！　止まれ!!」

　手綱を握り直し落ち着けようとするも馬の力には敵わず、モートンはしがみつくだけで精一杯の様子。

　──何？　何が起きているの!?

　国王を乗せる馬だ、躾がなっていないわけがない。

　とするならば、暴れる原因は他にあるはず。たとえば、馬を怒らせる何かが発生したとか──。

　あちこちを飛び跳ねる馬の後ろ脚には、黒い何かが巻きついていた。

「ロープ……違う。鎖？　……罠？　トラバサミ!?」

　黒い何かとは、錆びた鎖だった。その鎖はどこから来たもの？　と更に目を凝らしたら、左後ろ脚の先にトラバサミが喰らいついているのが見えた。

　つまり、罠にかかって脚を挟まれ、その痛みで暴れているのだ。

　人間ならば草むらや藪に不用意に足を踏み入れないように、という注意が通る。しかし馬には伝えようがない。

　まさかこんな、森の入り口にまで仕掛けてあるとは思わなかった。

　気がつけば、馬が私に迫っていた。

　跳ねるように暴れながら私のすぐ目の前で、馬は前脚を天高く上げて仰反った。大きく、私の背丈よりはるかに高く、まるで何かのモンスターのよう。

　恐怖を感じる間もなかった。足が竦むというよりは、頭が真っ白になって「逃げる」という選択肢すら浮かばない状態で──。

「ペトラ!!」

「──……っ」

　何が何だかわからないうちに、大きな衝撃に襲われた。

　でも、横から。暴れ馬は正面にいたので、何か別の要因による衝撃だ。

「うっ、」

　バランスを崩し、地面に豪快に倒れ込む。なんとか手を出し受け身の体勢を取ることができたので、重大な怪我は防げた。

　青タンくらいはできてしまうかもしれないし、ドレスも少しは汚れただろうけど。

　イタタタ、と体を起こし、私は周囲を確認する。

「……エ、エリク？」

　心臓がドクンと大きく跳ねた。先ほどまで私が立っていた場所に、エリクが倒れていたのだ。

「陛下!!」

「エリク!!」

　すぐさま護衛二人が駆け寄り、私も慌てて側に寄った。

　エリクは私を守ろうと、私を突き飛ばしたのだ。だから、こんな……。

「エリク、怪我はない!?」

　彼を起こそうと頭に手を添えた時、ぬるりとしたものに触れた。

　血だ。

　私の手のひらには、血がべっとりとついていた。

「エリク!?　ねえ、目を開けて！　エリクっ!!」

　地面には小さな血溜まりができ、側頭部の金髪が血で真っ赤に染まっている。

　冷静でなんかいられない。

　でも、冷静でなくては助けられない。

　──ダメよエリク、死んじゃダメ。もっとあなたと一緒にいたい。もっと愛してるって伝えたい！

　涙を堪え、彼の口元に耳を寄せた。……呼吸はしているようだ。

　──死んではいない。死んではいない！

「……大丈夫。王宮へ戻って治療すれば治るわ」

　自分に言い聞かせるように呟きながら、ポケットからハンカチを取り出し患部に当てた。護衛のクレメントにもトランクを持ってくるよう指示を出す。

「その中に敷布が入っているでしょう？　ハンカチを固定するのに使うから、包帯の幅くらいに裂いてちょうだい」

　傷がどの程度深刻なものなのかはわからない。布もさっきまで地面に敷いていたものだから綺麗とは言い難かったけれど、傷口に直接触れるわけではないし、失血死するよりはマシだ。

　モートンがようやくエリクの馬を落ち着かせ、戻ってきた。その手には錆びた罠が握られており、馬の脚から外してやったのだとわかった。

「モートン、その馬の怪我は？」

「手当は必要ですが、罠が錆びていたおかげで浅い傷で済みました。そこまで深刻ではなさそうです」

　とはいえ、帰りの「足」としては使えないだろう。負傷していることに変わりはないし、道中で痛みによりまた暴れられてもかなわない。

「わかりました。では、モートンは自分の馬で一足先に戻りなさい。早急に医師の手配をして、私たちがエリクを連れて戻ったら即診察してもらえるよう準備を整えておいて。騒いではだめよ？　国王の一大事だもの、伝える人は選んでね」

「はっ！」

　モートンが駆けていったあと、残りの二人にも指示を出す。

「アレシュはエリクを抱えて馬に乗れる？　ゆっくりでいい、できるだけ振動を与えないように。クレメントは私を乗せて。エリクの馬と荷物は、ひとまず置いていくわ」

　最優先は、意識がなく呼びかけにも応えないエリクだ。出血量も多いし、早急に治療しなくてはいけない。

「エリク、少しの辛抱よ。すぐにお医者さまに診てもらえる。だからそれまで我慢して……！」









　処置の間、私はエリクの寝室の前を所在なくうろついていた。

　エリクはきっと大丈夫。すぐに意識を取り戻し、「ペトラが無事でよかった」とか言って変わらない笑顔を見せてくれるはず。

　そう思う一方で、もしも万一のことがあったら……と全容の掴めない巨大な不安に何度も呑み込まれそうになった。

「──王妃殿下、医師が呼んでおります」

「今行きますっ！」

　何時間にも思えるほど待たされたが、実際にはほんの十分程度だろう。看護師から呼ばれ、私は王の寝室へと入った。

「まずは王妃殿下、ご安心くださいませ。国王陛下はご無事です」

「…………」

　そうは言うものの、医師の背後にあるベッドでは依然として目を瞑ったエリクが横たわっているのだ。治療はしてもらえたけれど先ほどと変わっていない状況を前に、私は安堵することなどできなかった。

　頭の傷こそ綺麗な包帯を巻き直してもらったようだが、出血のせいか顔も白い。

「気休めの言葉は結構です。本当のことを教えてください。あんなにたくさん出血をしたのに、無事だとはとても思えない。今だって……眠ったままですし」

　止血に使ったハンカチも敷布も、王宮に到着する頃には血で真っ赤に染まっていた。女性の宿命として月に一度は大量の血を見ているくせに、あの光景には肝が冷えた。

　しかし医師は笑顔を崩さない。

「頭を切ればあんなものですよ。むしろ適切な処置のおかげで少なく済んだくらいです。さぞ驚かれたことでしょうに、よくぞ陛下のお命を守ってくださいました」

「ということは、彼は本当に……？」

　──無事だというのは私を安心させるためかと思っていたけど、本当にエリクは大丈夫なの？

　すがるように見つめると、彼は穏やかに頷いた。

「ええ、命に別状はございません。今は眠っておられますが、そのうちお目覚めになるでしょう。聞けば連日の会議で相当なご負担がかかっていたとか。この機会にしばしの休息をご堪能なさったらいかがかと存じます」

「……わかりました。ありがとうございます」

　──そのうちエリクは目が覚める。……嘘じゃないのね。本当に、エリクは無事なのね。

　凍えていた指先に、温かい血が届き始めたような感覚がした。全身から力が抜け、膝がガクガクと震えだす。

　もう二度と、こんな思いはしたくない。いくら近場であろうとも、下調べなしに出かけることは金輪際すまいと心の中で固く誓う。

　立っているのが辛くなって、そばに置いてあった椅子に腰掛けた。

　ふう、と安堵の息を漏らしながら、白いエリクの顔を眺める。長いまつ毛はぴくりともせず、しかし胸はゆっくりと上下に動いている。

　これはつまり、エリクが生きているということ。

「ペトラさま、午後の会議の時間が押しておりますが……いかがなさいますか？」

　エリクの補佐官サロモンが声を掛けた。

　できるならばエリクが目覚めるまでここにいたかったが、私には次の予定が待っているのだ。国王がこの状態なのだから、王妃の私まで休むわけにはいかない。

「……ええ、わかっているわサロモン」

　深呼吸して気持ちを切り替える。手櫛で髪をなでつけて、乱れたところはお団子の中に押し込んでおく。

「すぐに向かいます。ひとまずエリクは体調不良で欠席ということにしましょう。負傷して意識がないなんて知られたら、余計な混乱を生んでしまう」

「承知いたしました。ですが……会議室へ向かわれる前にペトラさまもお着替えをなさったほうがよろしいかと」

　サロモンの視線が少し下がった。それを辿って私も自分に目をやると、腹から裾にかけて血が点々とついていることに気づいた。これはエリクを介抱した時についたのだろう。必死だったから、全然気づかなかった。

　よく見れば、ところどころ泥や草もついている。

「ありがとう。それでは、あと五分だけ待つようにと会議室へ伝えておいてくださるかしら？」

「もちろんでございます」

　ここにいたって私には見守ることしかできないし、それは誰にでもできる。

　でも、会議に出席することは私にしかできないのだ。

　──こんなところで立ち止まってちゃいけないわ。

　気合いを入れて腰を上げ、駆け足で衣装室へと向かった。

















第２章　雪の女王












　昨夜はエリクとは別々の部屋で眠った。結婚してから初めてのことだ。

　今更気づいたのだけど、私一人に王宮のベッドは広すぎた。手を伸ばしても冷たいシーツに触れるだけで、温かなものはどこにもない。

　いつもエリクに抱きつかれ、それを窮屈に思ったことすらあったのに、なくなって初めてそれにどれだけ依存していたのか、私は思い知らされた。

　眠気なんてやってこない。シーツと掛け布の間で息をひそめ、朝日が昇るのをひたすら待った。

　余計な考えが湧き起こっては、何もできない私のことを苦しめた。

　太陽とともに、エリクも目覚めるかもしれない。「おはよう、愛してるペトラ」といつものように甘く囁き、私を抱きしめてくれるかもしれない。

　朝の訪れを心の拠り所にして暗闇を耐え抜いた私は、日の出とともにエリクの部屋を訪れてみた。

　しかし彼は昨夜と同じポーズで静かにベッドに横たわっていた。

「エリク、おはよう……」

　緑の瞳は瞼に隠され、白い歯も唇に隠されている。微笑みもなく、声かけへの反応もなく、ただただ眠っているエリク。

　──まさかこのまま起きない……なんてこと、ないわよね？　お医者さまがそのうち目覚めるでしょうって言っていたし……。

　頭に巻かれた包帯が痛々しい。彼にしてあげられることがないだけでなく、今日もまだ会議が控えているせいで、そばについていることすらできないことももどかしい。

　そっとエリクの頬に触れた。ひんやりしているが、死んでいるわけではない。

　呼吸はしており、胸元がかすかに上下している。それだけが唯一の救いだ。

「ねえエリク、早く目を開けてちょうだい。『もう大丈夫、心配かけたな』って私に笑って。……って、そんなに甘えていてはダメよね」

　──私は王妃。ルトブルク王国の王妃なのよ。医師が「命に別状はない」と言っているんだから、その言葉とエリクを信じて己の職務を果たさねば！

　行ってきます。そう小さく声をかけ、内扉を利用して自分の寝室へと戻った。

「おはようございますペトラさま！　今日もいいお天気ですわ！」

　するとタイミングよく扉がノックされ、クラリッサがやってきた。

　ドレスの裾を摘みサッと挨拶を済ませると、いつも通りの屈託ない笑顔でカーテンを開けてくれた。

　クラリッサとは、昨日の朝にちらっと会ったきりだ。だから彼女はエリクに何が起こり、今どんな状態にあるのか知らないはず。

「ペトラさま、ご体調にお変わりはございませんか？　ここのところ会議に次ぐ会議で、そろそろ疲れも溜まってきた頃ではないかと心配しているのですが」

「ありがとう、私は何ともないわ。……私は」

　私は大丈夫。だけど、エリクが──。

　クラリッサには、いつも助けられている。

　私がピリピリしている時にクラリッサの垂れ目垂れ眉を見ると、心が癒されハッと我に返れるのだ。そんなに張り詰めることはない、なるようになるのだから、と落ち着くことができる。

　しかし今日ばかりはそうもいかない。エリクの容体が私の精神状態に左右されるわけではないからだ。

　はあ、とため息をついた私の顔を、クラリッサが覗きこむ。

「……ペトラさま？　どうかなさったのですか？　お辛いことでも？」

「ああ、ええと……──」

　言葉に詰まっていたら、吐き出してしまったほうが楽ですよ、とクラリッサに促された。

　彼女のことは信頼している。だからこそ、そばに置いているわけで。

　ゴクリと唾を飲み込んで、「誰にも言わないで」との前置きとともに私は重い口を開く。

「実は昨日の昼休み、出かけた先で陛下がご負傷なさったの」

「……えっ!?」

「狩猟用の罠を踏んだ馬が驚いて暴れてね？　それで、陛下が私を庇って……──」

　ただの状況説明なのに、喉が苦しくなった。手の所在に困り、意味もなくヘソの前で握り合わせるが、己の手が震えていることに気づき余計にどうしたらいいかわからなくなった。

「お怪我は!?　ペトラさまのお体はご無事ですか!?　馬に蹴られたり、踏まれたり……っ」

　クラリッサが血相を変え、私の全身あちこちをペタペタと触ってくる。その慌てぶりが健気で──本人は本気なのだろうが──逆に私は少しだけ冷静になれた。

　再びゴクリと唾を飲み込み、顔に笑みを貼り付ける。

「私はなんともないわ」

「そう、ですか……よかった……っ」

　はあーと震える息を吐き出す。こんなにまで私のことを心配してくれるなんて、優しい侍女に恵まれたものだ。

　でも、よくはない。私は無事でもエリクが無事ではないのだから。

「……陛下が。陛下が頭に傷を負われて、まだお目覚めにならないの。お医者さまは大丈夫だっておっしゃっているんだから、それを信じればいいんだけどね……」

　魔が差した。

　彼女の優しさに甘えたくなり、少しだけ弱音を吐き出した。

　するとクラリッサは嫌な顔ひとつせず、私をそうっと抱きしめてくれた。

「ああ、ペトラさまお可哀想に……なんてお優しいのでしょう。そんなにお悩みにならなくてもよいのです。ご自分でもわかっておいでではございませんか、お医者さまの言葉を信じたらいいって。だから、それ以上悩んでいたってどうしようもありませんわ」

「ええ、……そうよねクラリッサ。ありがとう」

　彼女の背中に手を回し、弱い力で抱きしめ返す。

　目を瞑り、深呼吸する。

　──確かにそうよね、悩んでたって仕方がない。今の私にできることなんてないのだから。

　抱擁を終えると、クラリッサがニコッと笑った。

「本日も会議ですよね？　昼食、ご一緒できるのを楽しみにしていますから」

「わかったわ。また話し相手になってちょうだい」









　事態が動いたのは、その日の午後だ。

　会議中にサロモンがやってきて、私に耳打ちをした。

「エリクさまがお目覚めになりました。現在医師の診察を受けているところですが、すぐにお会いになられますか？」

　会議出席者の中に、エリクの怪我を知っている者はいない。騒動を避けるため、隠すことにしたからだ。

　──エリクが目覚めた。やっと……！

　ほんの一日。しかし私には、その一日が途方もなく長く感じられた。

　もちろん、何もかも放り投げて直ちにエリクの元へ駆け付けたかった。最愛の人の無事を、この目で直接確かめたかった。

　しかし個人的な感情よりも、王妃としての責務を私は優先させた。

「……いいえ、午後の会議を終わらせてから行くわ。エリクがいないのに私まで抜けるわけにはいかないもの」

　とことん、かわいくない女だ。自分でも思う。

　しかし権利というのは義務を果たした上に発生するものだ。私が王妃として衣食住困らずに何不自由なく暮らせるのは、王妃としての義務を果たすことで与えられる権利。

　指先一つ、発言一つで他人の人生を左右することができてしまう立場なのにもかかわらず、この場で会議を放り投げでもしてしまったら国民や臣下の信頼を大きく毀損きそんしかねない。

　何より、そんな無責任な行動を私自身が許せない。

「ごめんなさい、会議を続けましょう」

　サロモンに手短に告げたあと、私は何食わぬ顔で再び書類に目を落とした。

　──集中するのよ、ペトラ。会議が終わったらエリクに会える。可及的速やかに、しかし抜かりなく会議をまとめ終わらせるのよ……！

　予定されていた進行よりも一時間早く会議を片付けた私は、閉会を見届けたあと大急ぎでエリクの元へ向かった。

「エリ──」

　息を切らしながら飛び込んだ部屋には、先客がいた。

「まったく、兄上が負傷したと知らされた時、僕がどれだけ慌てたことか」

「そうですわ。ディディエさまったら『兄上にもしものことがあったら、僕が国王になるのか？　そんな器じゃないのに～』って、そればっかり」

「ははは、よくわかっているじゃないかディディエ」

　ベッドのそばで談笑しているのは、シンデレラと、その夫でありエリクの弟のディディエ殿下。その奥には、上半身を起こしているエリクの姿があった。

　──エリクが起きて笑ってる……よかった……!!

　安堵したら気が抜けて、腰も一緒に抜けた。

　連日の会議に加え昨日からずっと気を張り詰めていたせいで、一度緩んでしまった緊張の糸はしばらく張り直せそうにない。壁に手をつきへなへなと床に座り込んでしまった。

「でも、思ったよりも兄上がお元気そうでなによりです。丸一日眠っておられたそうですが、お体の調子は？」

「ああ、問題ない。連日会議室に缶詰状態だったから、『休んだらどうだ？』という神のお告げだったのかもしれないな。医師もそんなことを言っていたし」

　彼らは私に気づいていない。エリクも。

　私もその会話の輪の中に加わりたいとは思うものの、エリクが笑顔で、冗談を飛ばしながら喋っている姿を見られたことが嬉しくてたまらない。

　問題ない、と言っていることもだ。頭に傷跡は残るかもしれないが、この様子ではきっと後遺症もないのだろう。

　シンデレラがふふふ、と淑やかに笑う。

「日々のご公務に苦労していらっしゃるのは存じておりますが、陛下と同じだけ働いて頑張っておられるお義姉さまにもお告げが欲しいところですわ」

　ね、と言ってディディエ殿下に同意を求めようと横を向いた時、シンデレラが私の存在に気づいた。

「ほら、噂をすれば！」

　部屋の入り口で腰を抜かしている私を見て、シンデレラが駆け寄ってくる。

「お義姉さま、いらっしゃったならそうおっしゃってくださればよかったのに」

　立てますか？　と手を差し出され、私はその細い手に掴まる。

「もしかして腰が抜けたのかしら。陛下のことをよっぽどご心配なさっていたのですね。だったらなおさら、陛下のお元気なお顔をおそばで！」

　グ、と力を入れシンデレラが私を立たせてくれた。膝はまだ震えていたが、踏ん張れば、何とか。

「ありがとうシンデレラ。あなたにも心配を掛けたわよね」

「とんでもない！　わたくしたちが陛下が負傷なさったことを聞いたのは、ほんの先ほどでしたから。お義姉さまは事故の現場に居合わせたのだから、ずっと気が休まらなかったでしょう？　夜だってまともに眠れなかったのでは？」

　トントン、とシンデレラが己の目の下を指差した。おそらく、私のそこにクマができていることを指摘しているのだろう。

「私は平気よ、エリクだってこうして意識を取り戻してくれたのだし」

「もう、お義姉さまってば損な性格！　もっとわたくしにも弱音を吐いてくださればいいのに。……でも、弱音を吐ける相手はすでにいらっしゃいますものね」

　エリクへ意味深な視線を送り、私にウインクを飛ばした。

「もう、シンデレラったら……。でもそうね、あなたの言うとおりよ」

「素直なお義姉さまも素敵ですわ！　それではわたくしとディディエさまは下がりますので、夫婦水入らずごゆっくりなさってくださいませ。お義姉さまも、休める時にはしっかりお休みになってくださいね？」

　わかっているわ、と苦笑しながらベッドのほうに歩み寄ると、エリクと目が合った。

　もう一生見ることが叶わなかったらどうしよう、と思っていた、翡翠色の美しい瞳。そこに私が映っている……！

　胸がいっぱいになって、私は唇を噛み締めた。勝手に目に涙の膜が張るせいで、視界がぼやけてしまう。

　──私を庇ってくれてありがとう。まだ傷は痛む？　傷以外にも痛いところは？　何か食べたいものはある？　喉は渇いていない？

　言いたいこと、聞きたいことが山のようにあった。そのせいで、掛ける言葉が一つに絞れない。

「あの……エ、エリク。私──」

　それでも何とか言わなくちゃ、と口を開こうとしたのだが、

「夫婦？　待ってくれシンデレラ、俺とこの女性が……夫婦だって？」

　エリクによって遮られた。

　彼から飛び出た言葉は、私が想像だにしていないものだった。

　エリクは怪訝そうに私を眺め、ふいっと顔を逸らした。私の背後に視線を向け、退室しようとしていたディディエ殿下に声を掛ける。

「ディディエ、この女性は？」

　私はエリクの妻で、この国の王妃。

　数ヶ月前に国民の前で式を挙げた正真正銘の王妃であり、エリクの配偶者だ。

　昨日の朝だって、あんなに愛し合っていたのに……──。

　感動が一瞬にして吹き飛び、再び絶望と不安が私の心を蝕もうとする。

「……いっ、嫌だなあ兄上、ご冗談がすぎますよ！　義姉上はあなたが妻に選んだ女性ではありませんか！」

　ディディエ殿下が私の擁護に回ってくれたが、エリクは大真面目だった。

「ディディエこそ、悪ふざけはやめてくれ。何一つ面白くないぞ」

「…………」

　──どっちが冗談を言っているんだか。

　……きっと、どちらも冗談など言っていないのだろう。だからお互い噛み合わず、こうして沈黙が流れるのだ。

　ディディエ殿下、シンデレラ、サロモン。彼らの表情を順々に確かめたエリクは、最後に私をじっと見た。目を凝らし、記憶の中を探るようにじっと。

「……すまない。ディディエの言うことが本当なら申し訳ないが…………貴女は俺の妻、なのか？」
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　──こんなことってある？

「……私たち、四ヶ月前に結婚式を挙げたのよ。国民誰もが知っているわ」

　冷静に答えたつもりが、声が震えた。心細さに凍えそうで、無意識に左手薬指の結婚指輪を確かめる。

　にわかに周囲が慌ただしくなった。

　扉の近くに控えていたサロモンが、そっと部屋を出ていくのが見えた。ただ事ではないと気づき医師を呼びに向かったのだろう。

「ということは……俺がおかしい？　怪我のせいでおかしくなってしまったのか？　記憶が……飛んだ？」

　エリクは頭を押さえているが、私だってそうしたい。エリクの記憶が元通りになるのなら、すぐにだって。

「ね、ねえエリク、何を覚えていて何を覚えていないの？　昨日のお昼に祝福の泉へピクニックに行ったことは？　ここ最近、予算会議で忙しくしていたことは？　一年半前に即位したこと、留学していたこと、子どもの頃のこと……──」

　たちの悪い冗談であってほしかった。「冗談だよ」と、「貴女のことを忘れたりなどするものか」と笑って、いつもみたいに抱きしめてほしかった。

　と同時に、エリクがそんな悪趣味な冗談を言う人間ではないことも、私はよく知っている。

「あ、ああ、全て覚えている。俺はディリータ・デュランベルジェ・ルトブルクで、幼名はエリク。その名で成人した俺を呼ぶということは、きっと貴女は俺と親しい間柄なのだろうが……失礼だが、貴女の名を尋ねてもいいだろうか？」

「ペトラよ。ペトラ・デュランベルジェ。……あなたと結婚するまでは、ペトラ・コルベールだった」

「コルベール？　ということは、シンデレラの血縁者か？」

「…………っ」

　シンデレラとは義姉妹にあたる。両親の再婚により姉妹となったので、血の繋がりはない。──ということを説明すればいいだけなのに、口が動いてくれない。

　愛する夫と積み上げた日々。幸せだった時間。それら全てを、私たちは失ってしまったのだろうか。

「失礼いたします、医師がお見えです」

　医師を連れサロモンが戻ってきた。

　シンデレラとディディエ殿下には詳細がわかったら報告をすると告げて帰し、私は部屋の隅に縮こまって医師の診察をぼんやり眺めていた。

　医師はエリクの体に起こる生理的な反応を確認し、いくつかの質問を投げかけた。自分の名前、年齢、覚えていること。

　エリクは難なく、スラスラと答えていた。どこにもなんの問題も見当たらず、昨日意識を失うまでのことは大抵覚えていた。

　ただし、私に関することだけは、何度聞いてもどう聞いても、思い出せないようだった。

　医師が診断を下す。

「国王陛下の症状は、解離性健忘でございます。記憶障害、あるいは記憶喪失──と申し上げたほうがわかりやすいでしょうか。ただし、ペトラ妃殿下のことに限ります」

　私と出会った頃から現在までの記憶がごっそりなくなっている、というのであれば、まだ私にとっての救いはあった。

　しかし無慈悲なことに、エリクの頭からは私に関する記憶だけがすっぽり抜け落ちていたのだ。

　昨日の昼に祝福の泉へ出かけたことも、彼は覚えていた。しかし騎士三名と自分の計四名で出かけたと回答した。

　彼の頭の中のどこを探しても、私だけがいなかったのである。

　──どうして？　私が何か悪いことでもした？　神様に恨まれているとでも言うの!?

「ペトラ妃殿下のことを思い出す可能性はございますか？　何をしたらいいですとか、どんな食べ物が効果的かなどございましたら」

　あまりのショックで何も言えなくなっている私に代わり、サロモンが医師に質問した。しかし医師は渋い表情で首を振る。

「残念ながら、なんとも……。一晩寝て起きたら思い出しているかもしれませんし、一生思い出さないかもしれません。記憶というのはいまだ解明されていない分野なので、確かなことは何も申し上げられないのです」

　──エリクは私を思い出さないかもしれない、ということか。……一生。

　縋るようにエリクを見つめた。一瞬だけ目が合って、すぐに逸らされた。

　覚えてもいない、記憶にない女を「お前の妻だ」と押し付けられて、気味悪く思う気持ちもわかる。

　戸惑うだろう。困惑するだろう。迷惑で、面倒で、鬱陶しいだろう。

　けれど私からすれば、エリクは夫で、愛する人。彼の反応に傷付かずにはいられない。

「ペトラさま、気を落とされますな。きっとそのうちエリクさまも──」

「いいの、サロモン。ありがとう」

　サロモンの励ましを私は断った。確証のないことを言われたくなかった。

　期待を抱き願ったところで、それが叶わなかった時の絶望たるや計り知れないと恐れたのだ。

　不確かなものに期待してみたところで、どうせ裏切られるに決まっている。だったら、最初から期待しないほうが穏やかでいられる。

　だから私は笑顔を作った。

「いいのよ。エリクの命が助かっただけで私は満足よ。本当によかった。……でも、少し疲れたから部屋に戻るわ。エリクにもまだ休息が必要でしょうし」

　エリクの部屋を退室し、一度廊下に出て、彼の部屋の隣にある私の私室へと戻った。

　壁一枚で隔てられただけで、私の部屋とエリクの部屋は隣り合っている。だというのに、今はとてつもない距離を感じる。

　幾度となく使ってきた内扉もあるけれど、使用することは二度とないかもしれない。そう考えると目の前が真っ暗になった気がした。

　床に倒れそうになるのを必死に我慢しソファに辿り着いた私は、どっかりと体を放り投げた。脱力して、何を眺めるでもなく、ぼうっとしながら呼吸をする。

　──どうしよう、エリクに忘れられちゃった。これからどうしたらいいの？　私これからどうなるの？

　コルベール子爵家は、貴族としては末端に位置するしがない家だ。領地は狭く、特別な人脈があるわけでもなく、これといった名産品もコネも何もない。

　もしもエリクが私の存在を疎ましく思ったならば、放り出される可能性は十分考えられるだろう。家柄然り影響力然り、私よりも王妃に相応しい貴族令嬢は大勢いるし、別の令嬢と再婚したほうが国にとっての利に繋がるかもしれない。

　──そうなれば、私はもうお払い箱よね……。

　涙は出なかった。自分のこととして受け止めきれていないのか、嘆くほどの余裕すらないのか……現状自分ではわからない。自己分析もままならない。

　こんな時に、ノックの音が耳に届いた。

「ペトラさま、失礼いたします。今日も会議へのご出席、大変お疲れ様で……──どうなさったのですか!?」

　やってきたのはクラリッサだった。入室して早々、私の異変に気づく。

　彼女は私のことをとてもよく観察してくれている。ありがたい反面、今日みたいに落ち込んでいる日はどうしたらいいか扱いに困る。

　エリクが負傷した話は、クラリッサにもしてあった。きっと心配しているだろうから、彼が目覚めたことは伝えねばなるまい。

「あ、あのねクラリッサ。実は陛下が目覚めたの」

「…………それなのに、どうしてそのようにお辛そうにしていらっしゃるのですか？」

　ふ、と私は笑った。

　おかしいのではない。

　いや、おかしいと言えばおかしい。この私の置かれた状況がまるで夢でも見ているかのようで、おかしいのだ。

「陛下の中から私の記憶だけが、すっぽり抜け落ちてしまったみたいなの。幼少期から今までの記憶は全て残っていて、身体的にも精神的にも何も問題はなさそうなのに、私のことだけ思い出せないみたいで……」

　感情をできるだけ出さず、事実だけを淡々と告げた。

　クラリッサにも信じがたいことだろう。特定の人物だけが思い出せない記憶喪失だなんて、あまりにも話が出来すぎている。

　ところが彼女は疑いも笑いもしなかった。

「そんなことがあったのですね。ああペトラさま、なんてお可哀想なのでしょう。陛下ときたらこんなにも素晴らしい女性を妻にしておきながら、お忘れになるだなんて許せない！　なんという罪深き男！　信じられないわ、国王でなかったら市中引き回しの刑に処されてもおかしくない所業よ！」

　クラリッサは疑うどころか、私のためにエリクをボロボロに罵倒してくれた。

　それにしたって市中引き回しの刑って。私は噴き出してしまう。

「それは言いすぎよ。忘れてしまったのも陛下のせいではないもの。元はと言えば怪我をしたのも私を庇ったのが原因。私が悪いようなものよ」

「それは違います、ペトラさまが罪悪感に苛さいなまれる必要などございません！　殿方が女性を守るのは当然のことですもの！」

　私の手を握り、クラリッサが慰めてくれた。その真剣さを見ていたら、少しだけ心が落ち着いてきた。

「ペトラさまってば政治経済にはお強いのに、それ以外のこととなると自責思考が酷いし自己肯定感も低いし、そのうえ頑固で大丈夫じゃなくても『大丈夫』っておっしゃるし。いけませんよ、あなたさまはご自分の価値をもっと高くお見積もりになるべきです！」

　クラリッサ・ウィデリアとはほんの半年程度の付き合いである。

　私が王宮に居を移してから、「王妃なのに侍女が一人もいないのは問題だ」と外交大臣のクーゲルさまが気を利かせてご紹介くださったのが、クラリッサだった。

　羨ましいほどのストレートの金髪と柔らかそうなゆるい輪郭、いつも垂れた太い眉。穏やかで愛嬌のある顔立ちは、裕福な家庭で大切に育てられたことの証。

　立ち居振る舞いは上品で、言葉遣いも申し分ない。

　私より六つも下のお嬢さんだが、しっかり者で、何よりエネルギッシュな子だ。

　シンデレラみたいに絶世の美女になりたかった、とまでは望まない。せめて私もクラリッサみたくもっと前向きで女性らしい女性に生まれていれば、夫に忘れられたとしても「もう一度惚れさせてみせるわ！」と闘志を燃やせたかもしれない。

　でも、そうじゃない。

　私はどうあったって私。

　明日からどんな顔をして生きていけばいいのだろう。配偶者である国王から、初対面同然の扱いを受ける王妃が、かつてこの世にいただろうか？

　こうなってくると、エリクとの出会いからの何もかもが夢だったのでは？　と思えてくる。だって私は子爵家の次女で、見た目もパッとせず、世間での評判もべらぼうに悪かったのだから。

　それがどうしてか、自国の第一王子に見初められ、あれよあれよと王妃になり、気づいたら丸裸で一人突っ立っている状態で……。

「もしもわたくしが男だったなら、こんな好機は逃しません。ペトラさまを口説いて口説いて口説き落として、離婚させて自分の妻にしてしまうわ！　ああ、女であることが口惜しい！」

　クラリッサの気遣いがありがたい。そうやって軽口を叩き、私を慰めてくれようとしているのだ。

　でも、エリクが悪いわけではない。全ては不運な事故のせい。

「ありがとうクラリッサ。あなたの気持ちは本当に嬉しい。でも……少し一人になりたいの。悪いのだけど、今日はもう下がってもらってもいいかしら？」

「ペトラさま……」

　クラリッサは離れ難いとでも言いたげだった。しかし言葉を呑み込み、頷いてくれる。

「承知しました。でも、あまり思い詰めないでくださいませ。ペトラさまのことが心配ですから、明日は早めに登城いたします。会議に向かわれる前に、一度お顔を拝見してもいいですか？」

「わかったわ。気にかけてくれてありがとうクラリッサ」

　クラリッサが辞したあと、部屋に一人になった途端、涙が堰を切ったように溢れ出した。

　緊張の糸が解けたのか、不安が限界を超えたのか──とにかく感情が制御できない。

「エリク……どうして私を忘れちゃったの？　私たちこれからどうなってしまうの……──」

　悲しい。苦しい。……怖い。

　顔に両手を押し付けて、私は声を殺し泣いた。









　翌日、朝食を一人食べ終わり、着替えも終えた頃、約束通りクラリッサがやってきた。

「ペトラさま、おはようございま……えっ、もう髪結いなさったんですか!?　せっかくわたくしがさせて頂こうと思っていたのに!!」

　私のいつものまとめ髪を見て、クラリッサは大袈裟なくらい驚きをあらわにした。

「おはようクラリッサ。ごめんなさいね、今日も会議の前に色々準備があったから、自分でサッとやってしまったのよ」

　適当に謝りさらっと流そうとしたが、彼女は流されてくれなかった。

「せっかく今日は久しぶりにペトラさまのお髪に触れられると思って楽しみにしていたのに～！　仕方ありません、一度解いてしまいましょう！　もう一度、わたくしが丁寧に結って差し上げます！」

　昔は髪を垂らしていたけれど、成り行きで短く切ってから私はその動きやすさに目覚めた。以前と同じくらい伸びた今では、シニヨンやギブソンタックでまとめる日々を送っている。

　クラリッサは手先も器用なので、とても綺麗に髪を編んでくれる。でも、その分時間もかかる。

「気持ちだけもらっておくわね、ありがとうクラリッサ。お礼がてら、よかったら紅茶でも淹れましょうか。クーゲルさまからイシュヴェラ産の美味しい紅茶をいただいたの」

　時間の都合で一緒には飲めないけれど、と付け加えたが、クラリッサには効果があった。

「えっ、ペトラさまが直々に淹れてくださるのですか!?　ありがとうございます！　それではお言葉に甘えて……でも、ペトラさま？　昨日よりお元気そうに見えますけれど……その、国王陛下のこと、何か進展があったのですか？」

　私を傷つけないように、慎重に言葉を選んでいるのが伝わってきた。その細やかな気遣いを嬉しく思うのと同時に、昨日己が晒してしまった醜態を思い出す。

　エリクの記憶障害を知った私は酷く狼狽し、涙こそ見せなかったものの弱っている姿を晒した。

　その時の己を客観視しながら振り返ると、恥ずかしくてたまらなくなる。

「残念ながら進展はないけど、その件なら解決済み。昨日一晩考えたんだけど、やっぱり私のやるべきことは決まっている──という結論に達したの。だからクラリッサの言うとおり、落ち込んでいる暇なんてなかったのよね」

　愛する夫エリクが私との記憶だけを失ってしまった。それは大きな衝撃だったし、記憶が戻ってほしいと今でも強く望んでいる。

　しかしながら、原点に立ち返ってよくよく考えてみれば、元々私には結婚願望がなかったのだ。

　そんな私を求めてくれる男性に巡り会い、求められ、愛し合った。さらに彼は国王で、金持ちで、イケメンで、切れ者で……。

　エリクはこの世界で考え得る、最高のハイスペック男子だ。私の容姿、家柄から考えたら、本来ならば夫婦になるなどあり得なかった。

　つまりこの結婚自体が私には『起こる予定のなかったこと』であり、『人生最初で最後の僥倖ぎょうこう』だったのだ。

　たとえ今後、エリクの記憶が戻らなかったとしても、現在に至るまでに彼からもらった幸せが私のこの先の人生を明るく照らしてくれるだろう。

　愛する人ができた。その人と愛し合うことができた。

　それだけで、私は十分。

　だから、今までのことは素晴らしい夢のような思い出として胸に秘め、受け入れることにしたのである。

「……そうでございますか。どちらにせよ、ペトラさまの笑顔が拝見できてわたくしは嬉しゅうございます」

　クラリッサもニコッと笑い、私の出した結論を支持してくれた。

　──そうよ。私には立ち止まっている暇なんてないのよ。『王妃』という地位に胡座をかいている場合でもない。国のため国民のため、私にできる最善を尽くさなきゃ！

　メイドが運んできてくれた茶器に、茶葉を入れ湯を入れる。しばらく蒸して茶葉が開くのを待ってから、ティーカップに注ぐ。

「はいどうぞ。茶葉はいい茶葉なの、茶葉は。もしも美味しくなかったら、それはお茶を淹れた私のせいよ」

「とんでもない！　絶対美味しいに決まってますから！　その証拠に……ほら美味しい～！」

　まだ湯気が立っている紅茶を、クラリッサは私の言葉を否定するためだけに無理をして一口飲んでくれた。目をぎゅっと瞑り、熱さを堪えているところが何とも愛らしい。

「ふふふ、ありがとう」

　美味しいと言ってくれたことと、無理をしてまで私を笑わせようとしてくれたこと。

　礼を告げて「さあて仕事仕事」と会議資料を抱えたところで、ペトラさま、と声がかかる。

「昨日はわたくしが男だったなら云々、と申し上げましたが、正直わたくしにはペトラさまが理想の殿方です。美しく、相手が誰であろうともおかしいことには異を唱える正義感と、その正義を行使するに足るだけの幅広い知識、思慮深さ。切り替えも早くていらっしゃるし、凛とした佇まいは国王陛下以上に国王の風格を感じます！　そして何より、お茶を淹れるのもお上手！」

　クラリッサのお世辞は、終わるところを知らないようだ。彼女にしたらお世辞ではなく大真面目なのかもしれないが、まともに取りあっていては褒められすぎて体がもたない。

「はいはい、それじゃ私に似た殿方を見つけてこなくちゃね」

　侍女の役割は、主の身の回りの世話や話し相手になること。しかし主だけにメリットのある関係ではない。

　侍女として仕えながら教養やマナーを学んだり、よい結婚相手と出会うことが期待できるという点では、侍女にも大いにメリットがある。

　だから私もクラリッサの主として、より有利な縁談を見つけてあげなければならない。……とは思うものの、それがいかに難しいことかもわかっている。

　──クラリッサのご実家に釣り合う家格と財産をお持ちの、二十～三十代の男性……。うん、そんな知り合いいないわね。

　さっきの発言で、私がクラリッサの婿探しを安易に引き受けたと思われては困る。でも、主としてはそれくらいの世話を焼くことは当然だ。とは言うものの手頃な殿方になど心当たりはないし……。

　思考がグルグル回り始めたので、これはダメだと頭を切り替えることにする。

「そ、そろそろ行くわね！　陛下が会議に出席できそうか確認する必要もあるし。私は先に出るけれど、クラリッサはゆっくりしていって。昼食の時間になったら、あなたを呼びに行かせるわ。一緒に昼食をとりましょう」

　するとクラリッサもすぐに目を輝かせ、両手を胸の前で合わせる。

「ありがとうございます！　わたくし別室に控えておりますので、いつ何なりとお声掛けくださいませ。ペトラさまとの女子会、楽しみですわ！」

　引き攣った笑顔とともに手を振って、私はそそくさと部屋を出た。

　次に向かうはエリクのもと。直通の内扉は使わず、廊下側から国王の寝室を訪れた。

　ちょうど診察が終わったところだったようだ。エリクはシャツのボタンを留めながら、医師と談笑していた。

「陛下、先生、おはようございます。お加減はいかがですか？」

「王妃殿下、おはようございます。国王陛下は顔色もよく、以前と変わらず年齢相応の健康体の男性でございます……が、やはり王妃殿下の記憶だけはいまだ戻らず……」

　私の顔色を窺ってか、医師の言葉が尻すぼみになっていく。昨日の私の狼狽ぶりを彼も目撃していたから、言いにくいところがあるのだろう。

　しかし心配は無用。

「ええ、記憶については覚悟していたことです。昨日の今日でそんなに簡単に治るわけありませんもの」

　昨日ほどのショックはない。すでに想定済みのことだし。

「妃殿下もお辛いでしょうが、思い詰めてはなりません。気楽に、いつか思い出すだろうというくらいの気持ちで──」

　私を慰めようとする医師と、居心地悪そうにチラチラ視線をよこすエリク。

「お気遣いは不要ですわ。昨日一晩よく考えたおかげで、どう受け入れるべきか答えが出たので。それよりも教えていただきたいのですが、先生の見立てでは陛下はいつから会議へご出席できそうですか？　予算会議があと一週間ほど続くので、陛下にも可能であればご出席いただきたいのです」

　まだ難しいなら私一人で参加するが、その場合はエリクの意見を事前に聞いておかねばならない。私一人であれもこれも決めるわけにはいかないのだ。

「陛下ご自身に公務に復帰する意志がおありならば、いつでも。医師として制限をかけるつもりはございませんが……」

　医師がエリクを振り返り、私もそれに追随した。

　私たち二人の視線を一身に受け、ウッとなりながらエリクが答える。

「問題ない、今日から参加する。頭は正常だし、直前の会議の内容も覚えている」

　──そう言うと思った。だってエリクは責任感が強いから。

　目の前にいる人物は、私のことを忘れているだけでその他は私の知るエリクだった。

　何も悲しむこともない。何も不安になることもない。

　ここぞとばかりに私はエリクに資料の束をドンと差し出す。

「それが聞けてよかったわ。じゃ、これが昨日と一昨日、あなたが欠席した会議の議事録と資料よ。本日その内容の採決を取る予定なので、事前に確認しておいてほしいの」

「わ、わかった」

　それでは私はこれで、と医師が去っていったので、彼が座っていた椅子に私が代わりに腰掛ける。

「ま、いくらあなたでもこの量の書類に一度に目を通すことは難しいと思って、簡単に私がまとめたものが……そう、この紙よ」

　手元のファイルから一枚の紙を取り出して、エリクにどうぞと手渡した。

「時間もないし、これで内容を把握するといいわ。ちなみに私が資料を精査した結果、明らかな不正や改竄かいざんはなかったので安心してね」

「…………」

　エリクが急に押し黙るので、どうしたのかと彼を見た。

「あの……？　わからないところでも？　説明が必要ならするけれど」

　その理由を探ろうとすると、不思議そうに聞き返された。

「いや、そうではない。貴女が思いのほか平然としているので……少し、驚いてしまって」

　もっと嘆き悲しんでいるかと思ったと言われ、私は失笑した。

「あなたに忘れられたままなのに、平然としているのはどうして？　……ってこと？」

「簡単に言えば、そういうことだ。貴女が王妃であり、俺の妻であることは疑いようのない事実なのだろう。だからこそ、夫に忘れられたにもかかわらず……──」

　エリクの疑問はもっともだ。

　今のエリクは私の性格を知らないし、どんなふうにロジックを組み立てるのかもわかっていない。

　とすれば、ここは説明してあげるのが筋だろう。

「昨日一晩考えて、私なりの結論を出したの」

「結論……とは？」

　翡翠色の瞳が、私をそこに映している。ずっとその中にいられたら、ずっと愛してもらえていたら、どんなに幸せだっただろうか。

　──だけど、わかってる。覆水盆に返らず、なのよね……。

「陛下の記憶が戻ろうが戻るまいが、私はあなたとの婚姻生活を続ける、ということよ」

　エリクの眉がぴくりと動き、目つきに鋭さが宿った。

「王妃であり続けたい、と？」

　この目は以前、出会ったころに何度も向けられたことがある。

　彼は、私が王妃の座に固執しているのではないかと考えているのだ。権力か、財力か……そういったもののために。

「少し誤解がありそうだから補足させて」

　オホン、と咳払いをして、私は背筋をピンと正す。

「私にかわいげがないことは、他の誰より私が一番わかってる。だからあなたにもう一度私を好きになってもらうのは、どだい無理な話だと思うのよね」

　栗色の髪も琥珀色の瞳も、この国では全く珍しくない。それどころか目立ちも見栄えもしない、非常に地味な色合いだ。

　顔の作りだって華やかさが足りないし、まつ毛も大して長くないし、体つきだって胸ばかり大きくてアンバランスだし。

「とはいえ国王が新婚早々離婚するだなんてそう簡単に認められるわけないでしょうし、非常に外聞が悪い。強行すれば国民の信頼を失いかねない。だからあなたの名誉のためにも、私たちの婚姻は継続したほうがいい──と判断したの」

　決して楽しい内容ではない。色気もなく、感情を排除した無機質な結論。

　しかし客観的事実であり、これが今考えられる最良の着地点なのである。

「……仮面夫婦となったとしても構わない──ということか？」

　私は軽々と頷いた。

「ええそうよ。さっきも言ったとおり私ってこんなだから、私を愛せとは言わないわ。私のことはこの国の共同経営者として、あるいはアドバイザー的存在としてそばに置いてくれればいい。私はそれで十分よ」

「女性として見なくてもいいのか？」

　ツキンと胸が痛んだが、これは昨夜、散々考えて決めたこと。時間の無駄だ、この期に及んで迷ったりなどするものか。

「いいわ。王家の評判を落とさない程度にそれらしく装ってくれさえすれば、私のことは陛下の好きに扱ってくれたらいい。『お飾り王妃』でも、私は全然構わない」

　昨夜イメトレしていたよりもずっと、平常心を保ったまま口に出せた。

　エリクが私を忘れていても、私はエリクを覚えている。彼との出会いから、どうやって愛を育んだのか、そしてどれだけ私がエリクを愛しているか。

　そういった過去の思い出を胸に、前に進む準備を昨夜、私は一人で整えたのだ。

　エリクの心まで縛るようなことはしない。愛人を作ったっていい。エリクの幸せが私の幸せ。

　私はエリクを愛しているし、人としても尊敬している。だからきっと彼が愛人を作っても、穏やかでいられるはず。彼の幸せを心から応援できるはず。

　──未来のことで思い悩んでいてもどうにもならないしね。まー、何とかなるでしょう！

　どれだけ予測して構えようが、その通りの未来に出会えるとは限らない。エリクが事故で記憶喪失になることも、数日前には思いもしなかったのだから。

　だから前向きに、ゆったり構えて進んでいくしかない。

　愛し合った男性がまさかの王太子で、求婚されて最終的に妃になることを決めた時と同じように。

　実際に、思い詰めることを放棄して流れに身を任せることにしたら、驚くほど心が軽くなった。だからこれが『正解』でいいのだろう。

　そうか。エリクはそう呟いてから、フッと笑って私を見た。

「わかった。貴女の言うとおりにしよう。色々と面倒をかけるかもしれないが……よろしく頼む」

「もちろんよ、エリク。それから、結婚指輪はお互い外さないでおきましょう。余計な詮索を生んでしまうから」

「ああ」

　久しぶり──体感──に「陛下」ではなく慣れ親しんだその名を呼び、私たちはハグの代わりに握手を交わした。私から手を差し出して求めたのだが、すぐに力強く握られた。

　私たちは夫婦であり、運命共同体。愛が存在しなくなっても、それは変わらない。









　その日、頭に包帯を巻いたエリクが二日ぶりに会議の場に姿を現すと、「体調不良」としか伝えていなかった出席者たちから一斉にどよめきが上がった。

　しかし私を忘れていること以外、エリクには怪我による後遺症もない。いつも通りの彼のまま。

　会議が始まるやいなや鋭い質問を飛ばし、画期的な改善策を提案し、優れた頭脳が健在であることを見せつけ、みなを安心させた。

　ただ一人、私だけを除いて。

　──エリクは私だけを忘れている。本当に、私だけ。それ以外のことは全く変わらず覚えているのに、どうして……。

　理解したつもり、受け入れたつもり、覚悟だってしたつもり。

　それなのに、私の記憶だけ抜け落ちてしまったことに、どうしても胸の奥がざわつかずにはいられなかった。

















第３章　眠れる森のエリク












「エリク、お待たせ。時間がかかってごめんなさい、今日はクラリッサが実家に帰省中で」

「問題ない。開始時刻にはまだ間に合う」

　会議の日程を全て終了したあとに開催されるものといえば、決まっている。

　舞踏会だ。

　砕けて言えば、「打ち上げ」。予算会議のため各地から集まった貴族とともに、無事に話がまとまったことを祝い、今年度も気を引き締めて頑張ろう、と励まし合う催しだ。

　クラリッサがいたならば、ドレスはこれ、アクセサリーはこれ、とテキパキ選んでくれたことだろう。しかし家族が急病とのことで休みをとってウィデリア領に戻ってしまったので、彼女を頼ることができなかったのだ。

　以前はシンデレラが着るドレスを私が選ぶこともあったけれど、自分のものとなるととても難しい。自分用にはつい地味なものを選んでしまう癖があり、そのせいでクラリッサには「一国の王妃のお召し物にしては華やかさが足りません！」と怒られてばかりだった。

　だから今日も衣装選びに難航し……。

　もしかしたら以前のシンデレラもこんな気持ちだったのかもしれない。そう考えると、私たちは案外似たり寄ったりな姉妹なのかも、などと思ったりもする。

　もともと、侍女を雇うことに私は否定的だった。しかしクーゲルさまから「いたほうがいい。助けになる」と諭され、大貴族ウィデリア家の三女クラリッサ・ウィデリアを紹介してもらったのだ。

　いなくなってみるとよくわかる。彼がおっしゃったとおり、やはり侍女は必要だ。

　クラリッサ一人と言わず、もう一人か二人くらいいてもいいのかもしれない。

　だが、それについてはまた後日考えるとして。

　ドレスアップした私の姿を見て、エリクは口の端を吊り上げた。

「とてもよく似合っている。特にこの深みのある色。貴女の聡明さをとてもよく表しているな」

「ありがとう。お褒めいただき光栄だわ」

　このドレスもアクセサリーも、あなたからの贈り物なのよ。──とは言わない。記憶を失くしてしまったことを、彼に後ろめたく感じてほしくないからだ。

「それでは会場へ向かいましょうか。人の目がありますから、仲睦まじい夫婦のフリをお願いね？」

「わかった。任せてくれ」

　差し出された腕に手を添え、私たちは歩き出した。

　私にとってエリクはエリクで違いない。しかし彼にとってみれば、私は見ず知らずの女。

　演技をするのにも限度はあるだろう。私に触れることにすら度し難い苦痛が伴うとしたらどうしよう、と危惧きぐしていたけれど、杞憂だったみたいだ。

　エリクは私を丁重に扱ってくれた。

　常にエスコートを忘れず、飲み物を取ってくれたり、話したいことがある時は顔を近づけ囁いて、時折戯れるようにちゅっとこめかみにキスを落とした。

　完璧な演技だが、逆に困る。こんなことをされては、まるで全て思い出したのではないかと錯覚してしまうではないか。

　とはいえ、仲睦まじいフリをせよと頼んだのは私。何も言えず、どこかフワフワした気持ちで彼のすることをただただ受け入れるくらいしかできない。

　だから、ディディエ殿下が彼を連れてビリヤード室へ行ってくれて、正直私はホッとした。

　嫌いになったわけではない。今も変わらずエリクを愛している。

　でも、私がいくら愛そうと、向こうから愛は返ってこない。

　それが辛いのだ。

　いわゆる、報われない恋だ。

　片思いに青春を費やす世の若者の儚さを、こんな歳になって初めてようやく思い知るとは考えもしなかった。

　舞踏室の隅っこでひとりため息をつく私に、声をかけてくれる者があった。

「ごきげんよう、王妃殿下。今宵もとても素敵なドレスですこと」

　ドレスの部分を必要以上に強調し、「素敵なのはドレスであってお前ではない」という嫌味を暗にぶつけてきたのは、大蔵大臣ローレンソンさまの奥方。夫がこの国の金を握っているからと、尊大な態度をお取りになるご婦人である。

　ローレンソンさまがとても真面目で志高い御仁であるぶん、どうしてこんな女性と結婚を……と思わないでもない。ただ、貴族社会には政略結婚がつきものだし、彼がこの女性でいいのなら、私に口出しする権利などないけれど。

　嫌味に気づいていないフリをして、私も笑顔で会釈を返す。

「ごきげんよう、ローレンソン夫人。お褒めに預かり光栄です。本日のドレスは陛下が贈ってくださったものなので、私も気に入っているのです」

「そうでしたのね、道理でセンスがよろしいこと」

　彼女の背後には数人の取り巻き。みな口々に「まあ」とか「惚れ惚れしますわ」とか、ボスに合わせて相槌を打っている。

「そのように素敵なドレスを贈られるくらいですから、王妃殿下は陛下とも仲がよろしいのでしょう？　ご結婚なさってはや四ヶ月、そろそろ嬉しい報せを聞かせてくださるころではないかしら？」

「……ええ。そうですね」

　何を言いたいのか、わかる。

　子どもだ。

　しかし今はタイミングが悪い。エリクが記憶を失ってしまって以降、私たちは床を共にすることがなくなってしまったのだ。

　月のものは先日来たので、現状妊娠はしていない。妊娠することもできない。

　私の曖昧な受け答えと複雑な表情から、夫人は望み薄なことを悟ったようだ。あからさまに眉を寄せ、扇を広げて口元を隠す。

「王妃殿下がご聡明なのは存じ上げております。わたくしの夫も、あなたさまが賢人会議にご出席なさるようになってから法案の審議がスムーズになったと申しておりましたもの。ですがいくら殿方と肩を並べようと、わたくしたちは『女』。女にしかできない役割があることを、決して忘れてはなりません」

「はぁ」

　要するに、早く子を産めということだ。

　私のやる気のなさそうな返事に、ローレンソン夫人はより一層熱くなる。

「男勝りのままでいては、いまに陛下に飽きられてしまいますわよ？　女としての魅力も磨かなければ！」

　私だって子どもは欲しい。お飾り王妃を演じるとしても、血を絶やさぬため子を産むことは必須のはず。

　でも、今のエリクとはどうしたって無理なのだ。たとえ私が頼んだとしても、知り合って数日の女といきなり子作りをするなんて難しいに違いない。

　しかしこちらの事情をローレンソン夫人に打ち明けるわけにもいかない。

　時折渋々相槌を打ちながら聞き役に徹していた私の肩に、誰かがぽんと手を載せた。

　それから間もなく頭上から、色気のある声が降ってくる。

「ペトラのことは女性としても大変魅力的だと思っている。ローレンソン夫人、愛する妻をこれ以上責めないでくれないか？　そのうち必ずいい報告をするから」

　私を妻と呼べる者は、どこを探しても一人しかいない。

　その彼が、ビリヤード室から戻ってきたようだ。

「こ、これは国王陛下、ごきげんよう」

　ローレンソン夫人は目を泳がせて居心地悪そうに挨拶をした。エリクが目の前にいる状態では、さすがに好き勝手に私を糾弾するわけにもいかないのだろう。

　と思いきや、彼女は強かった。

「しかしながら国王陛下、『そのうち』だなんて待てませんわ。王妃殿下はすでに二十四歳。世間一般的には、すでに子どもの一人や二人、生まれていて当然のお歳でございます。わたくしも女という立場上、あまり申し上げたくないのですが……畑が悪いと実るものも実らないことがございましょう？」

　──私が原因で子どもができない、と？　可能性としては否定しきれないけれど、たった四ヶ月妊娠が成立しないからって全て私のせいにするのはどうなのよ。

　まるで若い側室を迎えよ、とでも言っているかのようだ。私がいる場でそんな話を振るなんて、しかも人を畑に例えるなど、なんて失礼な。

　その一方で、臣下である彼女が王家の存続を気にしてしまうのもわかる……。

　エリクは穏やかに頷いて、ローレンソン夫人に告げる。

「そうだな、たしかに畑の問題もあろう。だが、種の問題もあるからな」

　まぁまぁ、と適当に濁してうやむやにするのかと思っていた。だからここで反論したのは完全に想定外だった。

　畑、つまり女性が原因で子ができない場合もあるが、種である男性が原因の場合もある──と。エリクは私を庇ったのだ。

「子は授かり物だと言うだろう？　こればっかりは神の領域だ。それゆえ、慌てず急かさず静かに見守っていてほしい。なあ、ペトラ？」

　グッと腰を抱かれ、密着したと同時にこめかみにキスが落とされた。

「は、はい」

　演技だとわかっていても、ドキドキすることが止められない。演技だからこそ、ドキドキするのかもしれない。

　以前のエリクとはこのくらいのスキンシップなど日常茶飯事だった。でも、あの頃のエリクと今のエリクは違うのに、全く同じことをするなんて……心が落ち着かない。

「あ、あの……エリク。ありがとう」

　夫人とその取り巻きが去ったあと、私は小さくお礼を言った。

「気にするな。ただ庇ったのではない。子が生まれないことでペトラを責めるなら、俺も一緒に責められるべきだと思っただけだ。一人で子が作れるものでもなし、となると俺にも責任があるからな」

「…………」

「何か間違いがあるか？　俺は貴女と愛し合っていたのだろう？　それとも俺は不能だったとか？」

　距離が近い。体温を感じる。

　私は慌てて目を逸らした。

「い、いいえ。夫婦の営みはあったわ」

「ならばやはり俺にも責任があるな」

　責任の所在に関係なく、私と対等であろうとしてくれるエリク。彼のこういうところに、私は惚れたのだ。

　記憶がなくても、エリクはエリクのまま。それを嬉しく思いながらも、以前のようには愛し合えないことがどうしようもなく辛く切ない。

　だからこそ、これは言わなければならないだろう。

　人混みを避けるようにして、私は彼を連れバルコニーへ移動した。小さな丸テーブルと、椅子が二脚。

　──いつだったか、以前もこんな場所で語り合ったわね……懐かしい。

「あのね、エリク。子どものことなんだけど」

「うん？」

　お互い腰掛けたタイミングで、給仕係がワインを注ぎにやってきた。しかしお酒片手に話す内容でもないので断り、ついでに誰も来させないように頼んだ。

　舞踏室とバルコニーを隔てるカーテンが下ろされてから、私は改めて口を開く。

「あなたの子どもは王位継承者となる。国王の子なら、王妃が生むのが最も争いが少ない。だからあなたの配偶者であり王妃の私が産むのが筋よね」

「そうだな」

　──大丈夫。私は負けない。挫くじけない。

　ゴクリと唾を飲み込んで、私は彼をまっすぐ見つめた。

「あなたの記憶が戻ろうが戻るまいが、私は王妃としてあなたの子を産むつもりでいるわ。でも、もしもエリクが愛人に産ませたいのであれば、私はそれでもいい。受け入れる覚悟はできているから」

「…………は？」

　言った。言ってしまった。もう後には退けない。

　──落ち着きなさい。今更揺らいでどうする、私？　エリクが私を忘れてしまったあの瞬間から、私にはこれ以外の道など残されていないのよ。何を今更感傷的になる必要があるというの。

　私は再度、自分にも言い聞かせるようにはっきりと告げた。

「エリクの名誉を守るため、離婚はしない。その代わりお飾り王妃として、きちんと役目を果たすわ。だから──」

「待て」

　ところがエリクが口を挟む。

「待て待て、ペトラ……愛人とはどういうことだ？　貴女は俺が選んだ女性ではないのか？　なぜそこで愛人の話が出てくる？　俺には愛人がいたのか？」

「…………えっと」

　思っていた反応と違う。

　もっとこう、「それはありがたい、心置きなく愛人の選定をさせてもらおう」とか言って、朗らかに微笑むとさえ思っていた。それなのにいざ提案してみたらエリクは焦り、困っているようにも見えて……。

「私の知る範囲では、あなたに愛人はいなかった。でも、これから先はわからないでしょう？　私より美しい女性なんて大勢いるから、その中からお気に入りの女性を選んで囲うほうが可能性としては高いし……」

「ペトラ、貴女は勘違いをしている」

　テーブルの上に置いていた手を、エリクが握った。突発的に放そうと手を引いたが、彼の力強さに逃げ損ねてしまう。

　その臆病さに失望されてしまわないだろうかと不安になって彼を見上げると、失望も侮蔑も一切ない、ただただ真摯な眼差しがあった。

「結婚とは、生涯一人を愛し抜く契約だ。おそらく普通では考えられないような衝動を、かつての俺は貴女に感じたはずだ」

「それはそうかもしれないわ。でも、今のあなたはその衝動を覚えていない。となれば私にこだわる理由もないでしょう？」

　エリクが私を忘れた時点で、その契約は白紙に戻った。

　少なくとも、私はそう思っている。お互いその認識でいる、とも。

　案の定、エリクは否定しない。

「確かに俺は、貴女と積み重ねてきた日々の一切を覚えていない。貴女にどうやって、どれだけ惚れたのかも」

　ほれみろ、と私は薄ら笑いを浮かべたが、虚しくなって顔を伏せた。

「だとしても、だ。俺が妻選びに妥協するはずがないのだから、過去の俺が選んだ貴女を現在の俺が愛せば、全て丸く収まるだろう？」

「ええ、そ……………………うん？」

　覚悟はしても、ショックを受けずにはいられない。

　夫に忘れられることを、悲しく思わない妻がいようか。他の女性と親しくしている夫を見て、辛くならない妻がいようか。

　と悲劇のヒロインを気取っていたが、いつの間にか風向きが変わっていた。

　テーブルの上で重なっていた手。きゅっと力が込められて、かと思ったら指が絡まった。

「かつての俺が貴女に何と言い口説き落としたのかわからないが……とにかく、今の俺の目にも貴女は誰よりも美しく映っているのだが？」

「……何かの間違いでは？」

　私はお飾り王妃になるつもりだった。そうすれば、全てが丸く収まると思ったのだけど……？

　エリクの言葉を何度反芻してみても、私が予想した着地点とはかなりのズレがある気がする。

　そんなはずは……と否定しようとする私に、エリクがフッと笑う。

「間違いではない、本心だ。愛人を作るつもりはない。貴女とはもう一度、夫婦として一から関係を築き上げたい。……の前に、まずは恋人としてかな？　つまり、貴女を離す気はないということだ」

「でっでも、私がお飾りでいいと言った時にあなたは私の言う通りにする、と」

「好きに扱ってくれたらいいと言われたから、了承したまでだが？　貴女の望み通り、俺の好きなようにしている」

　何が起こっているのだろう。私の目の前にいるエリクが、まるで私に愛の告白をしているかのように聞こえる。

「子のことについても、前向きに考えている。貴女が嫌でないのなら、俺の子を産んでほしい。……まあ、次へ繋ぐべきは血よりも知識だが。血も大事だが、それにばかり固執しては大切なものを見失ってしまうからな」

　結婚して四ヶ月。結婚前から体を重ねていたことを考えると、そろそろ子どもができてもおかしくない頃合いだ。

　にもかかわらずなかなか妊娠しない私を、エリクは少しも責めようとしない。先ほどローレンソン夫人に突かれた時も、自分にも責任があるからと私を庇ってくれた。

　──私との間に子が生まれなくても、他の女性に生ませるつもりはない。ということ？

　ゴクリ、と喉が鳴った。

「私と一から関係を……。じゃ、じゃあ……私、エリクにまた愛されたいと願っても……い、いいの？」

「当たり前だ」

　エリクは椅子から離れ、私の足元に片膝をついた。私と手は繋いだまま、視線も私に固定したまま。

「俺には貴女の記憶がない。だから、貴女のことを俺に教えてくれ。面倒極まりないとは思う、苛立つこともあるとは思う。だが……俺を見捨てないでほしいんだ」

　堪えきれなくなった涙が、つうと頬を垂れていく。ぽたりと落ちた先は、エリクの袖。

　慌てて拭こうとしたけれど、彼は「いいんだ」と首を振り、代わりに私の頬を指で拭ってくれた。

　私ですら避けた「見捨てないでほしい」というみっともない言葉を、エリクは堂々と使った。

　以前の関係は終わってしまったのかもしれない。でも、新しい関係が始まりそうな予感がしている。

　嬉しさに胸が詰まって、口を開いたら嗚咽が漏れてしまいそうだった。だから代わりに何度も頷き、私の気持ちを必死に示した。









　みなが盛り上がっているのを確認し、私とエリクは舞踏室を抜け出し寝室へと戻った。

　私たちの出会いから現在に至るまで。その思い出を聞かせてほしいと頼まれたので、二人ベッドに並んで座り語ってあげることにした……のだけど。

「──それでエリクったらその噂を真に受けて、私が義妹シンデレラに嫉妬しているとか、意地悪をしているとか言ったのよ。しかも、どこで誰が聞き耳を立てているかもわからない舞踏会の会場で！」

「俺が!?　それはいくらなんでも……あぁそうか、俺を揶揄って話を盛っているんだな？」

　信じたくない気持ちもわかる。

　確かにあの時のエリクは、私に対して失礼極まりない態度と物言いだった。彼が身分を最初から明かしていたとしても、それは変わらないだろう。

「いいえ。脚色なし、本当の本当。サロモンにでも聞いてみたらいいわ。そうしたら、初対面であなたが私にどんな態度をとっていたかわかるはずよ」

　国王補佐官サロモン・マトソン。還暦が近い彼は教育係として長らくエリクの成長を見守り、留学にもついて行き、帰国してから即位するまではエリクの屋敷の執事もしていた男だ。

　私とエリクの会話を直接その場で聞いていなくとも、たいていのことはきっちり把握しているだろう。

「なおさら不思議だ。俺たちの関係は最悪なところから始まったのに、どうして結婚にこぎつけたのか……。俺がペトラに惚れるのはわかる。だが、その逆はどういうことなんだ？」

　エリクは宙を見つめたまま長いこと考え込み、何かしらの推論を得たのか恐る恐る私に視線を向けた。

「……ま、まさか、貴女は俺に脅されて……？」

「うーん、当たらずとも遠からず、というところかしら」

　プロポーズになかなか頷こうとしない私を、エリクは買収した。エリクが会長を務める商会の相談役に私を雇うから、自分と結婚してほしいと言って。

　脅されてはいないけれど、すぐに受け入れたわけでもない。だから否定も肯定もできず曖昧な返事をすると、エリクは頭を抱えてしまった。

「信じられない……過去の俺はどれだけ愚かな男だったんだ……確かに結婚は契約だが、商活動の契約とは訳が違うのに……もっと、こう、手心というか……っ！」

　こんなふうに彼が苦悩する姿を見るのはこれが初めてだ。眼福、と拝みつつ、放置しすぎるのも可哀想なのでここらで助け舟を出すことにする。

「大丈夫よ、一番悪いのは私。そんなあなたを愛してしまったのだから」

　最終的にこの結婚は、お互い納得の上だった。

　それを告げたが、エリクの表情は冴えない。

「愛なんてもので誤魔化すな。ペトラ教えてくれ、俺のどこに惚れる要素があった!?」

　──誤魔化すもなにも、本当のことなのだけど。

「だから……私、今も昔も本当にかわいくない女でね？　売られた喧嘩は買うわ、頭でっかちでお淑やかさ皆無だわ、見た目も悪い捻くれ者だわ……女性として長所の見当たらない私を、エリクだけが欲しいと言ってくれたの」

　貴女しかない、ともエリクは言った。今でもはっきり覚えている。

　戸惑いも大きかったけれど、誰かに選ばれることの幸福感を、私はあの日知ったのだ。思い出すだけであの時の感情が鮮明に蘇り、自ずと頬が緩んでしまう。

「しかも私を逃さないために、あなたときたらプロポーズをしたその日のうちに既成事実を作ってしまったのよ」

「なん……だと!?　い、嫌ではなかったのか？」

「戸惑ったけど、嫌ではなかった。それに、私が思っていたよりもエリクが強く私を欲してくれていることを知れて……嬉しかった」

　愛されることの喜び。己の存在を認められ、赦ゆるされたような安堵感。

「そりゃ出会いこそ最悪だったけど、あとはずっと幸せだったわ。エリクが私の人生を彩り豊かなものにしてくれたのよ」

　私はきっと、エリクに救われたのだ。エリクと出会っていなかったら、今頃私はもっと捻くれて手のつけられない人間になっていたに違いない。

「私はエリクを愛していて、それは今も変わらない。たとえあなたが……エリク？」

　ふと、彼の口がへの字に曲がっていることに気づいた。

　納得がいかないことでもあったのだろうか？　これまでの私たちが思いの外仲睦まじくしていたことが気に食わないとか……？

　黙って見守っていると、はあ、とため息が吐き出された。肩を落とし項垂れて、お世辞にも楽しそうだとは言えない。

「黙って聞き役に徹しているのは、かなりのストレスがかかるようだ。いくら聞いてもペトラの語る『エリク』がかつての自分だとはとても信じられない。貴女に対する態度が卑劣すぎる！」

「でも仕方ないわよ、本当にあったことなんだから」

　認めたくないのはわかるが、残念ながら事実なのだ。

「ペトラ、もう諦めてくれないか？」

「え？」

　──何を？　あなたを？　愛を？

　目的語の抜けた文章は難解で、私は返答に詰まった。ついでにあまりいい予感がしない。

「俺の記憶はもう戻らないと思って、過去は忘れて今の俺だけを見てくれ。今の俺を愛してくれ」

「…………え、」

　これは一体どういうことだろうか。私は何を諦めろと言われているのだろうか。

　エリクがベッドに座り直した。体を私のほうへ向け、やや前傾姿勢をとる。

「俺たちの思い出を教えてほしいと乞うたが、撤回する。一向に思い出せない話をされても、貴女の昔の恋人の話を聞かされているようで不快だ」

「も…………もしかしてエリク、過去の自分に嫉妬してる──とか？」

　エリクの瞳が一瞬揺らいだ。しかしすぐに落ち着いて、ほのかに頬を朱に染め告げる。

「そうだ。先ほどは『貴女を現在の俺が愛せば、全て丸く収まる』と言ったが、どうも自覚している以上に俺はすでに貴女に落ちているらしい」

　ぽかんとしている私の額に、エリクの額がコツンと当たった。次いで前髪も当たった。彼の長いまつ毛まで、そのうち当たりそうな距離だ。

「いいだろう、ペトラ？」

「いいって、何が──」

　これまでの思い出を捨てることか、これからキスをすることか。聞き終わるよりも先に、唇が重なった。

　数日ぶりのキス。とはいえ、今のエリクとは初めてのキス。

　私が愛したエリクは、もうこの世のどこにもいない。でも、目の前にいるエリクが別人だとも思えない。

　前回のキスと今回のキスは、同じようでまったく違う。エリクとの決別でもあり、エリクとの新たな出発でもあり……感情が追いつかない。

「触れるのはまだ早かっただろうか？」

　キスを終え、唇が離れてすぐ、エリクは私の涙に気づいたようだ。

「あっ……こ、これは──」

「いい。そのままで」

　拭おうとしたが、その手を絡め取られてしまう。

「強いペトラも素敵だが、弱いペトラにも無性に惹かれる。美しさも、切り替えの早さも順応性の高さも、公務への熱意も処理能力の高さも……とにかくペトラは素晴らしい。俺は貴女を好いているんだ。……この上なく。こういうのを『首っ丈』と言うのかな？」

　大好きな温度、大好きな声、大好きな匂い。

　細かいことを考えるのは、もうやめにしよう。

「エリクが好き。もっと触れて。記憶を取り戻せとは言わない。もう一度、私を覚えて」

「……言われなくても」

　瞼に優しいキスが落ちた。それから再び唇が重なる。

　口を開くと舌がやってきて、期待に背筋がぞくぞくした。

　頬にも手の甲にも指先にも、至るところに丁寧なキスが降り注ぐ。

「貴女が欲しい。貴女を独占したい」

「私の夫はエリクだけよ。独占するも何も……っわ」

　肩を押され、私はベッドに仰向けに倒れ込んだ。すかさずその上をエリクが陣取る。

「記憶があってもなくても、ペトラにとって俺は『エリク』なのだろう。だが、俺にとって記憶を失う前のエリクは貴女の元恋人のような位置付けだ。だから……──」

「だ、だから……？」

　ゴクリと唾を飲み込んだ。何を言われるのかと、私は身構えた。

「貴女の体に染み付いた前の男の影を、俺が消し去り上書きしたい」

　──そうだった、エリクはこういう人だった。

　嫉妬深く、独占欲が強く、私に執着する人。

　エリクとはすでに夫婦で、勝手知ったる間柄だ。しかしエリクが記憶喪失になったことで、初対面のような感覚もある。

　このアンバランスな状態が、私の胸をときめかせる。まるで新たな恋に落ちたみたいに初々しくて懐かしくて甘酸っぱくて、幸福感が全身を満たしていく。

　手を伸ばし、エリクの頬に触れてみる。彼は拒まず、受け入れてくれた。

　それだけなのに、深い安堵と興奮を覚えてしまう。

「エリクに任せてもいい？　あなたに求められたいの」

「後悔はさせないと誓おう」

　喋り終わるのが待てなくて、後半はもう、唇が触れ合いそうな距離での会話だった。そのせいで、キスが深くなっていくのも一瞬。

　エリクの舌が荒々しく私の舌を扱しごき、それと同時にドレスを脱がされる。

「ん、……ん、ふ、……ぅ…………っ」

　キスの合間に吐息が漏れた。胸の先端をきゅっと摘まれ、ビクリと体が反応する。

　体の奥から解けていくようで、ソワソワして両脚を擦り合わせると、エリクがふっと笑った。

「大きいのに敏感なんだな。ほら、こうやっても──」

「ぁんっ!?」

　乳輪のきわをフェザータッチで撫でられて、再び体がビクリと動いた。

「こんなに簡単に反応する。これは溺れるに決まってる」

「っあ！」

　先端が咥えられた。見えないけれど、口内で突起が弄ばれているのがわかる。舌が細かく動いては吸い、私を快楽へと引き摺り込む。

　その隙に、エリクの指が下半身へと向かっていく。

　鳩尾みぞおちを抜けへそを通り、ショーツの中へと侵入する。

「ああ、エリ、エリク……っ」

　くちゅっと水音が鳴ったのを合図に、体の中へ指が入った。膣壁と擦れ、気持ちよさに力が抜ける。

「あ、エ、エリク……はぁう……だめぇ……」

　喰らいつくみたいに、中が勝手にエリクの指を締め付けている。おまけに腰が揺れてしまい、体が悦ぶのを止められない。

「すごく濡れている。中も潤って……どうしてこんなに蠢うごめいているんだ？　もしかして、俺を誘ってる？」

「わ、わからない……。でも、……っん、そうかも……」

「はは……」

　エリクの喉仏が大きく上下した。

「もっとゆっくり貴女の全身を愛でたいのだが……そんなに誘われては俺も我慢できない。いいか？」

　何を聞かれているのかわかった。だから私はコクンと頷いた。

　エリクは再度唾を飲み込み、無言のまま服を脱いだ。ジャケットに、ベストに、シャツに。ボタンだらけの服を光の速さで脱ぎ終えると、その勢いのままトラウザーズと下穿きもあっという間に脱ぎ捨てた。

　この速さは、おそらく新記録。それだけ早く私と繋がりたいのかと思ったら、頬がひとりでに緩んだ。

　と同時にいよいよだと思ったら、胸が高鳴り息が上がった。

　間もなく押し付けられた質量に、私の孔が押し広げられる。

「…………っ、──」

　大した愛撫もなかったのに、エリクを歓迎してしまう己の体が憎らしい。

　眉間に皺を寄せ、はくはくと呼吸を繰り返す。喜悦に意識が翻弄され、気を抜くとどこかに飛んでしまいそうだった。

　そんな中、エリクが真剣な表情で私を見下ろしていることに気づく。私が痛がりやしないか、細心の注意を払っているのだろう。

　──大丈夫、ちゃんと気持ちいいから。

　声に出したいのに、出せない。言葉までも蕩けてしまったようだ。

　目が開けていられなくて、ぎゅっと瞑った。視界が遮られることで一層神経が結合部に集中し、快感が何倍にも増して伝わってくる気がする。

「エリクの……入って、くる……すごく、」

　そこにある感覚を確かめたくて、何度も何度もぎゅっと抱きしめるように圧をかけてしまった。その度に硬いものを咥え込んでいることを実感し、エリクの背中に手どころか脚も回してぎゅううっと強く抱きしめた。

「俺も……いい。とても気持ちがいい。……きつくて、温かくうねって、中で愛撫されているようだ。……やはり溺れて当然。溺れないほうがおかしい」

　私の乙女心を盛り上げるようなことを言っておきながら、奥までしっかり嵌はまってもエリクは抽送を開始しようとはしなかった。中折れしているわけでもなさそうなのに、ぎゅうっと私に抱きついて、ずっとその位置から動かない。

「……エリク？」

　心配になって名を呼ぶと、抱擁が緩くなった。シーツに肘をつき上半身を起こしたエリクが、意味ありげに苦笑する。

「違うんだ、ペトラ。入れただけなのによすぎて……出そうなのを我慢しているだけだ」

「出そ……って、」

　そんなに？　と言いかけたが、エリクの表情は嘘をついているようには見えず、確かに「イッパイイッパイ」感があった。

「……すまない。違うんだ、本当はもっと貴女を善がらせたいと思ってる。だが、貴女がよすぎて……俺が善がりそうになってる……っ」

　私は手を伸ばし、エリクの頭を優しく撫でた。

「いいの、大丈夫。エリクが善がるところ、見たいな」

「……った、頼むから、そうやって俺を煽ってくれるな……っ」

「え、煽ってなん……あっ！」

　突然の激しい抽送に、私の全身が揺さぶられた。

　まだエリクの形に馴染んでいない。けれど体はしっかり濡れているので快楽の波が次々に押し寄せてくる。

「エリ……っく、あん、待っ……んっ、あ、ああっ！」

　長くは続かなかった。

　運動が始まってから一分と経たず、エリクは達してしまったのだ。

　グッと腰を押し付けて、私の最奥で小さな痙攣を繰り返す。体は汗ばみ呼吸も荒い。……間違いない。

「こんなに早く……情けなさすぎるっ。今のはペトラの落ち度だぞ。俺を煽った貴女が悪い。初めてだからもっと丁寧でロマンチックな夜にしたかったのに」

　肩で息をするエリクが唇を尖らせ私を責めた。

　何がトリガーになったのか、いまいち私にはピンとこない。だから八つ当たりのように思えた。

　とはいえ彼の言うとおり、今夜はエリクにとって初夜だったことは確かだ。

　──ここは謝ったほうがいいかしら？　え、でも何て？　煽ってごめんなさい、って？　自覚もないのに謝るって、それはそれで逆に失礼では??

　私は悩み、逡巡した。自分に非があるとは思えず、しかもたとえ謝ったとしてもその場しのぎにしかならない。それが果たしてプラスに働くのか──と。

「あの……エリ──」

「ペトラ、もう無理だ。我慢できない。俺はこれから獣になる。本能のまま貴女を抱く。優しくできないかもしれないが……大人しく俺に捕食されてくれ」
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　エリクはそう言うと、前髪をかき上げて意地悪そうにニヤリと笑った。

　エリクの息が上がっているのは射精の疲労のせいではなく、興奮によるもの。そういえば、中にあるエリクのそれはちっとも柔らかくなっていないし、出ていこうともしない。初めから、これで終わる気などなかったのだ。

　正直、ゾクゾクした。この胸を高鳴らせるのは他の何ものでもない。──期待だ。悦びだ。

　野生味を帯びたエリクの表情も、美しい筋肉の曲線も、全部が私を興奮させた。

　私は頷いた。何度も、言葉もなく。

　──食べて。好きなだけ味わって。

　せめてこれだけは言っておこう、と頭に浮かんだ言葉はあった。けれど唇に食らいつかれたせいで、その言葉すら食べられてしまった。

















第４章　ウサギとカメと妻












「それでは行ってくる。すまないが、不在を任せた」

　かねてより予定していた小旅行に出かける日となった。いつもお仕事を頑張る自分へのご褒美──とばかりに、馬車で数時間の距離にある別荘へエリクと泊まりにいくのだ。

　日程は、一泊二日。あっという間の小旅行だと思うけれど、いいリフレッシュにはなるだろう。

「お任せください兄上！　お二人のいない二日間、この不肖ディディエが完璧に取り仕切ってみせます！」

「お義姉さま……寂しいですが、わたくし耐えてみせますから！」

　急ぎの書類は全て片付けたし、城の護りは王城警備隊の仕事。衛兵たちが抜かりなく働いてくれることだろう。

　だから妹夫婦に任せる仕事はないのだが、ディディエ殿下は己の胸をドンと叩き、頼もしさをアピールしている。その横で、シンデレラはハンカチ片手に目を潤ませ……。

「二人とも、大袈裟では？　明日の夕方には戻ってくるのよ？」

　一体どんな大仕事を引き受けた気でいるのだろうか。

「挨拶も済んだことだし、早く出発しようペトラ。このままだと到着が明日になってしまう」

「そうね」

　エリクが先に馬車に乗り込み、手を差し出して私が乗るのを助けてくれる。

　彼の表情はとてもイキイキとしており、さながら遠足に向かう小学生男児だ。

「それじゃ、行ってきま──」

　馬車の窓から手を振ろうとしたら、使用人が駆けてくるところが見えた。

「お待ちを！　しばしお待ちくださいませ!!　お出かけ前に大変申し訳ございません！　王妃殿下にお客様がいらしております！」

　窓を下げ、エリクも顔を出す。

「客だと？　これから出かけるところだぞ？　明後日にでも再度来てもらうよう伝えろ」

「ですがお客様というのは王妃殿下の姉君で、どうもお急ぎのようでして……」

　息を切らせてやってきた彼の言葉に、えっと驚きの声が出た。

「アレクサンドラお姉さまが？」

　姉は今、身重だ。来月には臨月に入るその体でわざわざ王宮にやってきたということは、火急の用件に違いない。

「……ごめんなさいエリク。取り急ぎ用件だけでも聞いてくるわ」

　悪いけど、少しだけ待っておいて。そう言って、私は使用人とともに応接室へと急いだ。









「──お姉さま、それとトビお義兄さま」

　応接室には姉アレクサンドラだけでなく、その夫トビもいた。

　腹が大きく苦しいのだろう、姉はソファの背もたれに寄りかかって座っていた。

「ペトラ……忙しいところ突然押しかけてごめんなさい」

　どっこいしょ、と体を起こそうとする姉を、「いいのいいの、そのままで」と静止しながら私もソファに腰掛ける。

「一ヶ月ぶりかしら。この前会った時よりもだいぶお腹が大きくなったわね！　その体でここまでくるのは大変だったでしょう？」

「まあね。でも、こういうことは急いだほうがいいと思って」

「……こういうこと？」

　訝しむ私に姉が差し出したのは、一枚の紙切れ。見たところ、少額の領収書のようだ。

「なになに……『但し、グレゴリー・コルベールの債務の一部として』？　発行人は……『ラッセル・エグバート』!?　お義父さまの借金はすでに完済したはずでは？」

「そうなんだけど、未返済の借用書がまだ残っていたと言って、エグバートの人間が取り立てにやってきたらしいのよ」

　領収書にあるラッセル・エグバートとは、エグバート家の次男坊。領地運営を兄に任せ、実家の財産を使って金貸業を営んでいる男だ。

「仮に本当に債務が残っていたとしても、お養父さまが亡くなったのはもう九年前で、借金をしたのも九年以上前になる。だから時効で返済の義務はないはずなんだけど……この領収書があるということは、いくらか払ってしまったというわけ？」

　アレクサンドラお姉さまが力なく頷いた。

「ちょうどトビと出かけていて、お母さまが対応したの。その時にね……」

　ため息と共に、私はこめかみを押さえた。頭痛がしてくるようだ。

「……お母さまも時効についてはご存じよね？　私、以前説明した覚えがあるわ」

「ええ。でも『払わないなら王宮にいる娘たちに払わせる、せめて馬車の御者へのチップだけでも』って脅されて、そこに書いてある金額を渡してしまったらしいのよ」

「…………」

　時効が完成した借金は、法的に返済する義務がなくなる。債権者から返せと言われても、時効の援用を主張すれば返済しなくてよい。

　ところが時効完成後の借金をほんのわずかでも返済してしまうと、債務者がその借金を債務として認めたとみなされ、時効の援用が許されなくなってしまうのだ。

「事情はわかったわ。だから私のところへいらっしゃったのね」

　アレクサンドラお姉さまが、げっそりした表情で頷く。

「私も今こんな状況だし、いつ身動きが取れなくなるかわからないでしょう？　お母さまは抜けたところがあるから、任せたとしても今日みたく言われるがままお金を渡してしまいそうだし……あとシンデレラは論外。あの子が頑張っているのも知っているけど、お金のことは任せられない」

　わかってはいる。養父の死後に残った借金は、私と姉が主体となって完済した。

　母もシンデレラもこういうことは苦手だし、姉が出産を控えている身とあらば、私しか対処できる者はいない。

「ちなみに、この債務の根拠となる借用書は先方が持っているのよね？　うちに同じ借用書はあった？」

　姉は険しい顔で首を振る。

「昔の書類を引っ張り出してみたけれど、エグバート家と結んだ借用書はなかった。本当は借りていないのか、お養父さまが借用書を紛失したのかはわからないわ」

　金を借りる時、通常ならば契約書あるいは借用書を二部用意し、紙を重ねて割印を押す。だから取り立て屋が主張する債務が本当に存在するのなら、借用書も二部存在するはずなのだけど……。

　──借用書はうちにはない。先方に連絡して、向こうで保管している借用書を見せてもらわなくちゃ。それから時効の援用を認めてもらうためには、こちらが支払った際に強迫行為があったことを法廷の場で主張しなくてはならない。そのためには弁護士も必要、と……。ああ、それと、別荘行きが遅くなるってエリクに連絡もしておかなきゃ。

　やることが多くて目眩がしてきそうだ。でも、姉には出産に集中してほしい。やはり私以外に動ける者はいないのだ。

　ブツブツ呟きながら頭の中を整理して、「よしっ」と気合を入れ姉に微笑む。

「わかったわ。アレクサンドラお姉さま、トビお義兄さま、この件は私に任せて。大丈夫、無事解決させてみせるから！」










＊　＊　＊











　馬車の前後を護衛騎士に挟まれながら、数時間馬車に揺られた。

　本来ならば、ペトラも一緒のはずだった。しかし出がけに問題が発生し、結局俺一人で向かうことになってしまったのだ。

　彼女曰くあとから追いかけるとのことだったので、きっと言葉通り一緒に過ごそうと思ってくれてはいるのだろう。

　だが、俺としては道中もとても楽しみにしていたから、別々に向かうということに不満がないわけでもなかった。

　到着したのは、王都を出て四～五時間というところか。

　湖の中央に浮かぶ小島に建つ古城。

　以前は「城」としての機能を果たしていたが、平和になった今では王族の別荘として折に触れて使われる程度になっている。

　水面すれすれに橋がかけてあり、そこを渡って入城する。

　ポーチにはすでに使用人たちが勢揃いし、総勢約二十人が我々一行の到着を待っていた。

「国王陛下、お待ちしておりました。……王妃殿下のお姿が見えないようですが、どちらに？」

　到着し、馬車から降りるやいなや、別荘の管理責任者が声をかけてきた。

「王妃は出がけに外せない用事が入り、別便で遅れて来ることになった。予定通り迎える準備を頼む」

「かしこまりました」

　──ペトラが到着するのは夜になるだろうか？　できれば、この景色をともに眺めたかったのだが……。

　ペトラとの記憶を失い、思い出もまだそう多くない。だが一つだけ確実なことがある。

　それは、彼女がいなければ俺の世界は途端に輝きを失うということ。

　静かな景色、清らかな空気、空を映す澄んだ湖。

　どれだけ素晴らしいものであっても、ペトラと分かち合えないのなら意味がない。

「……疲れた。しばらく休む」

　言葉少なに主寝室へ向かい、ソファにどっかりと座った。

　馬車の座席には柔らかいクッションが敷いてあるものの、何時間も座っているとどうしても尻が痛くなる。

　数時間ぶりのソファ。その柔らかさに体を沈め、ふう、とひと息吐く。

「サロモン、ペトラの続報はないか？　すでに王城を出発したとか……」

「いいえ、ございません」

「そうか」

　サロモンに尋ねてみたが、景気のいい返答は得られなかった。残念だが、仕方ない。ペトラを信じて待つしかないだろう。

『解決したはずの亡き養父の問題が再び浮上してしまいました。対処するため残りますので、別荘へは先に向かっていてください。片付き次第、私も向かいます』

　ペトラから受け取ったメモに、再び目を走らせる。

　これを読むのは何度目だろうか。馬車の中で暇をしていたから、暇ついでに何度も何度も読んでしまった。

「……ところでサロモン。ペトラの養父の問題とは、一体何があったんだ？」

　コルベール家の内情ならば、当事者であるペトラから聞くのが筋だ。

　しかし記憶を失う前の俺なら絶対にペトラから聞いていただろうし、なんならペトラに惚れた時点で素性調査くらいしていて当然、という確信があった。

　それゆえ、かつての自分が調査を頼んだであろう男サロモンに尋ねてみたのである。

　案の定、サロモンは躊躇いもせず教えてくれた。

「金銭問題でございます。養父グレゴリー・コルベールさまが残した多額の借金を、ペトラさま主導のもと数年かけて完済なさったのでございます」

　それを聞いて俺は笑った。は、と息が漏れたとも言える。

　要するに驚愕したのだ。

「そんな苦労をしていたとは……道理で賢い女性に育つわけだ。いや、賢い女性だから完済できたのか？」

　苦労話をペトラは語ろうとしない。おくびにも出さない。

　シンデレラをいじめた悪女だと謗そしられても、逆に反論し打ち負かすことのできる、強く聡明な女性。夫に自分を忘れられても悲観せず、気持ちを切り替え前に進める強い女性。

「……素晴らしいな。よくぞあんな女性を手に入れられたものだ」

「手放すのが惜しくなりましたでしょう？」

「ばかを言え。手放すものか」

　サロモンを下がらせ、俺は一人ペトラを待った。

　夕食まで時間に余裕があった。手入れの行き届いた庭園や、湖の周りを散策してもよかったが、それらは全てペトラと楽しもうと思っていたことばかり。

　夕方のうちに、とまでは言わない。せめて夜のうちにペトラが到着したなら、明日ここを発つまでの間に二人で回れるはずだ。

　俺は期待を胸に抱き、部屋の中から景色でも眺め大人しくしていることにした。

　……しかしながら、いつまで待ってもペトラの乗った馬車はやってこない。

　風に草木が揺れはするが、それだけ。夕日を反射した水面も揺れはするが、それだけ。

　そのうち夜の帷が下り、ろくに見えなくなってしまった。

「エリクさま、いい加減お夕食を召し上がってはいかがですか？」

「ペトラは？　まだ到着しないのか？　連絡は？」

「残念ながら……。きっと明日には合流できるでしょうから、お気持ちを切り替えてお待ちになるのがよろしいでしょう」

　今回の休暇は一泊二日。すでに半分が過ぎたが、まだ時間はある。そう思ったほうが精神衛生にもいいだろう。

「……わかった」

　俺は気持ちを切り替えて、食堂へ向かった。

　結局その日、ベッドに入って休むまでペトラは姿を現さなかった。









　主寝室の大きなベッドで一人眠っていた俺は、小さな物音に目を覚ました。

　ゆっくりゆっくり、慎重に床の上を歩く足音だ。それと、わずかだが衣擦れの音も聞こえる。

　その音は、少しずつ己へと近づいてくる。

　──侵入者か？

　寝返りを打ったふりをして背を向けて、侵入者の死角をつくる。それとなく枕の下に手を差し入れ、隠していた短剣を手に取り、侵入者が射程圏内に近づくのを待った。そして──。

「きゃっ!?」

　侵入者が極限まで近づいてきたところで振り返り、手首を掴んでベッドに引き倒した。すかさず馬乗りになって、手際よく首元にナイフの切先を当てる。

「誰だ貴様…………女？」

　己を殺しにきた刺客かと思った。

　しかし侵入者の手首は細く、体重も軽く、何より、三日月の明かりが微かに照らすその姿形は女のものだった。

　長い栗色の髪に、華奢な肩、薄い胴。

「お前は誰だ？　名を名乗れ」

　俺はこの女を知らない。

「シ、シンシアと申します……」

　声は震えていた。体と同様、細い声だ。

　名に聞き覚えはなかった。しかし、顔は見たことがある。

　色白で、面長の顔の中心には眉骨と同じ高さの鼻がまっすぐ聳そびえ立っている。

　なんてことない、別荘に到着した際に出迎えてくれたメイドのうちの一人だ。

　呼吸が小刻みで、全身が震えている。瞳にも恐怖の色が窺える。

　──この様子からして、俺を殺しにきたわけじゃなさそうだな。

　シンシアの上から退き、解放してやった。ベッドの縁に座り、はあ、とため息を吐き出す。

　迷惑そうに聞こえたかもしれないが、その通りなのだから問題はないだろう。

「メイドのシンシア、だな。どうして俺の寝室に？」

　シンシアは答えるよりも先にガバッと起き上がり、ベッドの上で正座した。

「ご、ご無礼をお許しください、国王陛下。わたしはただ……──」

「ただ？」

　ゴクリ、と小さな喉仏を上下させる。

「……ただ、国王陛下をお慰めしたくて参りました」

　ああ、そういう魂胆か。俺は呆れ、侮蔑を込めて目を細める。

　キャミソール型のスリップドレスは肌の色が透けるくらい生地が薄い。デコルテ部分も腕も露出し、太ももには深いスリットが入り、華奢な内腿が覗いている。

　──なるほど、ご丁寧に雄を誘う夜着まで身につけて……。

　これ以上観察するのはペトラの信頼を裏切るようで落ち着かず──誘いに乗る気は微塵もないのだが──、目を逸らしてから簡潔に答える。

「慰めなど不要。俺は妻しか欲しくない」

　ギシ、とベッドのスプリングが鳴り、体がわずかに揺れた。何事かとチラリと視線を向けてみると、シンシアが四つん這いになり、谷間を見せつけるかのように俺に近寄ってくるところだった。

「やめろ。離れろ」

「せ、せっかくのご旅行なのに、王妃殿下が不在とあらば人肌恋しくて当然でございましょう。どうかわたしにお相手をさせてくださいませ」

　非力な女だ、とわずかに情けをかけたのがよくなかった。シンシアに飛びかかられ、俺は押し倒されてしまった。

「今すぐにそこをどけ。無礼だぞ」

「どうか、国王陛下……わたしにお慈悲をお与えください」

　お慈悲。つまりシンシアは俺に抱いてほしいのだ。

　こんな時、美しい女を欲する者は、己の欲望のまま受け入れればいいのだろう。だが、それには必ず対価が発生する。

　金がほしい、地位がほしい、優越感がほしい……その欲望があるからこそ、女性は権力者に群がろうとする。

「断る。妻以外の女性を抱くつもりはない」

　当然ながら、俺はシンシアを拒んだ。

　そもそも、俺はペトラが欲しいのであって、ペトラ以外を求めてなどいないのだ。

　ところがシンシアは退かなかった。

「お願いします！　一晩だけでいいのです、どうかわたしを抱いてくださいませ！　でないと──」

「……でないと？」

　彼女の怯えた瞳の奥に、何か切羽詰まったものが見えた気がした。だから俺はそれを探ろうとしたのだが、

「ごめんなさいエリク。もう寝ているかしら？」

　廊下を早歩きで進む足音が聞こえてきたと思ったら、ノックの音とともに扉の向こうから声をかけられた。

「……ペトラ？」

　知性を感じる落ち着いた声。俺の胸も自然と高鳴る。

　が、それと同時に今の状況を思い出す。

　──薄着のシンシアが俺に馬乗りになっている。俺も寝間着で、ここはベッドの上で……この状況はもしかすると、ペトラに誤解を与えるのでは……？

「ペ、ペトラ、待っ──」

「ああよかった、起きていたのね！　遅くなってごめんなさい、さっきようやく到着したの！」

　待ってくれ、すぐに準備をするから。と彼女を止める間もなく、無情にも扉は開かれた。

　廊下から差し込む灯りが、俺の──いや、俺たちのいるベッドを照らす。

　ベッドの上には俺だけでなく、いかがわしい夜着に身を包んだ女シンシアもいた。しかも、その女が俺を組み敷いているせいで、情事の最中だと疑われてもおかしくない体勢になってしまっている……。

　逆光のせいでペトラがどんな表情をしているか、俺に窺い知ることはできない。

「…………あら、えっ？」

　すぐにペトラは室内の状況を把握したらしい。

　目が合った。逆光だったが、それだけはわかった。

　俺の背中を冷や汗が伝う。自分は潔白だと胸を張って言えたし、弁明もすればいいのだが、ペトラを刺激しないよう、誤解されないように伝えるにはどうしたらいいか考えているうちに、時間だけが過ぎていった。

　沈黙を破ったのはペトラ。

「……もしかしてエリク、お楽しみの最中だったのかしら？」

「違うっ！」

　妻の声がいつもより若干冷たいような気がして、このまま黙っていては深刻な行き違いが生じてしまうと焦った。

　その焦りが、咄嗟の否定となった。

「違うんだペトラ、聞いてくれ！　この女性はシンシアと言って、ここのメイドだ。俺に抱かれに来たらしいが、決して俺が誘ったわけじゃない。俺から手を出してもいないし、まだ出されていない！　……出してほしいわけでもないからな!?」

「…………ふうん……」

　俺の言葉を信じたのか疑っているのか、どちらとも取れない返事をしながら、ペトラが後ろ手に扉を閉めた。

　無言のまま一歩二歩とやってきて、サイドテーブルに置いてあったランプに灯りをつけた。その間に俺はシンシアを押し除けて、ベッドから離れ距離をとる。

　──ペトラは記憶をなくした俺に、「愛人を作っても構わない」と言った。そんな真似は絶対にしないと告げたが、ペトラは妙にあっさりしたところがあるから、勝手に心の折り合いをつけてシンシアを愛人として受け入れてしまうかもしれない……！

　国王の身でありながら、俺には自信がなかった。ペトラが己に首っ丈になってくれている、という確証も。

　彼女が愛人云々と言い出したこともそうだし、まだ「愛している」と言われていないこともある。それに何より、ペトラは頭の切り替えが恐ろしいほど早いのだ。

「ペトラ、本当なんだ。信じてくれ、俺が貴女以外の女性に手を出そうとするわけが──」

「シンシアさん、と言うのかしら？　初めまして、ペトラよ。ファミリーネームは何とおっしゃるの？」

　──無視された……？

　俺の言葉を遮って、ペトラがシンシアに話しかけた。

　そのことに愕然としてしまう。

　──本気でシンシアを浮気相手だと思っているのか!?　……まさか、彼女の素性を聞き出して、本妻として制裁を加えようとしているのでは……!?

「ま、待てペトラ、シンシアとは本当になんでもないんだ。今日が初対面だったし、何かが始まることもない！」

　先回りして説明をしようとするが、ペトラはシンシアから目を逸らさない。その代わり、俺には右の手のひらを向けた。これは「静かにしろ」というサインだ。

「あの、は、初めまして……お初にお目にかかります王妃殿下……シ、シンシア・ファリントン、と申します……」

　ベッドの上で縮こまり、シンシアがガタガタ震えながら答えた。

「お願いだペトラ。待ってくれ、話を聞いてくれ！　シンシアと俺は──」

「もう、わかっているってば。だからエリクはちょっと黙っていて。……ファリントンというと、ラース・ファリントンさまのご親族？」

　──「わかっている」とは、何を？　俺とそういう関係だと？　いや、関係がないと？　どっちだ!?

　俺が慌てふためいている間にも、ペトラは淡々と質問を繰り出す。冷静沈着で素晴らしくもあり恐ろしくもあり……。

「そ、そうです、ラースはわたしの義父にあたります」

「とすると、あなたは……。ご主人のことは残念だったわね。でも、どうしてこんなところでメイドなんかしているの？　確か幼いご子息がいらっしゃったと思うけれど」

「息子は……その、今は……」

　ラース・ファリントン子爵。

　子爵のことだけなら俺も覚えているが、その家族の情報となると知らない、というのが現状だ。記憶喪失とは関係なく、元々知らないのだ。

　一方でペトラは把握しており、ご主人だのご子息だの、細かな情報にも通じているようだ。

　教えてくれ、と言うべきか、その前にシンシアは愛人ではないと弁解を続けるべきか。

　悩んでいたらペトラのほうから話が振られる。

「エリクに説明するわね。シンシアさんは、ラース・ファリントン子爵のご長男のお嫁さんよ。半年前に不慮の事故でご長男が亡くなり、未亡人となったシンシアさんはご子息を連れてご実家に戻ったと聞いているわ。で、そのご実家が、ジーメンス家ってわけ」

「…………ジーメンス家？」

　因縁を感じる名。俺は眉間に皺を寄せる。

　ジーメンス家当主のチャーリー・ジーメンスは、かつて外交大臣として幅を利かせていた男だ。その後ヴラ王国から賄賂を受け取っていたことが明るみになり、失脚した。

　大臣職を更迭されて以降は領地に引きこもり、王都に足を運ぶこともなくなったと聞いている。

「だが、ジーメンス卿に娘はいなかったはず……」

「娘ではなく、シンシアさんはジーメンスさまのお姪御よ。ジーメンスさまの妹御ソフィーさまの子。ソフィーさまは二十年前に離婚して一人娘とともにジーメンス家に戻り、姓もジーメンスに戻しているの。だからシンシアさんの旧姓も『ジーメンス』なのよ」

　でしょう？　とペトラが話を振ると、シンシアはこくりと頷いた。そのついでに、自分は夫の死後も変わらずファリントン姓のままだとも。

「そうか、シンシアはジーメンス卿のお姪御……──」

　──侍女ならまだしも、貴族令嬢がメイドとして働いていること自体おかしい。まさか……

「ハニートラップ？　ジーメンス卿が俺の元にシンシアを送り込んだのか？」

「私はそう思うのだけど……合っているかしら、シンシアさん？」

　ジーメンスは大臣職を更迭されたことについて、とりわけペトラを恨んでいる節があった。領地に引っ込んだあとも己の罪は棚に上げ、ペトラのことを散々こき下ろしていると聞く。

　だから身内の女性を国王にあてがい愛人にさせ、ペトラの面目を潰そうとしたのではないか。俺はそう推測したが、おそらくペトラも同じ結論に行き着いているはずだ。

　シンシアは頭を下げた。

「もっ、申し訳ございませんでした!!　どれほどのご迷惑をお掛けして、どれほど国王陛下と王妃殿下を不快にさせてしまったか、理解しているつもりです。しかしわたしにはそうするしか他になく……！」

「待て、『そうするしか』？　それはどういう意味だ？」

　問いただそうとしたら、再びペトラが「静かにしろ」の合図を俺に送った。

　その隙にペトラはカーディガンを脱ぎ、シンシアの震える肩にそっと掛けた。

「シンシアさん、ご子息は今どこにいらっしゃるの？」

「……伯父のところに」

「それは、『人質』という意味で？」

　ハッとして顔を上げたシンシアの目から、大粒の涙がこぼれ落ちた。

「ペトラさま……ご、ご存じなのですか……？」

「いいえ。ただの推測よ。夫を亡くし悲しみに暮れている女性を動かすには、それくらい身に迫るものがないといけないでしょう？　夫だけでなく息子までいなくなっては耐えられない──というあなたの恐怖は、きっと利用しやすかったでしょうね」

　次にペトラはポケットからハンカチを出し、シンシアに手渡した。さすが俺の妻、と言いかけたが、今は空気を読んで黙っておく。

「ありがとうございます。……そうです、伯父はわたしと息子を穀潰しだからと日頃から邪険に扱っていました。そしてとうとう数日前、これ以上ただ飯食いを置いておくわけにもいかないから、あの子を養子に出すことにしたと言い出したのです。嫌だと言うなら少しは役に立ってみろと、それでわたしをここへ……」

　ジーメンスがシンシアを使い、俺にハニートラップを仕掛けた──。あらかたの経緯はわかったが、全てが明るみになったわけではない。

「俺たち二人がここに泊まりに来ることは一ヶ月前には決まっていたが、知っていたのは一部の人間だけのはず。それに、いくらシンシアを俺に宛てがおうとしたところで、ペトラがいてはシンシアの入り込む余地はなかったはず。つまり……」

　ペトラを窺うと目が合った。彼女は俺に頷いてみせ、言った。

「私たちの近くに、情報を流した裏切り者がいるということ。それと、旅行当日に私とエリクが別行動になるように、企てた者がいるということ」

　自信に満ちた冷静な声と、迷いのない眼差し。

　見惚れた。ゾクゾクした。

「私がここまで遅れた原因は、養父の借金問題の再燃よ。未清算の借用書が出てきたと言って、エグバート家の次男が実家にやってきたらしいの。その借用書の真贋はさておき、偶然にしてはタイミングが良すぎるわ」

　この回転の速さが俺を惹きつけてやまない。できることなら今すぐ口説きたいところだが、今このタイミングでそんなことをしてはペトラに白い目で見られてしまう。

　にやけそうになるのを隠すため、考え込むフリをしてさりげなく手で口元を覆う。

「俺の元にシンシアを送り込んだジーメンス家と、ペトラを王都に足止めしたエグバート家。……しかし、その二家が共謀するほどの仲だとは思えない。領地は離れているし、当主たちも俺の知る限り犬猿の仲だった」

「その二家を利用する黒幕がいるってことかしら？」

「そうかもしれない。証拠がないからまだ何とも言えないが……。そもそも、シンシアを俺に宛てがってどうしたかったのだ？　シンシアを俺の愛人にして、ジーメンス卿が復職できるようシンシアから促してほしかったのだろうか？」

　何か聞いていないかとシンシアを見るが、彼女は即座に首を振った。

「わたしが伯父から命ぜられたのは、『国王陛下に取り入れ』ということだけです。一晩だけでも愛人でも、どちらでもいいからとにかく陛下の気を引くようにと」

「ふーん。不思議ね……」

　俺もペトラと同意見だった。

　つまり、『不思議』。

　彼らの目的が漠然としている。はっきりと見えてこないのだ。

「俺の元へ女性を送り込むこと自体は、違法とまでは言えないだろう。だが、極めて不快だ。誰が仕組んだことなのか、何を目的としているのか、何としてでも突き止めたい」

　よりによって俺がペトラとの記憶を失い、夫婦関係を再構築しようとしているこのタイミングというのがまた腹立たしかった。私怨と言われたら確かにそうだが、放っておけるわけがない。

「私も同感よ。利用されたシンシアさんがかわいそうだし、ご子息のことも気になるわ」

　被害者である自分のことばかり考えていた俺とは違い、ペトラはシンシアを気遣った。

　俺からしたらシンシアは加害者だが、見方を変えれば彼女だってジーメンス卿に利用された被害者なのだ。

　さすがペトラだ、と改めて妻に魅了されてしまう。

「ねえエリク……彼女のご子息を何とか助け出せないかしら？」

　もちろんだ。俺はすぐさま頷いた。

「わかった。シンシア、この件は我々に任せてくれ。決して悪いようにしないから」

　子どもを利用するなんて、胸糞の悪い話である。ペトラたっての願いということもあり、まとめて引き受けることにした。









「──エリク、お待たせ」

　ノックの合図に扉を開けて出迎える。ようやくペトラが戻ってきたのだ。

　シンシアはメイドとして雇われていたから、彼女用のベッドの割り当てもあった。ペトラはシンシアをその部屋まで連れて行き、休ませ、そして戻ってきたわけだが──。

「シンシアはどうなった？」

「落ち着いて眠ったわ。本当はもう少し詳しく聞きたいこともあったけど、また明日改めてってところかしらね。彼女も気持ちを整理する時間が欲しいでしょうし、私も疲れているし。……休憩なしで急いで来たから」

　よく見れば、ペトラの顔にも疲れが滲んでいた。髪も乱れている。

　いつも通り長い髪を編み込んできっちりまとめていたようだが、今日は朝から色々あったせいか、さすがに乱れ細い毛束が外れていた。

　が、それが妙にそそる。耳に髪をかける動作がたまらなく色っぽく見え、自ずと喉がゴクリと鳴った。

　──いや、その前に言わなければ。

「ありがとう、ペトラ。俺の話を信じてくれて。誤解しないでくれて」

　ちょうどペトラが部屋に入ってきた時、俺はベッド上でシンシアに襲われかけていた。

　もちろん俺に非はない。強いて挙げるとしたなら、それは侵入者が女だと知って油断してしまったことだろう。

　自分でもわかる、あれは浮気現場そのものだったと。誤解され、軽蔑され、殴られても罵倒されても仕方のない状況だった。

　しかしペトラは「ああ、そんなこと」と笑い飛ばす。

「そりゃ最初は固まっちゃったし、混乱したわ。でも、私が追いかけてくるのをわかっていて、寝室に女性を呼ぶのはちょっと考えにくいでしょう？　愛人を囲うにしても、エリクなら私に一言断るくらいの手順は踏みそうだし。それにエリクは私を選んじゃうくらいの人だから、女性の選び方にも相当なクセがあるんじゃないかって思ったのよね」

「ペトラ…………いや、感動する前に色々添削したい箇所が……」

　序盤の考察はいい。正しい。何も修正するところはない。

　だが愛人云々以降はナシだ。そもそも愛人だ何だと言い始めたのはペトラであり、俺がそんなものを欲しているなどと発したことは一度もない。当然思ってもいない。

　千歩譲って作るとしても、ペトラのいう通りまずは本妻の許可を得てから──いや、そんな仮定の話は不要。ペトラ以外の女性など、俺にとってはカボチャと一緒だ。

　そして最後、『選んじゃう』とはどういうことだ。まるでペトラが選ばれることが珍事かのような言い方で気に入らない。

　ペトラは飛び抜けて聡明だし、シンデレラのような華やかさはなくとも凛とした佇まいは息が止まるほど美しい。

　……などと頭の中で組み立てていたら、ペトラがまあまあ、と俺を宥めようとした。

「何より私はあなたを信じているもの。あなたが『違う』と言ったのだから、違う。そうでしょう？」

　──ああ、ペトラ……最高だ。こんなに俺をまっすぐ信じてくれる女性は、あとにも先にも貴女だけだ。

　ペトラの姿勢の良さも、腹の底に何も隠していなさそうな笑顔も全て、美しい。

　今すぐ抱きつきたい衝動をグッと堪え、俺はペトラをまず労う。

「……ペトラも大変だったな。実家のことはどうだ？　解決できそうか？」

「たぶんね。ただ、弁護士の力を借りなくてはならなそうだったから、あの後知り合いの弁護士に会いに行って依頼してきたの。だからちょっと時間がかかったのよ」

「そうか。義姉君も義母君も、ペトラの存在はさぞかし心強いだろうな」

「私じゃなくて、弁護士の存在がね」

　謙遜しながら照れ笑いをしていたが、ペトラは急に表情を曇らせた。

「でも、せっかくの休暇だったのに結局潰れてしまったわね」

「明日は改めてシンシアから聞き取りをする必要があるだろうし……だが、問題ない。また来ればいいだろう？　次は休暇を長く取ろう。今回みたいにトラブルがあっても、ゆっくりできるくらい長い休暇がいいな」

　残念ではなかった、とまで言うと嘘になる。だがもう過ぎ去ったことであり、ペトラは約束どおりここまで追いかけてきてくれたのだ。

　俺はそれだけで十分だった。シンシアとのことを疑わずにいてくれたことも、心が震えるくらい嬉しかった。

「あなたの優しさに感謝するわ。大好きよ、エリク」

「…………っ」

　大好き、と言われてさらに俺は浮かれた。

　俺にとってペトラは一人だが、ペトラにとってはそうではない。記憶を失う前の俺と、失ったあとの俺。『エリク』が二人いるも同じだ。

　にもかかわらず、今の自分にも愛情を向けてくれる彼女が愛しい。

　目覚めてすぐ、ペトラを知らないと言った時の彼女の表情を思い出すと、俺も辛い。ペトラを悲しませた自分がとても不甲斐なく思え、だからこそこれからは絶対に幸せにしなければと感じる。

　それこそ、まるで当然の責務のように。

「俺もだペトラ。愛してる」

　近寄って手に触れても、ペトラは嫌がらない。繋いでも、指を絡めても、額にキスを落としても。

　衝動の赴くままにペトラの顎をそっと持ち上げ、そのみずみずしい唇に触れようとした、その時。

　ペトラは俺の胸に手を当て、強い力で押し除けた。

「……っご、ごめんなさい。私たちもそろそろ眠りましょ。エリクもお疲れでしょう？」

　さっきはシンシアのこともあったし。と、とってつけた理由を重ねながら、さりげなく距離を取られてしまう。

「……ペトラ？」

「だってね、さすがにこの深夜に使用人にお風呂の用意を頼むわけにもいかないじゃない？　だから違う部屋で眠るわ。また明朝会いましょう」

　あはは、と笑って誤魔化すと、ペトラは俺に背を向けた。

　実家の問題解決のために奔走し、その後急いでここへやってきたペトラ。季節は夏で、じっとしていても汗ばむ。一日中汗をかいたのに、湯浴みもせずにくっつくことを彼女は避けようとしたのだろうが──。

　──離すわけにはいかない。

「ペトラ！」

「っ!?」

　咄嗟に手を掴み、引き留めた。振り解かれたら敵わないと、そのまま両腕で抱きしめる。

　柔らかさと、気高い花の香り。触れたところに宿る熱に、クラクラしそうになる。

「どうして俺から逃げる？」

「に、逃げるって……さっき説明したでしょう？　……ほら、離してもらえない？　私ちょっと臭うから──」

「本当は疑っているのか？　俺がシンシアと浮気していたのではないかと」

「そんなことないわよ、疑ってない！　私、汗臭いから……だから、あなたとくっつくことが恥ずかしいの！」

　聞きはしたが、これは単なる口実だ。ペトラを引き止めるための口実。

　だから時間を稼いでいる間にペトラの首筋に鼻を寄せ、すんすんと匂いを嗅いでみせた。

「あっ!?　ちょ、ちょっと！　やめてよ本当に臭いんだから！」

「全然。臭くない。ペトラのいい匂いがする。いつもより濃くて……とても幸せになれそうだ」

　我慢できず、いくつものキスを落とした。軽やかなリップ音が深夜の静かな空間に響く。

「エリク、でも、本当に私、汗でぐちゃぐちゃで──」

「ずっとペトラが恋しかった。だから今日は、貴女の香りに包まれたい」

　ゴリ押しである。

　ウエストのリボンを解き、ブラウスのボタンを外し、一足先に昂ったものをペトラの尻にグリグリ当てて挑発する。

　ついでに首筋にかぷりと噛みついてみる。

「ふ……、っ……」

　舌を這わせると、ペトラの吐息が揺れた。衝動を必死に耐えているようだ。

　彼女が俺の手の上に落ちるのも、あと少し。

「どうせ汗をかくのだから、湯浴みなんて今もあともそう変わらないだろう？　なあ、ペトラ？」

「……っ」

　ペトラはしばし悩んだあと、俺の腕の中でその身を翻した。こちらを向いたペトラの顔は眉を寄せ唇を尖らせ不満でも言いたげだったが、一方で頬は上気し、何かを欲しがっているようにも見えた。

　その証拠に、ペトラは腕を上げ俺の首にひっかけると、背伸びして自らキスを求めた。

　柔らかな唇が押し当てられ、隙間から舌がやってくる。なんとも艶かしく、熱く、興奮をそそる。

「……どうなっても知らないんだからね」

「ああ、構わない。愛してるよ、我が妻」

　満面の笑みとともにペトラの腰を抱く手に力を入れた。軽い体は簡単に持ち上がり、逃げ出さないようベッドに囲った。

　──今夜は楽しい夜になりそうだ。









　一泊二日の旅程を終え、俺たちは無事に王宮へと戻った。馬車乗り場では、使用人たちに交ざって侍女のクラリッサの姿もあった。

　彼女はペトラ唯一の侍女だが、家族が急病とのことでここのところ休暇を取って実家に戻っていたようだ。

　クラリッサの家族を心配するペトラの姿は、俺も見ているので知っている。何なら、「大丈夫かしら」と独り言を呟いていたことも。

　──クラリッサが戻ってきたなら、ペトラも安心するだろうな。

　ホッとする一方で俺は、いささか不謹慎ながら、彼女が休暇を取るのが今のこのタイミングで良かったとも思った。

　なぜなら、小旅行にクラリッサも同行する予定だったからだ。そうなると夫婦水入らずで過ごすことは難しかった。

　予定外のトラブルで二人きりの時間は減ったものの、クラリッサがいたならばその時間は減るどころではなく「〇ゼロ」になっていただろう。

　──クラリッサの休暇も、今回の事件と関係していたのだろうか？　小旅行にクラリッサが付いてこないように、誰かが手を回し……。

「エリク？　何を考えているの？」

　顔を覗きこまれ、我に返った。

「ああ……いや、シンシアを送り込んだ者のことだ」

「何か気づいたことでも？」

　クラリッサの休暇にも、誰かの関与があるのではないか。そう疑っていることを打ち明けると、ペトラはウーンと考え込んだ。

「偶然か、仕組まれたことか……。そうね、クラリッサにご家族のご様子がどうだったか聞いてみるわ」

「頼む。それと、今回のシンシアの件はクラリッサにも伏せておいてくれ。どこに内通者がいるかわからないから、俺も誰にも口外しない。……サロモンだけは例外だが。彼がいなければ内偵の数々が滞る」

　サロモンは俺の幼少期からの最側近だ。彼だけは絶対に裏切らない、という確信があったし、色々と裏で動くにしても、彼のように有能な「駒」は絶対に欠かすことができないのだ。

「わかったわ」

　短い打ち合わせを終えてから、何事もなかったかのように俺たちは馬車から降りた。

「国王陛下、ペトラさま。おかえりなさいませ！」

　真っ先に声をかけたのは、クラリッサだった。

「ただいま！　クラリッサのご家族はもうご回復なさったのかしら？　ごめんなさいね、あなたが大変な時に旅行に行くなど」

「ペトラさまが気にしてくださっただけで、わたくしは天にも昇る気持ちです。……ええ、ご心配をおかけしましたが、もう母は回復いたしました。まったく、どんな病気かと思って慌てて実家に帰ってみれば、ただのぎっくり腰でしたのよ！」

　目の前で交わされる二人の会話を黙って聞きながら、俺は一人考える。

　──クラリッサの実家は、大金持ちのウィデリア伯爵家だ。彼女の家族に何かするとなると、ウィデリア家を敵に回すことになるが……そこまで向こう見ずな作戦ができるものなのか？　いや、そもそもぎっくり腰って。怪我や中毒なら第三者の関与を疑えるが……。

「ペトラさま、同行できず申し訳ございませんでした。ご旅行はいかがでしたか？　わたくしがいなくてご不便はありませんでしたか？」

　──擦ったもんだはあったものの、気兼ねなくペトラを抱くことができたのはよかったな。

　俺は未だにどこか夢見心地のままだったが、ペトラはそうでもなかったようだ。

「え、ええ。まあね。色々……」

　──なるほど。これはシンシアの件を真っ先に思い出した顔だな。

　表情を強張らせながらゴニョゴニョと濁す妻を眺めながら、いかに自分がペトラのことばかり考えているか、己の首っ丈っぷりを少しだけ反省した。ほんの少しだけ。

















第５章　千夜一夜物語












「ペトラさまっ!!」

　小旅行から一ヶ月後のある日。

　一人私室で紅茶を嗜んでいると、ものすごい勢いでクラリッサがやってきた。ノックはあったが返答をする間もなく開かれ、あまりの猪突猛進ぶりに危うく紅茶を噴き出すところだった。

「どうしたのクラリッサ、珍しいわねそんなに慌てているなんて」

「失礼いたしました。……ですがペトラさま、わたくし、陛下に関する恐ろしい噂を聞いてしまい、じっとしていられなかったのです！」

「噂？」

　こっちへおいで、とソファに座るよう促す。クラリッサは私の対面に座り、すぐに給仕メイドが彼女の分の紅茶も用意してくれた。

「ペトラさまはご存じないのですか？　陛下に愛人ができたっていう噂ッ!!」

　クラリッサの声は、怒気をはらんでいた。許せない、とばかりにテーブルを拳で叩くので、紅茶が揺れて波状の水紋ができた。

「……陛下に、愛人が？」

「そうです！　みなペトラさまを傷つけないように口を噤んでいるのでしょうが……わたくしは敢えて申し上げます！　だって、周りが知っているのに当事者だけ知らないなんて悲しすぎるもの！」

「ありがとうクラリッサ。みんながどんな噂をしているのか、詳しく教えてもらってもいいかしら」

　そろそろかな、と思っていたところだったので、ちょうどよかった。私はティーカップをソーサーへ戻し、噂の内容をクラリッサに尋ねた。

「聞いたところによると、国王陛下が美しい女を囲っているらしいのです。その女がいるのは国王の執務室隣にある、陛下の仮眠室なんだとか！　しかも陛下ときたら、その女のために部屋をリフォームして、浴室まで作っちゃったらしいのです!!」

「はは……それはちょっとやりすぎよね」

　執務室の隣の仮眠室。そこを改築して愛人を囲う。

　クラリッサの反応を見るに、やっぱり改築は常識から外れているのだろうなと改めて思った。

「そういえば最近のペトラさまは、こちらの私室で過ごされることが増えましたよね。会議もお休みしておられるような……ま、まさか、陛下が来るなと!?　以前の記憶を失ったのをいいことに、ペトラさまを蔑ないがしろにしていらっしゃるのですか!?」

　私は曖昧な笑みを浮かべ、ちょっとだけ話を逸らす。

「それでクラリッサ、他に何か聞いていない？　その女はどこの誰なのか、とか」

「いいえ、そこまでは……。陛下も警戒してか、人の出入りをかなり制限しておられるようなので、女の顔を見たことのある者は誰もいないみたいなのです」

「クラリッサも見ていないの？」

「はい。残念ながら……でも、窓際に立っている後ろ姿は遠目に数度目撃しました！　露出の多い淫らなドレスを着て、チェスナットブラウンの波打つ髪をこれみよがしに肩にかけた、色気ムンムンの嫌味な女でしたわ！　男を落とすのは上手かもしれないけど、頭は空っぽに違いありません！　あんな女、ペトラさまの足元にも及ばないっ！　陛下もそのような女を愛人にするなんて、いくら記憶がないとしてもあんまりです!!」

「そ、そう……」

　色気ムンムンの嫌味な女。予想通りだが、あまりの言われように少し胸が痛い。

「女の陰が見え隠れするようになったのは一ヶ月前、お二人が別荘に行かれた時期と重なります。そこで出会った女でもひっかけたのでしょう。みんなそう噂しているもの！」

「あの日、ちょうど出がけにトラブルがあったから、陛下だけ先に別荘に向かってもらったのよね」

　ちなみに、そのトラブルはあっさりと片付いた。

　正式に弁護士に委任し、先方が持っているという借用書を見せてもらったところ、養父とは同姓同名の別人と交わした借用書だったということがわかったのだ。

　養父のサインとは筆跡が違ったし、そもそも名前のスペルが違った。

　それを指摘するとエグバート家はあっさり退き、後日お詫びにと有名製菓店の菓子折りが送られてきた。

　書類を偽造しているのなら、犯罪として告訴できる。しかし書類は本物で、先方の言い分としては「請求先を間違えた」。

　これでは弱すぎて罪に問えない。

　──犯罪にならない範囲で、私を王都に引き留めたい。そのために、「間違えた」で済ませられる範囲の茶番を仕組んだ、とも考えられるけど……。

　クラリッサがテーブルを叩き、身を乗り出す。

「じゃあきっと、その時ですよ！　ペトラさまがいないのをいいことに、陛下はその女を……っ！」

「クラリッサ……落ち着いて？　憶測で語っては──」

　しかし頭に血が上っているのか、落ち着くどころかますます憤る。

「いいえ、これが落ち着いていられますか!!　本っ当に酷い話だわ、ペトラさまを差し置いて肉体だけが取り柄の女にうつつを抜かすなんて！　だから男は信じられないのよ！」

「男は、だなんて主語を大きくしたらダメよ。性別関係なく、いい人も悪い人も──」

「いいえペトラさま、男は全部悪者です、オオカミです！　わたくしたちが油断するのを、虎視眈々と狙っているケダモノ。目を離した隙をついて、噛みついてくるに違いありませんっ！」

　さすがにそれは言い過ぎだ。だが、それと同時にここまで男性を悪く言うことに、少し違和感を覚えた。

　不貞を働いた──ことに彼女の中でなっている──エリクに腹を立てているだけではなく、クラリッサの個人的な怒りも一緒くたになって燃え上がっているような……。

「クラリッサ……あなた、過去に男性と何かあったの？」

「いいえ？」

　と思ったら、違った。

　暴行でも受けたことがあるのかと心配したが、ないのか。それはそれでよかったけれど、ないのかっ！

　拍子抜けしている私をフォローするためか何なのか、クラリッサが躊躇いがちに口を開く。

「……でも、ダメなのです。この世に存在するお父さま以外の男は全て、子どもの頃わたくしを襲ってきた野犬に見えてしまうのです！　だから男は全て嫌い！」

「……野犬？」

　私は聞き返した。すると彼女は小さく頷き、過去のトラウマを打ち明けてくれた。

「お父さまのキツネ狩りについて山へ出かけた時、毛むくじゃらの大型の野犬に襲われたことがあるのです。わたくしの悲鳴を聞きつけてお父さまが助けてくれましたが、それ以来、男性の髭や腕の毛を見るたびにあの時の恐怖を思い出すようになって、今では毛がなくても男性を見るたびに恐怖と怒りを感じるのです」

「それは……なんというか……」

　──男性は悪くないのでは。

　言葉が喉から出かかったが、呑み込んだ。これを言ってはこじれるし、クラリッサを傷つけてしまうかもしれない。

「エリクは……陛下は毛深くないじゃない？　胸毛はないし、腕毛もすね毛も一般男性より薄いほう、の、ような……」

　自分は何を言っているんだろう。途中で我に返ったせいで、声が尻すぼみになった。

　が、クラリッサは聞き逃さない。

「でも、脇毛は生えていますよね!?　下の毛だって、尻毛もきっと生えているわ！　わたくしは見たことはないけれど、ペトラさまならご存じでしょう!?　いやだわ、穢けがらわしい!!」

「し、しり……」

　非常にコメントに困る。詰め寄ってこないでほしい。

「とにかく、見る見ない、実際に生えているか否かにかかわらず、『男』という生物自体がわたくしにはダメなのです!!　恐怖の対象であり、憎むべき対象。そばにいるだけでムカムカしてしまうのです！」

　──わかったわ、クラリッサは男嫌いを拗らせているのね。だから以前も私が理想だなどと。

　どうフォローしたものか。気にするな、と言ったところで看過かんかできないから拗らせているわけで……。

　困っていると、クラリッサが私の手をそっと取った。

「それに比べペトラさまは、こ～んなにお美しくて優しくて賢くて……！　ペトラさまみたいな殿方がいらっしゃれば考えないこともないですが、そうでなければわたくしは、結婚などいたしません。ずっとペトラさまのおそばにおります！」

「あ…………りが、とう……？」

　恋愛対象として私を見ているわけではない、とはわかる。が、どう応えるのが正解なのだろうか……。









「──心底クラリッサは貴女のことを大切に思っているんだな」

「そうね。とてもありがたいし、貴重な存在よ」

　噂にもなっている件くだんの仮眠室で、私はクラリッサとのやりとりをエリクに打ち明けた。

　窓に背を向け立つ私に、エリクが近寄り腰を抱く。

「だから余計、騙しているみたいでとても居心地が悪いのよね……」

「わかるよ。だが、もう少し耐えてくれ。全ては黒幕を炙り出すためだ。それが誰か、何が狙いなのかわからない以上、真相を知る者は最小限に抑えておきたいんだ」

　別荘への小旅行をきっかけに噴出した、『国王が王妃を蔑ろにして、愛人にうつつを抜かしている』という噂。少しずつ大きくなり、少しずつエピソードも増え、一ヶ月が経った今では城内がその噂で持ちきりとなっていた。

　実はこの愛人騒ぎ、私とエリクが仕組んだことだ。

　ジーメンスさまの指示でシンシアがエリクにハニートラップを仕掛けたことを利用して、エリクがシンシアを愛人にして己の仮眠室に囲ったように見せかけているのだ。

　実際にはシンシアは私の実家コルベール家に匿っており、仮眠室で愛人役を演じているのは私。

　国王の寝室にある秘密の通路を使い、誰にも見られず仮眠室へ移動して派手でセクシーなドレスを纏い、愛人のふりをしているのである。

　髪をきっちりと結いまとめ、色気のかけらもないドレスに身を包んだ、堅苦しい女。それが私の外見だったから、まさか髪を垂らし色気たっぷりな──クラリッサに言わせるならば、『淫らな』──ドレスを着ているのも私だとは、誰も思わないようだ。

　エリクが色仕掛けに引っかかり、王妃そっちのけで愛人の元に通い詰めているとあれば、きっと黒幕は新たな指示を出すために愛人あるいはジーメンスさまに接触しようとするだろう。

　私たちは、それを待っているのである。

　おそらく黒幕を知っているジーメンスさまを問いただしてもいいけれど、彼のことだから正直に話してくれるとは限らない。己の名誉より何よりも私への報復を優先するのなら、なおさらだ。

　そもそも、ハニートラップ自体は犯罪でも何でもないので、罪として問うことが難しいのだ。

「私も合意した以上、最後まで愛人役を全うするわ。でも、またこの先も同じようなことが起こらないとも限らない。そうしたらエリクはどうするつもりなの？」

　権力と金に吸い寄せられる人間は少なくない。

　その中には、真っ当でない者も含まれる。

　きっと私が知らないだけで、エリクの元にはこれまでにもたくさんの有象無象が集まっていたことだろう。それらをどうあしらい、どう躱していくべきなのか、王妃になって半年にも満たない私には、いまだ答えが見つからない。

「そうだな、また同じようなことが起こったら……か」

「……っ」

　腰に回されたエリクの手が、私の肩へと移動した。その際、手が胸の出っ張りに当たった。

　私が今身に纏っているのは、細い細い紐で吊り下げられたホルターネックタイプのドレスだ。コルセットどころか下着もなく、シルク生地の下は素肌。

　さすがにショーツは履いているものの、胸の突起が生地の上からわかってしまうのが恥ずかしい。

　それほど薄いだけあって、触れられた感触がダイレクトに伝わる。

　谷間だって見えているし、ちょっと屈めばやっぱり突起が見えそうになるし……こんな破廉恥なドレスをよくもエリクは買えたものだ、と勢い余って感心してしまうくらいだ。

「次もまたペトラには愛人役を頼みたいな。この格好も、気分転換になっていいだろう？」

　調子のいいことを言いながら、エリクは紐を指でなぞる。

「布面積に反比例する値段の服なんてイヤよ」

「王妃になったのにまだ倹約生活を続ける気か？」

「当たり前でしょ、国民の血税をくだらないことには使えないわ」

　すまし顔で当然のことを主張するが、エリクはそれが面白いらしい。クスクス笑って私の頬にキスを落とす。

「くだらなくはないぞ？　貴女がこういう格好をすると、俺はとても興奮する。そうすれば貴女を抱きたくなって、そのうち子が生まれこの国がますます繁栄する。……な？」

「な？　じゃないわよ。逆に聞くけど、こんな格好をしないとエリクは私を求めてくれないの？」

　否定されるとわかった上での揺さぶりを仕掛けてみた。

　しかしエリクは予想に反し、目を丸くして嬉しそうに微笑んだ。

「ペトラ……そんな可愛い拗ね方もできるのか」

「す、拗ねているわけじゃ……」

「ますます愛しさが募る。天井知らずだ」

「もう、エリクったら」

　顔を逸らそうとしたら、エリクの手に阻まれた。すかさず唇が重ねられる。

「国王は仮眠室に篭り、愛人を抱くのに忙しくしている──。王妃を放置し愛人に夢中になるなんて、どこの愚か者なんだろうな。俺はこんなにも王妃に夢中なのに」

　エリクが手を引き私をソファへと連れていく。

　仮眠室にベッドはない。その代わり、仮眠ができるカウチソファがある。

　エリクはそこにまず座り、私に己の脚の上に座るよう告げた。

「ここが執務室と繋がってるって知らないの？　ほら、あっちのドア」

「そうだったのか？　知らなかったな」

　白々しいことである。でも、せっかくだから話を合わせてあげることにする。

「あら、また記憶喪失かしら」

　ほら、と急かされ、導かれるように私はエリクの上に座った。布越しだが、すでにエリクの中心が硬くなっていることが尻に当たる感触からわかる。

「安心しろ、鍵はかけてある。人払いも済ませてある。ペトラのかわいい声を、どうしてこの俺が他の男に聞かせると思うんだ？」

「もう……調子がいいんだから」

「そんなことより集中して」

　座るために脚を左右に開いたことでスリット部分も大きく開き、太ももがあらわになっていた。そこにエリクは手を這わせる。

　指先の腹を使い、私の表面をつー、となぞった。かと思えばその手はスカートの中をごそごそと漁り、下着の紐をさっと解いた。

「ん、あっ」

　下半身に意識を集中させていたから、耳元に息を吹きかけられていつもより反応してしまった。

　ちゅ、ちゅと軽やかなキスが、耳たぶから首筋へと降りていく。

「……このネックレスが邪魔だな」

　首には三連の真珠のネックレス。それがキスの邪魔になったようだ。

「仕方ないわよ、私はエリクの愛人として着飾らなくちゃいけないんだから。そういう設定にしたでしょう？」

　アクセサリーとセクシーなドレスは、『愛人』のシンボル。『ペトラ』が身につけないものをつけていることで、周囲の人々に私がペトラではないと刷り込んでいるのだ。

　その甲斐あってこの姿を見た者たちが、こぞって『王妃ペトラ』ではなく『エリクの愛人』と噂しているのだ。これを上出来と言わずして何と言うのか。

　ホルターネックタイプのドレスは、首の後ろの紐を解くと簡単にはだけて乳房が現れた。エリクは慣れた手つきでその膨らみを覆い、ふにふにと揉みながら答える。

「まあそうだが……いっそ裸の設定にしてしまってもよかったな。国王は愛人に溺れるあまり、服を着る時間も与えない──と」

「ばか言わないで。ここは二階だけど、窓から誰かに見られるかも──っ」

　胸にチカッと強い刺激が走り、言葉が詰まった。エリクが先端を摘んだのだ。

　突然何をするの？　と抗議も込めて彼を見れば、なぜか不満気な表情をしているではないか。

「貴女の肌を他の男が見るなど……許せない」

「仮定の話なのに、嫉妬深すぎ」

　呆れた。が、悪い気はしない。

「嫉妬くらい多目に見ろ。仕方ないだろう、貴女にどハマりしているんだから。これだけ魅力的な女性だ、油断した隙に誰かが奪うのではないかと、俺は常に気が気じゃないんだ」

　エリクが胸を愛撫する。硬く立ち上った先端が彼の手のひらと擦れ、腰がふわふわと揺れてしまう。

「少し腰を上げて」

　跨いだ体勢で膝立ちになると、ハラリと下着が床に落ちた。エリクが先に紐を解いていたからだ。

　あっと思う間もなく、無防備になった私の中心にエリクの指がやってくる。

「もう濡れ始めている」

　割れ目を優しく撫でられて、その甘美な刺激に蕩けそうだ。くずおれてしまわないよう、彼の首に手を回す。

「あっ！　エ、エリ──」

　その拍子にエリクが顔を寄せ、私の胸元に吸い付く。吸っては離れ吸っては離れ、胸元に赤い花が咲いていく。

　と同時に、彼の指が私の中をかき混ぜた。体の中心が熱い。

　静かな部屋の中に響くのは、私の嬌声とはしたない音。恥ずかしくてたまらないのに、その音に煽られて興奮が高まっていく。

「ペトラ……美しい。俺だけのペトラ、今日も俺を受け入れてくれるか？」

　──もちろん。

　声に出さない代わりに、コクリと小さく頷いた。

　その合図でエリクが指を引き抜いて、おもむろに己のベルトを外しにかかった。トラウザーズの前をくつろげ、窮屈そうにしていたそれを解放する。

　私はその様子を、一日千秋の思いで見つめていた。もうすでに、欲しくて欲しくてたまらなくなっていた。
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　エリクの準備が整うのを待ち、その猛ったものめがけて私はゆっくり腰を下ろす。

「はあ、あ、……エリク、ぅ……ぁふ」

「ペトラ……今日も、どうしてこんな……俺を締め付けるん、だっ」

　中の肉をかき分けるようにして、エリクの熱く太いものが入っていく。

　愛する人によって自分の体が作り変えられるような感覚。これがまた、病みつきになるのだ。

　根元まで納まったところで、私はゆっくり一息ついた。

「気持ちよさそうな顔をしてる」

「……エリクもね」

　トロンとして、今にも目を瞑りそう。私たちは二人揃って同じ表情をしていた。

　夫婦は似てくるというが、こんな仕草まで同じだということがおかしくて、顔を見合わせて笑った。ついでに、額をくっつけ甘い甘いキスもした。

「動いてもいい？」

「どうぞ、ペトラの気持ちいいように」

　脚に力を入れ、腰を浮かせ、また沈ませる。私の中がエリクと擦れ、気持ちよくて動くのが止められない。

　エリクは私の腰に回していた手でスカートを持ち上げ肌に触れた。背骨を伝うように中指を沿わせ、そのままお尻の割れ目へと指をつつーと滑らせていく。

「エリク……っは……あぁ……好き」

「ああ、俺もだペトラ。愛してる」

　私からキスをせがみ、舌と舌を絡ませた。

　エリクは私を覚えていない。でも、別人になったわけじゃない。

　──記憶があろうがなかろうが、あなたは私の愛するエリクよ。

　捨てられないだけで十分だったはずなのに、彼はこうして私を求め、甘い言葉まで囁いてくれる。

　私を求め全身で愛情表現をしてくれるエリクに、身も心も満たされた。









「ペトラさま、聞きまして!?」

　数日後、またしてもクラリッサがものすごい形相で私の部屋へとやってきた。

「今度はどうしたの……」

　よくぞ聞いてくださいました！　とばかりに、私の側に片膝をつき、まるで腕利きの間諜のようにキッと見上げ口を開く。

「新たな目撃証言が舞い込んできました！　仮眠室の窓から女の姿が見えることは今までにも度々ありましたが、今回はなんと、国王陛下もですの！　とうとう二人、窓際でおっ始めたそうなのです!!」

「お、おっ始めた……」

　ギクリとした。心当たりがあるからだ。

「なんでも窓に愛人を押し付けるようにして、陛下と愛人が熱い接吻をしていたとか！」

「…………」

　確実に、先日のあれだ。

　これまで頻繁に窓際に立ち後ろ姿を晒してきたのは、愛人の存在を知らしめるため。あえて目撃されるのを望み、どうぞ噂してください、という気持ちで演じていた。

　しかしながらたった一回のキスすら目撃され噂になってしまうというのには驚いた。

　もしかしたら毎日有志が交代で仮眠室の様子を観察しているのかもしれない。

「今まで愛人単体の目撃証言はあっても、お二人が一緒で、しかもイチャついていることなんてありませんでしたのに。今回が初めてですわ！　なんって穢らわしい……！」

「穢らわしい、は言い過ぎよ」

　だってそれは私とエリクなのだから。正真正銘、夫婦がスキンシップをしているだけなのだから。

　愛人を偽装している身ではあるものの、もう少し言葉を控えてくれたらいいな、と思わないでもない。

　しかしクラリッサは聞く耳を持たない。

「わたくしはそうは思いません。だって──」

　あのねクラリッサ、と、彼女の言葉を遮るように提案を持ちかける。

「私、考えてみたの。向こうは国王なのだから、愛人の一人や二人、いたところでどうということもないんじゃないかしらって」

「な!?　ペトラさま……なんという殊勝な精神を……」

　彼女の思う私の本質は、一体どうなっているのだろう。自分の心を押し殺し、愛人の存在を許そうとしている博愛精神に富んだ人間──とかだろうか。全然違うのに。

　騙しているようで──実際にそうなのだけど──心苦しい。

　今回私が愛人を演じていることを知っているのは、私たち以外にはサロモンだけ。クラリッサに打ち明けることは、現状エリクに止められている。

　でも、エリクは用心深すぎると思う。

　こんなに私を慕ってくれるクラリッサが、ハニトラを仕掛けるわけがないからだ。ハニトラを仕掛ける目的も、皆目見当がつかない。

　怪しさで言えば、クラリッサよりローレンソン夫人のほうが遥かに怪しい。

　彼女は年増でなかなか妊娠しない私を目の敵にしていて、エリクに直接「もっと若い女性に替えてみては」というようなことも具申していたのだ。

　シンシアは私より二つ上だ。でも、子を産んだ実績がある。私よりも優秀な『畑』だと、ローレンソン夫人なら考えそうだ。

　だからクラリッサは黒幕から除外し、本当のことを話してもいいんじゃないだろうか、と思えてくる。

　もちろん、私の独断で明かすわけにはいかないのだけど……。

　はあ、とため息をついてから、私は気合を入れ直した。

　──クラリッサには全て片付いたあとで誠心誠意謝ろう。そうすれば、きっと許してくれるはず。……いえ、許してくれなくても、私はそれを受け入れなきゃ……。

「いい、クラリッサ？　私は陛下に忘れ去られてしまったのに、未だに王妃の地位を許されている。これだけでも私は感謝するべきなのよ。愛人程度で騒ぐのは、彼の誠意に背く行為だわ。だからこれ以上気にしないことにしたの。クラリッサも気にしないで」

「でっでもペトラさま、最近お食事の量が減っているじゃありませんか。顔色も優れないようですし、日中もぼーっとしておられることも多いし……。陛下の横暴に、ペトラさまはしっかり傷ついておられるではございませんか!!」

　食事の量が減っているのは、周囲を騙す罪悪感ゆえ。それと、単純な疲労ゆえだ。

　王妃の仕事をこなしながら愛人のふりをすることが、忙しいのなんの。

　朝起きて、クラリッサと会話をしながら朝食と支度を済ませたら、私室に篭る。……ふりをして、エリクの寝室に忍び込み、隠し通路を使用して仮眠室へと移動する。

　そこで髪を解き化粧をし、セクシーなドレスに身を包んで、窓からちょっとだけ「匂わせ」をしながらエリクに抱かれる。

　夕方に私室へ戻り、「王妃」として日々の生活をこなし、夜は日中できなかった仕事をこなす時間に充てる……──。

　こんな生活が続けば、ヘロヘロになるのも当たり前だろう。

　夏バテ、もとい二重生活バテ。できるならば黒幕さんには、早急に正体を明かしてほしいものだ。

　しかしながらこんな愚痴をクラリッサに語るわけにもいかず、心の奥に仕舞い込んでなんとか微笑みを浮かべる。

「何度も言っているでしょう、私は大丈夫よ。この話はこれで終わり。クラリッサも今後はこの話題は避けてくれると嬉しいわ」

「ペトラさま……わかりました。あなたさまが心穏やかでいられるなら、わたくしは何だっていたしますから」









　季節は夏から秋に移ろい、感謝祭の季節になった。

　街は全国から集まってきた者たちで賑わい、たくさんの店が軒のきを連ねさまざまな商品が取り扱われた。

　その最終日の夜、王宮では舞踏会が開かれていた。

　しばらくエリクと一緒にいたが、男性には男性の付き合いがあり、そういうものにエリクも誘われビリヤード室へと消えてしまった。そこで私はクラリッサと二人、談笑しながらエリクの戻りを待っていた。

　すると、同じく夫と別行動をしている義妹シンデレラがやってきた。

「お義姉さま！　クラリッサさまも。ご無沙汰しています」

「シンデレラ、ごきげんよう。あなたのお姫さまは乳母のところかしら？」

　ドレスの裾をつまんで挨拶をしてから、私は彼女に話を振った。

　お姫さまとはシンデレラの娘のことだ。現在一歳の、母親によく似たかわいいかわいいお姫さま。

　舞踏会は大人の世界なので、子どもが入ることは許されない。そもそも今の時間帯、幼児は寝ている時間だけれど。

「ええ、そうです。寝かしつけの前にちょっとだけ会ってきたのですけれど、私のことなど眼中になく乳母に抱かれて眠たそうにしていましたわ。乳母に懐いてくれるのはそれはそれでありがたいけど、母親としてはちょっと複雑ですわね……」

　なかなか妊娠しないことは悩みの一つになるけれど、シンデレラのように子を産めば産んだで新たな悩みができるようだ。

　……とはいえ私の場合、結婚してまだ半年。そんなに焦らなくてもいいとは思っている。

「両親以外にも愛してくれる人がいることは、あの子の心にいい影響を与えるはずよ。だからそんなに悩まないで」

「そうですわよね……ありがとうございますお義姉さま」

　ぽん、と背中を叩くと、シンデレラは微笑み頷いた。が、すぐにその表情を曇らせ、声を落とし私に尋ねる。

「……でも、私のことよりもペトラお義姉さまこそ大丈夫ですか？　その、……っ」

　何のことと言われなくても、思い当たる節はある。シンデレラも、愛人の噂を聞きつけたのだろう。

「ええ、大丈夫よ。いつも通り」

　私は笑ってみせたけれど、それがかえって気を張っているように見えたようだ。

「……とてもいつも通りの顔色には見えませんけれど。お体もちょっとお窶れになったような……。ね、そうでしょうクラリッサさま？」

「……っ」

　話を振られたクラリッサは、わかりやすく言葉を詰まらせた。

　愛人の噂自体は、私とエリクが仕組んだことだ。皆が噂する愛人というのはつまり私のことなので、夫婦円満、『大丈夫』に決まっている。

　しかしながらたくさんの人を騙しているわけでもあるので、罪悪感を抱くという意味では『大丈夫』ではなかった。

　実際にそのストレスが日常生活にも影響を与えており、食欲減退、頭痛、不眠、慢性疲労など、様々な症状が体に現れるようになっていた。

　これが結構深刻で、エリクからも度々心配され、先日はついに愛人作戦を一時中断しようと提案された。

　ありがたいけれど、断った。一刻も早く黒幕を炙り出し解決させようと思ったら、このまま突き進むのが最も早いと思ったからだ。

　自業自得だが、案外辛い。でも、まだ種明かしはできない。

　黒幕よ早急に名乗り出てくれ、と毎日強く祈るのみなのである。

「お義姉さま、もしも私にできることがあるなら──」

　内情を一切知らないシンデレラが、寄り添うように声をかけてくれた。

　ところがそこへ、面倒な人物がやってくる。

「ごきげんよう王妃殿下。それからシンデレラ妃殿下も。ご姉妹そろって仲睦まじいこと」

　ローレンソン夫人だ。

　彼女とは舞踏会くらいしか顔を合わせる機会はないが、それでもその数少ない機会を最大限に利用して、毎度私に嫌味……いや、ご忠言を授けてくださる。

　彼女のことは苦手だ。しかしそんなことはおくびにも出さず、澄ました顔で挨拶をする。

「ローレンソン夫人、ご無沙汰しております」

　私に続いて、シンデレラも。

「ごきげんようローレンソン夫人。先日はせっかくサロンへお誘いくださったのに、参加できず申し訳ございませんでした」

「いいんですよシンデレラ妃殿下。たとえ乳母がいようとも、子が体調を崩したら心配しない母親はいませんもの。それよりも……──」

　扇子で口元を隠したローレンソン夫人は、私のことを頭のてっぺんから脚のつま先までぐるりと眺め目を細めた。

「王妃殿下、ダイエットですの？　前回の舞踏会でお会いした時から少しほっそりなさったように見えますけれど」

　ほらきた、と私は身構える。

「いえ、そんなつもりではないのですが。ここのところ多忙でしたから、そのせいだと思われます」

　夫人はフンッと鼻で笑った。

「多忙だったから、ですって？　冗談にしてもつまらないわ」

　私の斜め後ろに控えているクラリッサが、静かに殺気を放っている。お小言の多いローレンソン夫人に反撃を喰らわせる隙を狙っているのだろう。

「殿下には、王妃としての自覚が足りないようですね。体重を落としては妊娠するのにも差し障りが出ますわよ。ただでさえ妊娠にも出産にも不利なご年齢でいらっしゃるのに、一体どれだけの不摂生と王家への不義理を重ねるおつもりなのですか？」

「…………申し訳ございません」

　不利な年齢、と言われても、まだ二十四だ。前世の知識がいまだ残っている私としては、彼女の言葉をそのまま鵜呑みにしてしまうほど愚かではない。

　だが、根拠を示せない反論で彼女をヒートアップさせたくないので、グッと堪えて形だけの謝罪をした。

「ロ、ローレンソン夫人……」

　シンデレラが庇ってくれようとしたのか何かを言おうとしたが、夫人の圧は強い。ギロリと睨まれた彼女は気圧され、意気消沈してしまった。

「いいですか王妃殿下。わたくしたち臣下はみな、お世継ぎの誕生を心待ちにしているのです。陛下とのご結婚も適齢期を過ぎてからでしたから、そこのところはしっかりと考えてくださっていると思っていました。ですがまさか、愛人を黙認しておられるなんてっ！」

「ローレンソン夫人。恐れながら王妃殿下は──」

　クラリッサが口を挟もうとしたが、「お黙りなさい！」とピシャリと言われ、怯んだ。

　虫の居所が悪いのか、今日はいつもにも増してお怒りのようだ。

「この際ですから申し上げますわ。いいですか、陛下が愛人をお作りになったのは、王妃殿下が至らないせいです。あなたが頭でっかちで、女性としての魅力に欠けるからです！　王妃失格です!!」

「お、王妃失格……」

　気持ちはわからないでもない。国民として、国の行末を心配している。自分が言わねば誰が言うのか、という使命感に燃えていらっしゃるのだろう。

　だが、ちょっと言い過ぎなのではないだろうか。

　──あなただって夫が大臣職にあるからと、虎の威を借る狐のように尊大な態度を取っているくせに。サロンを開いてはご婦人方に胡散臭い化粧品を売りつけて、しかもその収益は税務申告していないじゃない。

　彼女を失脚させる情報はすでに手に入れているものの、こんなところで無駄に使ったりはしない。

　さてどうしたものかと黙っていたら、ローレンソン夫人は私がぐうの音も出ないから黙っているのだと誤解してしまった。

「んまあ、まさかご存じないとでも？　こんなにも王宮を醜聞で賑わせておいて、まさかご存じないわけないですわよね？　それこそよっぽど王妃失格だわ！」

　また言われた、『王妃失格』。

「わたくしは王妃殿下のために申し上げているのですよ？　愛人に子を産ませるのは、別に構いません。ですがその前に、まずは正統な王妃であらせられるあなたが第一子をお産みになるべきでしょう！　それがあなたが王家に嫁ぐための暗黙の条件であり、我々が唯一あなたに期待していることですのに──」

「お、お義姉さまを悪く言わないでくださいっ！」

　シンデレラが声を張った。

　ローレンソン夫人の私に対するご忠言は、きっと周囲の人々にも聞こえていた。だが、聞こえていないふりを装いながら、耳だけを傾け私の反応を窺っていた。

　そんな中でシンデレラが大きな声をあげたことにより、みな耳だけではなく堂々と私たちに視線を向けた。

　会話が途切れ、ダンスもまばら。音楽だけが流れている。……異様な雰囲気だ。

「シンデレラ……」

　本来、シンデレラは世渡り上手なので、何かトラブルがあっても曖昧に笑って躱かわすことが多かった。

　しかし今日は、私のために声を上げてローレンソン夫人に立ち向かってくれたのだ。

「ローレンソン夫人、愛人の件は義姉に非があってのことではございません。それなのに、どうしてペトラお義姉さまをお叱りになるのですか？　義姉が何かしたのですか？」

　声が震えていた。震えながらも、私を庇ってくれようとしている。

　ローレンソン夫人もシンデレラに反論され驚いてはいたものの、少し怯んだ程度。

「いいえ。王妃殿下は何かをしたのではなく、しなかったのですよ。いくら政治のほうはお得意とはいえ、お世継ぎのことにも向き合って頂かないと。シンデレラ妃殿下ほど美しければまた話は別でしょうけれど……そうだ、シンデレラ妃殿下から子作りの方法を教えて差し上げてはいかがですか？　ペトラ妃殿下は外見も内面も、国王陛下を引き留めておく美しさに欠けていらっしゃるようですから！」

「おっ、お義姉さまは心も美しい方です！」

「何をおっしゃいます、かつてはあなたを虐げていたではございませんの。灰かぶりシンデレラなんていう不名誉なあだ名をつけたのも王妃殿下では？　しかも、そのあだ名をいまだに使うよう強要されているだなんて、何とお可哀想にヨヨヨ……」

　胡散臭い泣き真似だ。呆れてため息をついている私の横で、シンデレラが必死に語る。

「違いますローレンソン夫人。『シンデレラ』というのは、私が身だしなみに無頓着だったせいで市民に付けられたあだ名です！　私が気に入っているから今もこうして使っているのであって、お義姉さまは関係ございません！」

「というのも王妃殿下に言わされているのではなくて？　だって王妃殿下は……ねえ？　もちろん、実は性悪ではなかった、というのが今の定説になっているとわたくしも存じ上げておりますけれど、それもどこまで本当だか」

「本当にお義姉さまは優しいお方です。お義姉さまが意地悪だったことなど、今までで一度もございません！　取り柄がなく生活態度も悪かった私に常識や教養、マナーを授けてくださったのは、お義姉さまです！　そのせいで『意地悪な義姉』という不名誉な評判を得てしまっても、私の名誉を優先し沈黙をお選びになったのです。もう我慢なりません、ここで暴露します！　私の素行が問題だったのであり、お義姉さまは何一つ悪くないのです!!」

　これに乗じ、クラリッサも加勢に入る。

「そうですわ、ペトラさまは悪くない。聖人のようなお方です！　悪いのは、国王陛下のほうですっ！」

　が、思わぬ方向へ火を放ってしまう。

　ローレンソン夫人は目玉が飛び出さんばかりにギャッと見開いて、真っ赤な口紅を塗りたくった口をバクバク動かして騒ぐ。

「まああっ！　陛下を悪く言うなど、なんと無礼な口だこと!!　ウィデリア嬢……あなたまさか、陛下の御名を汚すおつもり？　ウィデリア家は一体どのような教育を……──」

　クラリッサをぼろくそに言おうとしていたローレンソン夫人が、突然口を閉ざした。その視線の先に何があるのかと辿ったら、エリクがいた。

　彼の背後にはディディエ殿下もいる。いつぞやと同じく、勢揃いだ。

「ローレンソン夫人、私の妻と義妹の相手をしてくれていたのか。礼を言おう」

　私の横に立つと、エリクは私の背中に手を当てた。まるで「もう大丈夫だ」と言わんばかり。

　これしきのことで私は傷つかないけれど、それでも、その温もりはとても心強い。

「私はこの国の王だが、それと同時に一人の人間でもある。長所もあれば、短所もあろう。しかしながら皆、私の頭に載っている王冠を気にしてか、面と向かっては私の長所しか教えてくれぬのだ。たとえ私に非があることでも、私を責めず周囲の人間を責め攻撃しようとする輩もいる。なあ、ローレンソン夫人？」

「……っ」

　ギラリと睨まれた夫人は、サッと顔を伏せ萎縮している。

　次にエリクはクラリッサに告げる。

「クラリッサ、君は随分と勇敢な女性のようだから、もしよければここで教えてくれないか？　私の何が悪いのか、私も知っておきたい。ペトラに嫌われる前に直したいのだ」

「あ、兄上……そういった話は日と場を改めたほうが」

　ディディエ殿下が気を利かせてくれたけれど、エリクは否定する。

「いや、ここで構わない。さぁクラリッサ、話してくれ」

　クラリッサは悩み、腹の前で忙しなく両手の指を絡ませている。不安や躊躇いを感じているようだが、それでも終いには覚悟を決めたみたいだ。

　ゴクリと唾を飲み込んで、エリクの顔をキッと見上げた。

「ペ……ペトラさまは、この通り素晴らしいお方です。にもかかわらず、陛下はその魅力に目を向けようとなさらない。釣った魚に餌を与えないがごとく、ペトラさまを蔑ろにしておられます」

「そうか？　私は妻を誰よりも愛し、大切にしているつもりだが」

　クラリッサは確実に、愛人の話を持ち出そうとしている。ここで大っぴらにすることが、果たして吉と出るか凶と出るか。

　もしも黒幕がこの場にいたとしたら、この騒ぎをどう思うのだろう──。

「嘘はおやめください国王陛下。だってペトラさまを愛していたら、愛人なんて作らないはずですもの！」

　ハラハラしながら見守っていると、ついにクラリッサの口からその言葉が飛び出した。

「……俺に愛人などいない。クラリッサは何か勘違いをしている」

「王家の醜聞ですから、陛下が隠したがるのももっともです。ですが、この場でわたくしに発言をお許しになったのが悪いのです。いい機会だから、申し上げます」

「ク、クラリッサ……もうその辺で──」

　止めようとしたがクラリッサは我を忘れており、私の言葉が耳に届いてはいないようだ。勢いに任せ、エリクに言い放つ。

「ペトラさまは陛下の女性関係に悩んでいらっしゃいます。そのせいで食べるものも喉を通らず、こんなにお痩せになられて……！　ペトラさまほどの優秀な女性を飼い殺しにするなんて酷いです。いい加減ペトラさまを解放して差し上げてください！　あなたさまのご興味はすでにシンシアさまに移っておられるではございませんか!!」

「…………なんだと？」

　耳を疑った。聞き間違いかと思ったが、エリクも私と同じように目を丸くして驚いていた。

　この展開は、予想していなかった。

「国王陛下、今更おとぼけになっても逃げ場はございませんわよ。シンシア・ファリントンを仮眠室に連れ込み、寵愛していらっしゃるではございませんか!!」

「いや、そういうことではなく──」

「この期に及んでまだ言い訳を重ねるおつもりですか!?　陛下が愛人を連れ込んでいらっしゃることは、ここにいる者ほぼ全員、存じ上げております！　周知の事実でございますのよ！」

　どうだ逃げ場はないだろう、とでも言いたげな大見得。けれどそれは諸刃の剣でもある。

「だから、クラリッサ、どうして君がその愛人とやらの名を知っているのだ？　俺が仮眠室に美しい女性を囲っているという噂はあれど、その女性の正体が誰なのか、知る者はいなかったはずだが」

「えっ……」

　調子良くエリクを責めていたクラリッサが、己の過ちに気づき固まった。

「そ……れは、……噂で。噂で聞いたのです、シンシアが愛人なのだと！」

　声が震え、目が泳いでいる。

「おかしいな。女性の顔は決して誰にも見られぬよう、窓際に立つ際も後ろ姿しか見せないようにしていた。だからシンシアだと断言できる者は誰一人いないはずなのだが。なあ、ペトラ？」

　意味ありげに、エリクが私に顔を寄せる。

「ええ、陛下。私も徹底して守っていたので、間違いありません」

「徹底して守って……？　あの、おっしゃる意味が……」

　もう、これで決まりだ。

　黒幕は私の侍女、クラリッサ。間違いない。

　小旅行に出かけたあの日、エグバート家に働きかけて私を王宮に足止めし、ジーメンス家に働きかけてシンシアにエリクを襲わせた。その犯人が、クラリッサだったのだ。

　──どうしてあなたが？　私の味方ではなかったの？

　大切な友人を失ったような気持ちだった。だが、心の整理をつける間もないうちに、エリクが声を張り上げる。

「いい機会だ、私と王妃の仲を疑う者も多いようだから、改めてこの場で告げておこう。よいか皆のもの。私に愛人はいない。私の仮眠室で謎の美女の目撃情報が相次いでいるようだが、その美女の正体は、ペトラだ！」

　一瞬の間があいてから、ざわめきが起こった。

「義姉上が……謎の美女？　なぜ仮眠室で、そんな、その……浴室も作ったとか……っ」

　ディディエ殿下の疑問はもっともだ。なぜ寝室じゃなく仮眠室でセクシーなドレスを着てイチャイチャしていたのか、と聞きたいのだろう。

　──それはハニトラを仕掛けた黒幕を誘おびき出すためだったんだけど……それを今ここで打ち明けても収拾がつかなくなるし……。

　うーん、と返答に困っている私の代わりに、エリクが堂々と答える。

「俺の仮眠室を俺が好きなように変え好きなように使って何が悪い？　そこにペトラがいたって不思議ではないだろう？　俺の妻なのだから」

　なあペトラ、と同意を求められ、慌ててハイと返事をした。

　なんだそういうことか、とちらほら笑い声も聞こえる。

　愛人は元からいなかった。夫婦仲は想像以上に円満だったのだ──と。

「しかし兄上、何も仮眠室などで疑われるような真似をせずとも……」

「疑われるとは？　俺が何かお前たちに迷惑をかけたか？　ローレンソン夫人も、何らかの不利益を被られたのか？」

　その答えは、「いいえ」だ。しかし彼女は往生際が悪い。

「さっ、散々噂でかき回されましたわ！　まったく、王家の行く末についてこんなにも心配しているというのに、ご夫婦揃ってわたくしたちを弄んで……」

　負け惜しみのような言いがかりに、ハァとエリクがため息をつく。

「子がいなければいないことで妻を責め、では急ぎ儲けようと子作りに励めば励んだで責める……。『心配』という言葉を盾にすれば何でも言っていいわけではないことを、夫人はご存じないのか？　そちらが勝手に邪推して勝手に騒ぎ立てたことまでも、我々のせいにされてはたまらないのだが」

　──邪推するように仕向けたのはこっちだけど。でも、「子作り」って随分直接的な表現ね……。

　歯に衣着せぬ言いように、私の頬が熱くなる。

「…………陛下も妃殿下もご自分の責を重々ご承知であらせられるのなら、わたくしの差し出口だったかもしれませんわ。もしそうでしたら、お詫び申し上げます」

　悔しそうに歯を食いしばってから、ローレンソン夫人は頭を下げた。

　これにて一件落着──とはまだいかない。

　あと一人残っている。一番大事な人物が。

「……で、クラリッサ・ウィデリア。『シンシア・ファリントン』とは？　君とその女性はどういう関係だ？」

　クラリッサは再び視線を泳がせる。

「そ、それは……」

　これ以上、見ていられなかった。私は彼女に近寄ると、その手をそっと握った。

　震えているクラリッサに、私は小声で告げる。

「別室で少し話をしましょう」

「ペトラさま……は、はい。お手数をお掛けいたします……」

　たとえクラリッサが悪巧みをしていたとしても、こんなにも大勢の前で断罪するのは酷だ。そもそも、今回の一連の事件は法では裁けない類のものだし。

　エリクも私の意を汲んだようで、別室行きに賛同してくれる。

「私と王妃の仲はすこぶる良好だ。だから心配には及ばない。安心して舞踏会の続きを楽しんでくれ！」

　参加者たちにそう宣言すると、部屋の手配をしてくれた。

　会場の雰囲気がすぐに回復したわけではなかったが、「国王は愛人を囲っている」という噂は否定でき、夫婦仲がいいことも伝えることができた。この結果ならきっと、及第点だろう。

















第６章　忘れられた王妃の物語












　私たちは休憩室の一室に入った。

　真っ青な顔のクラリッサを座らせ、私とエリクもその正面に腰を下ろす。

「あのねクラリッサ。私たち実は、陛下にハニートラップを仕掛けた者が誰か、密かに探っていたのよ」

　ここからは種明かしの時間である。

「二ヶ月前、金貸し屋ラッセル・エグバートが私の実家に借金の取り立てにやってきた。旅行に出かける直前にそれを知らされた私は、トラブル対処のため王都に残ることを余儀なくされた。一方、ひと足先に保養地へ向かった陛下はその夜、チャーリー・ジーメンスの姪シンシア・ファリントンに誘惑された」

　横からエリクが「未遂だ」と口を挟んだので、はいはいそうね、とあしらっておく。

「もしも私が陛下と一緒にいたならば、シンシアは陛下の寝込みを襲えなかった。つまりシンシアに陛下を誘惑するよう指示を出した人物は、私がその場にいないことを知っていた。けれど、私を足止めしたエグバート家と、シンシアに指示を出したジーメンスさまは犬猿の仲だと聞いている。そこで、二家に繋がりのある別人が、裏で糸を引いていると思ったの」

　単なるハニートラップなら、権力者にはつきものだからと放っておいたことだろう。しかし今回はわけが違う。

　国王夫妻の小旅行──という一部の者しか知らない情報が漏れ、ジーメンス家とエグバート家の、少なくとも二家二領地を巻き込んでいるのだ。

「小旅行以来私たちは小芝居を打ちながら黒幕が尻尾を出すのを待っていたのだけど……まさかクラリッサだったなんて思わなかったわ」

「………………」

　クラリッサが沈黙しているので、私の説明にエリクが考察を加える。

「レイマン商会が経営破綻した時、所在地であるエグバート領の財政状態も破綻の影響を受け悪化した。その際に救いの手を差し伸べたのは、クラリッサのお父上ウィデリア卿だ。だからエグバート家は君の家に借りがある。ジーメンス領はウィデリア領と隣接し、こと左遷されてからのジーメンス卿は再び王都へ返り咲こうと躍起になっていたと聞く。エグバート家とジーメンス家ならば、君の頼みも喜んで聞いてくれただろうな」

「………………」

　相変わらずクラリッサは何も言わない。間違っているとも、そうだとも。

「ねえクラリッサ、どうしてこんなことをしたの？　あなたは何を望んだの？」

　侍女として献身的に仕えてくれたクラリッサ。その言動から、私を欺こうとしているなどと感じたことは一度もなかった。正直今でも信じがたい。

　私の人を見る目がなかったと言われたらそれまでだ。けれど……──。

「──……すが、です」

　クラリッサが呟いた。この部屋に連れてきて以降、これが彼女の第一声となる。

　しかし聞き取れなかった。私たち二人から尋問まがいのことをされ、緊張と怯えで縮こまっているせいだろう。

　可哀想に思うけれど、これは避けて通れない。

「クラリッサ？　もう少し大きな声で──」

　聞き返そうとしたその時、クラリッサは顔を上げ、テーブルに乗せていた私の手をパッと取った。

「さすがです、さすがペトラさまです！　わたくしが仕組んだことなどものともせず、首謀者を見つけ出すため逆に利用なさるとは！　なんて機転が利くのでしょう、素晴らし過ぎて、ますます尊敬してしまいますっ！」

「………………は？」

　想像していた返答ではない。まるで違う。

　なぜクラリッサは私を褒める？

　しかもなぜか満面の笑み。喜びと興奮が溢れ出ている。

「えっと……クラリッサ？　どうしてあなたが……何のために？」

　エリクに愛人を作らせ、私と仲違いをさせる。あるいは、愛人を通し己の願いを聞き入れてもらう。

　ハニートラップの目的といえばそれくらいなものだろう。しかしながらそれをしたからといって、クラリッサにどんなメリットがあるのか……。

「この際もう隠していても意味がないので全て白状いたしますと、もう本当に、ペトラさまと国王陛下を別れさせたくてたまりませんでした！」

　──えっ。

　とびきりの笑顔でとびきり物騒なことを言い出すので、私は見事に固まった。

　──どういうこと？　えっと……ど、どういうこと!?

　空いた口が塞がらず、かといって何か言うでもない私に代わり、エリクが尋ねる。

「……俺がまんまとハニトラに引っかかりペトラと別れたとしても、クラリッサを選ぶとは限らないのだが？」

　エリクとしては、クラリッサが私たちの仲を引き裂いたあと、彼女自身が王妃の後釜におさまりたがっているのではないかと推測したのだろう。

　それはとても真っ当な推測だ。ただし、クラリッサが極度の男嫌いであることを知らない場合に限り。

　エリクの言葉に今度はクラリッサが固まった。

「………………は？」

　そして、それはそれは低く冷たい「は？」を発した。

　エリクの予測は外れた。これ以上何かを聞かなくても、クラリッサのそのゴミでも見るような視線と表情からわかる。

　動揺しながらエリクが尋ねる。

「だ、だが、だから……今回の一連の騒動は、クラリッサが俺と結婚したいがために仕組んだことではないのか？」

「違います!!　やめてくださいそんな気色悪い妄想!!」

　容赦のない言葉である。しかし傷つくよりもまず、クラリッサの目的がわからない、というところで思考が停滞している。

　疑問符が彼の頭の周りをクルクル回っている幻が見えたような気がして、私はさりげなく目を擦った。

「本当に違うのです、わたくしはただ、ペトラさまがお可哀想でたまらなかっただけです！」

　いよいよクラリッサが自白し始めた。

「ペトラさまが賢人会議にご参加なさった頃からでしょうか……当時関わりのなかったわたくしの耳にもペトラさまの噂話が入ってくるようになり、なんて素晴らしい女性なのだろう！　と密かに尊敬の念を抱いてまいりました。その女性が我が国の王妃殿下となられ、更にわたくしが侍女のお役目を拝受することとなり、わたくしは昇天待ったなしの状態でございました」

「は……はあ」

「噂通り、ペトラさまが非の打ちどころがない完璧な女性であらせられることは、侍女として馳せ参じるようになってすぐに確信いたしました。にもかかわらず、そんな偉大なペトラさまが単なる書類上の繋がりでしかない男に傅かしずいておられるなど、わたくしには度し難いことでした」

　単なる書類上の繋がりでしかない男。

　国王に対しあまりにも不敬極まりない表現だが、当のエリクはどう思っているのだろうか……。

　ハラハラしている私をよそに、クラリッサは感情を込めて熱く語る。

「が、国王陛下とペトラさまはどういうわけか愛し合っておられる。だからわたくしはしぶしぶ、涙を呑みながら、陛下の存在を認めざるを得ませんでした。それなのに、陛下ときたらペトラさまとの思い出をポイ捨てするかのごとくお忘れになった！　ご自分との結婚を無理やり承諾させ、ペトラさまの人生を捻じ曲げた分際で、忘れるなどっ!!」

　──無理やりって、それはちょっと言い過ぎよ。……多分。

　思い返せばクラリッサの言う通り、無理やりに近い形だったような気もしてきた。けれど今それを話題に挙げては話がこじれそうなので黙っておこう。

「記憶喪失は陛下のせいじゃないわ」

「ええ、わかっておりますとも。わたくしは陛下が記憶喪失だと伺った際、『これは二人を引き離すチャンスでは!?』とまず思いました。しかしペトラさまが陛下を愛しておられることも承知していましたので、一旦は見守ることにしたのです」

「ならばなぜ……」

「だってペトラさまったら、陛下の記憶喪失を知りあんなに動揺しておられたのに、その翌日にはあっさり立ち直っておられたではございませんか！　その時にわたくしは気づいたのです、ペトラさまにとって陛下はどうでもいい存在に成り下がられたのだなと！」

「そ……」

　──それは違う。私の力ではエリクの記憶を取り戻すことができないとわかったから、頭を切り替えただけよ。

　真っ当な反論はできた。だが、今のクラリッサの発言でエリクがとんでもない誤解をしているのではないかと不安になり、反論とフォローどちらを優先させるべきか一瞬悩んでしまった。

　その隙にクラリッサが更に饒舌になる。

「ペトラさまは孤高のお方。誰かの妻となって家庭に入り、小さくまとまるようなお方ではないのです！　ペトラさまを守るためなら、わたくしは悪魔にでもなります。そういう決意でもって、今回様々な方にご協力いただいたまで！」

「なるほど……ペトラのことを思っての行動だったわけか」

　おそるおそるエリクを窺うと、彼は頭が痛そうな悩ましい表情をしていた。

　裏で動いたことは褒められたことではないが、行動の根底にあったのは私への敬愛……。

　エリクとしても、「確かに記憶喪失になったのは俺だし……」という後ろめたい思いがあるからこそ、クラリッサを敵だと断じることが難しいようだ。

「ご理解いただけて嬉しいです！」

　おまけにこの、悪気のなさ。

　私たち夫婦は度肝を抜かされていた。

　──なんというか……クラリッサの、愛？　歪んでいるのか、まっすぐなのか……わからない。どっち……。

「ですが一つだけ、どうしても不可解な点が残ります。愛人が嘘だったとおっしゃるのなら、どうしてペトラさまはお痩せになられたのですか？　目測二キロと三百グラムは体重が軽くなっておられますが」

　目測、と言うわりに正確なのが恐ろしい。

「それはちょっと、……休む時間がなかなかなくて」

「休む時間がない？　なぜですか？」

　ゴニョゴニョ、とぼかそうとしたのに、クラリッサは突っ込んで聞いてくる。

　どうしたものか困っていると、エリクがずいっと身を乗り出した。

「昼夜問わず、俺が寝かせなかったからだ」

「……っ!!」

　語弊がある。エリクの言い方では、まるで四六時中睦み合っていたかのよう。

　でも実際は昼に限られ──昼間から何をしているのか、という話でもあるのだけど──、夜は日中できなかった書類仕事を片付ける時間に充てていただけだ。

　クラリッサはエリクの目論見通り誤解をして、顔を真っ赤にして叫ぶ。

「ふふふ、ふけ、不健全だわ！　昼夜問わずって……だめよ、不健全すぎる!!」

「世継ぎはみなが望んでいることだ。痩せたことは俺にも気になるところではあるが、国王と王妃が仲睦まじいのだからいいことだろう？」

「陛下はお世継ぎを言い訳に、ペトラさまにあんなことやこんなことを強いているだけでございます！　お世継ぎを儲けるためだけならば、セクシーなドレスなど必要ではないはずです！　そんなものなくても、こう、たとえばペトラさまを大きな袋に入れて、一箇所に穴をあけてそこから、とか!!」

「…………」

　──それはそれでどうなんだ。

　話が逸れてしまったので、一つ咳払いをして本筋へと戻す。

「ところで、クラリッサ？　あなたは陛下の仮眠室にいた女性をシンシアだと思い込んでいたようだけど、それが私だと判明した今、本物のシンシアがどこにいるか気にならない？」

「本物のシンシア？　それは別に……──」

　キョトンとして、クラリッサが私を見つめ返してくる。どうしてそんなことを聞くのか？　と不思議そうにも見える。

「彼女がどうしてあなたの計略に乗ったのか、その経緯は知っている？」

　案の定首を振る。この様子では、何が悪かったのか理解していないのだろう。

「詳細はジーメンスさまに任せていて、わたくしが伺ったのは姪のシンシアさまに陛下を誘惑させることにしたという報告だけで……」

　先にシンシアの話をすればよかった。

　私はため息とともに、クラリッサに語って聞かせることにした。

「シンシアには、幼いご子息がいたのよ。ジーメンスさまはその子を人質にして、シンシアに陛下と関係を持つことを強いたの」

　クラリッサの顔色が変わり、固まった。

「それは……酷すぎます。シンシアさまもご子息も、辛い思いをするだけではございませんか」

　もしも彼女がごくごく自分に近い人間のことしか慮れない人間だったらどうしよう、と危惧していた。

　シンシアのことは駒でしかなく、どんな背景があったとしても自分は一切関与しないと言い切れるような人間だったらどうしよう──と。

　それは違った。クラリッサは、ただ知らないだけだった。

　だが、「知らなかった」で許せはしない。

「あなたのせいでシンシアとご子息は、現在も離れ離れ。可哀想よね」

　一年前、シンシアの夫が亡くなった時、シンシアは息子と実家に戻った。しかし息子の養育費を夫の実家が出し渋っていると聞かされ、肩身の狭い思いをしていた。

　そんな中、ジーメンス家もこれ以上養育費を負担できないので養子に出すことを検討していると言われた。

　養子に出されてしまえば最悪、二度と会うことができなくなる。

　何でもするからそれだけはやめてくれ、と縋りついたシンシアにジーメンスさまが、それならばと今回のハニトラ役を押し付けたのだ。

　男嫌いと豪語するなら、シンシアに対するジーメンスさま──本音では「さま」すら付けたくないけれど──の横暴に憤らないはずがない。

　私は再度、クラリッサに尋ねる。

「ここまで言っても、まだ気にならない？　シンシアが今どこで何をしているか、彼女のご子息がどうなっているか」

　クラリッサは青白い顔で、唇を震えさせ始めた。目には涙が溜まっている。

「あの……わたくし、そんなことになるとは思っていなくて……本当に……誰かを傷つけるつもりなど……っ」

　エリクと顔を見合わせ、ため息をついた。そしてクラリッサに告げる。

「結論から言うと、二人とも無事よ。シンシアは私の実家コルベール家に匿っているし、ご子息はジーメンス家にいるけれど、信頼できる者をナニーとして送り込んであるわ。何かあれば彼女が守ってくれるし、いざとなれば子を連れて逃げるように言ってある」

「そう、ですか……」

「最悪の場合、あなたの企みのせいでシンシアは我が子と生き別れることになっていたかもしれない。ジーメンスさまは己の利になることにしかご興味を抱かない方よ。そんな者の元に一人残された彼女の子が、真っ当な扱いを受けられるはずがない」

　私が厳しめに言うと、クラリッサは一粒の涙をこぼした。それから頭を下げ、弱々しい声を吐き出す。

「…………わたくしが浅はかでした。考えが足りませんでした。大変申し訳ございません。心から、精一杯、お詫び申し上げます……」

「その謝罪は、私ではなくシンシアに直接してちょうだい」

「……はい」

　一つ一つ、片付けていく。

　動機を自白させた。シンシア母子に何をしたのか理解させた。

　それに加え、私も言いたいことがある。

「それと……陛下が私を忘れてしまったことをクラリッサに伝えたのは、あなたを信頼していたからよ。それなのに、まさかこんな風に自分に都合のいいように解釈して波風立てようとするなんて、正直言って幻滅したわ」

「……はい。どんなお叱りも当然のことで……弁解のしようもございません」

　先ほどまでとは打って変わって、すっかりしょげてしまっている。あまり追い討ちをかけては可哀想だとは思うものの、けじめとして言わないわけにもいくまい。

「今回の騒動のおかげでシンシア母子の境遇に気づき、助けてあげることができたからいいものの……二度とこんな真似はしないで。それに、陛下の記憶喪失如何にかかわらず、私たちが夫婦関係を解消することはないわ。たとえ愛がなかったとしても、私たちは運命共同体としてこの国を導いていく立場。仲睦まじい姿など、いくらでも装える」

　待て、とエリクが私の話を止める。

「ペトラ、それでは誤解が生じてしまう。愛はある、と言っておかなくては」

　私は数分前の自分を恥じた。

　クラリッサから語られた「陛下はどうでもいい存在」という言葉に、エリクは少しも揺らがなかったのだ。

　頬がじんわり温かくなるのを感じながら、私はエリクに頷いた。

「確かに俺は、ペトラとの馴れ初めの記憶を失ってしまった。だが今、俺は二度目の恋に落ちている。俺はペトラを愛している。クラリッサだってペトラを素晴らしい女性だと思っているのだろう？　こんな女性、恋に落ちないほうが無理だ」

「そのお気持ちはわかります、痛いほど！」

　うんうんうん、と何度も頷くクラリッサ。その真剣さにエリクも苦笑いを返す。

「そういうわけだから、二度と俺たち夫婦を邪魔するな。次にこんな真似をしたら、ただではおかない」

「はい、肝に命じておき…………ということは、今回は……？」

　エリクの言葉を私が補足する。

「大目に見るってことよ。私への悪意があってやったことではないとわかったし、犯罪行為として裁くにしても、該当する罪状が見当たらないし。それに、今回のことがあったから、シンシアを助けることもできたのだし」

「もしかして……今後もペトラさまのおそばにいられるということですか!?」

　色々と不安要素は残るものの、仕方ない。そんな表情とともに、エリクがゆっくり頷いた。

「残念ながらクラリッサほど、ペトラに心酔している者もいない。もしもペトラに刃が向けられたとしたら、君なら迷わずその身を盾にしてペトラを庇うだろう？」

「陛下……よくご存じで!!」

　残念ながら、というあたりに、私もこっそり苦笑する。

「ただし、何の咎めもなし、というわけにはいかないからな。騒動を起こし周囲に大きな迷惑をかけた罰として、二週間の謹慎処分と五十時間の慈善活動を命じる。それで手打ちとする」

「ありがとうございます!!」

　クラリッサが立ち上がり、腰を鋭角に曲げ礼を言った。

　彼女はとてもいい子なのだ。それは近くにいた私がよく知っている。ただ、ちょっと暴走しがちなだけで。

「あのねクラリッサ、記憶がなくても陛下は陛下なの。あなたが男性を毛嫌いしていたとしても、私もそうとは限らない。私は彼を愛している。それだけは覚えておいて」

「わかりました。ペトラさま、国王陛下、この度はまことに申し訳ございませんでした」









　クラリッサには引き続き侍女でいてもらうことになった。犯罪を犯したわけではないし、エリクに横恋慕しているわけでも、私を敵視しているわけでもない。

　それに、こんな騒動を起こしておきながらも彼女を引き続き侍女とすることで、クラリッサのお父上ウィデリアさまや、彼女を侍女に紹介してくださったクーゲルさまに貸しを作れたのだから、成果としては上出来だ。

　シンシアはご子息を連れ、ジーメンス家を出た。

　そもそも、『夫の死にともない実家に帰った』というのは誤りで、厳密には『無理やり実家に連れてこられた』というのが真相だ。ファリントン家が養育費を出し渋ったという事実もなく、シンシアの知らないところでジーメンスさまの懐に入っていただけだった。

　エリクとウィデリア家が仲裁に入り、シンシアたちはジーメンス家と縁を切った。その代わり亡き夫の両親と養子縁組をして、母子ともどもファリントン家に温かく迎え入れられた。

　また、ジーメンス家に潜入させていたナニーにより、ジーメンス家の隠し財産の場所まで我々は把握してしまった。そのおかげで「財産の在処をバラされたくなければ大人しくしていろ」という魔法の呪文が使えるようになり、この件は穏やかに幕を閉じたのであった。

　そして、クラリッサ復帰の日。

「ペトラさま、お久しぶりにございます！　この度はまことに……シ、シンシア、さま？」

　私の部屋の扉を開けるなり、いの一番に謝罪の言葉を告げようとしたクラリッサだったが、私とともにソファに座っているシンシアを見て、驚きの声を上げた。

　シンシアはうっすらと微笑み、クラリッサに頭を下げる。

「その節はお世話になりました、クラリッサさま」

「いえ、こちらこそ色々とご迷惑をおかけして……す、すみませんでした……」

　クラリッサはシンシアを利用した人間になるのだから、被害者と加害者という図式が完成してしまう。その被害者にどう謝罪をしたらいいのかわからず、しどろもどろになっていた。

　シンシアはクスッと笑い、儚げに首を傾げる。

「よいのです。クラリッサさまのことを恨んではいません。結果として、わたしは息子とともに夫の家に迎え入れていただけましたので。愛する夫はもうこの世にはおりませんが、彼が残してくれた息子と、夫の息吹を感じる夫の生家で暮らせることが、嬉しくてなりません。ありがとうございました」

「い、いえ、わたくしはお礼など言われるような立場ではなく」

「母として強くあらねば、と覚悟を決めるよいきっかけになりました。クラリッサさまご不在の二週間、ペトラ妃殿下のおそばで強さとは何か、賢さとは何か、学ぶことができました。これからは二人で妃殿下をお支えしていきましょうね」

「……は、ふ、二人？」

　二人。

　どういうことだ、とクラリッサが私とシンシアを交互に見ている。

「シンシアも私の侍女になってもらったの」

「まさかペトラさま、わたくしのことはもうお払い箱だと……!?」

　私はティーカップを置き、ちょっと待て、と声をかけた。

「どうしてそうなるのよ！　二人とも侍女として雇うと言う意味よ。『シンシアも』って言ったでしょう？」

　部屋の入り口で絶望に伏しているクラリッサに手招きをして、とりあえず部屋に入れと促した。這うように近づいてきた彼女に、だからね、と説明する。

「あのあと考えたのよ。クラリッサにも相談できる相手がいれば、今回のことは起きなかったのではないか、と。だからあなたの話し相手にもなるように、シンシアも侍女として召し抱えたのよ。もちろん、私の話し相手にもなってもらうけどね」

　そういうわけで、よろしく。二人に笑いかけ、この話は終わりにした。

「さてと。まだお昼には時間があるけど、クラリッサの顔を見たらお腹が空いてきたわね……」

　腹に手を当てると、ちょうど「ぐう～」と情けない音が鳴った。シンシアにも聞こえたようで、彼女は腰を上げ言った。

「それではペトラさま、お菓子を持ってくるよう、メイドに頼んで参りますわ」

「ありがとうシンシア」

　代わりにクラリッサが恐る恐る近寄ってきて、私に恐る恐る尋ねる。

「もうお体の調子はよろしいのですか？　心なしかお肌の調子も良さそうですが……」

「ええ。解決した途端治ったわ。仮眠室でコソコソ過ごさなくてよくなったし、あなたにも誰にも嘘をつく必要もなくなったし、精神的に安定したみたい！」

　こんなにもメンタルの不調が体に影響を及ぼすとは思わなかった。食べられなかったぶんを補うように、今では食欲が溢れて止まらないくらいだ。正直、そのうちぶくぶく太ってしまうのではないかと心配になる。

　軽く雑談をしていたら、シンシアがメイドを引き連れ戻ってきた。手際よくテーブルにお菓子が並べられ、紅茶も淹れたてのものと交換してもらう。

「さあ、それじゃいただきましょうか！」

　クッキーに、パウンドケーキに、マカロンに。どれもこれも美味しくて止まらない。

「……ペトラさま……もしかして、朝食を召し上がっておられないのですか？」

　あまりにも良すぎる私の食べっぷりに、クラリッサが顔を引き攣らせ質問した。

「そんなことないわ、しっかり食べたけど……あ、もしかしてがっつきすぎちゃった？　最近やたらお腹が空いちゃって……」

　あはは、と照れ笑いをすると、クラリッサとシンシアが静かに顔を見合わせた。

「ペトラさま……おそらく、お医者さまを呼んだほうがよろしいかと」

　お医者さま。ギョッとして、私は慌てて首を振る。

「大袈裟よ！　食欲がないならまだしも、ちょっと太ってお腹が出てきたかもってくらいだし！」

「いいえ、なりません。絶対に診て頂いたほうがいいです！」

　病気だったら食欲がなくなるだろうし、もっと他にも不調が現れるはずだ。しかし今の私はとても元気。

　だから二人の言葉は大袈裟すぎるとしか思えなかった。しかし決して譲ろうとしない二人に押し負けて、そこまで言うなら……と私は医師の診察を受け入れた。

　しばらくしてお医者さまがやってきて、私はベッドの上で診察を受けた。二人は別室で待機だ。

　本当に、何でもないと思っていた。いつもの私だと。









　診察を終えた医師が侍女を呼びに行き、二人を連れて戻ってくる。

　頭が真っ白な私は、彼女たちに助けを求めた。

「クラリッサ、シンシア、どうしよう……に、にん、妊娠してるって……」

　二人がきゃあっと叫び、手に手を取り合ってぴょんぴょんと跳ねた。

「おめでとうございます！　今どのくらいだって言われましたか？」

「その……よ、四ヶ月って……」

　初期どころか、中期だった。逆算すると、夏にはすでに妊娠していたことになる。

「ペトラさまの食事量が減ったのは、ストレスではなくつわりによるものだったのですわ！　その後つわりが無事終わり、現在は食欲が出てきた、と」

　もともと生理が不順なほうだから、全く気づかなかった。にもかかわらず、シンシアもクラリッサも妊娠を思いつくのがすごい。エスパー並みだ。

「大変ですわ！　わたくし、国王陛下をお呼びしてきます！」

　宣言しながらクラリッサが駆けていった。

　一番騒がしい彼女が去り、少しだけ静かになった寝室で私はぼーっと考える。

「妊娠……。子どもは欲しいと思っていた。早く授からないとっていう焦りもあるくらい、ずっと。でも、いざできてみると、少し……──」

「不安ですか？」

　まるで胸中を見透かされた言葉に、私は静かに頷いた。

　シンシアには一人息子がいる。いわば、人生の先輩だ。

「大丈夫です、なるようになりますよ。喜んでくださる方がいると、もっと──」

　その続きを聞く前に、扉がバンッと勢いよく開いた。

　やってきたのはクラリッサではなく、エリクだった。

「ペトラ!!　さきほどサロモンからペトラが医師を呼んだと聞いたのだが、どこか調子が悪いのか!?」

　おや、と私は返答に困った。

「あの……クラリッサに会っていないかしら？　さっきエリクを呼びに行ったのだけど……」

「いや、会っていないが？　会議を抜けて貴女の様子を見に来たんだ」

　エリクは自主的にここに来たということで、つまりエリクはクラリッサに会っておらず、子どもができたこともまだ知らない。ゴクリと唾を飲み込んでから、意を決して顔を上げた。

「あの、あのねエリク。私、妊娠したみたいで。……妊娠、したの」

「…………にんしん？」

　彼も思ってもみなかったのだろう。ぽかんとした表情で復唱した。

「にんしん、にんしん……妊娠。…………本当か？　本当に、妊娠したのか!?」

　それからゆっくり口に出し、ようやく呑み込めたようだ。

「どうしよう、わた──」

　飛び跳ねそうな勢いでベッドのそばまでやってくると、プロレス技でもかけるかのごとく私に抱きつき倒れ込んだ。……もちろん、腹へは極力負担をかけずに。

「よくやった！　ペトラありがとう……嬉しいなあ、ありがとう！　俺が父親になるのか……どうしたらいい？　楽しみで仕方ない。男の子だろうか？　女の子だろうか？　どちらでも嬉しいな!!」

　この、喜びよう。

　耳元で何度も「嬉しい」と漏らすエリクの声に、胸がきゅうと痛くなる。

　できなければできないでも仕方ない、と言っていたエリクだったけど、本心ではやっぱり子どもが欲しかったのだろう。

　──よかった。彼の子を身籠ることができて。

「エリク……喜んでくれてありがとう。待たせてしまってごめんね」

　安堵からか、目に涙が浮かぶ。

「ペトラが謝ることなど！　色々なストレスもあっただろうに……俺もたくさん迷惑をかけた。なのに、そんな中でよくやった、よく頑張った！　素晴らしいよペトラ！」

　ふと目を向けるとベッド脇で微笑んでいるシンシアと目が合った。彼女も嬉しそうにしている。

　そんな中、エリクが「実は」とトーンを落とす。

「俺は種無しなのではないかと悩んでいたんだ。こんなに毎晩愛しているのになかなか子を授からないし……種無しか、神に嫌われているのではないかと不安になったこともあった……でも、授かった！　ペトラのおかげだ、ありがとう！」

　私はびっくりして笑った。

「どうして不安になるのよ？　もしも子に恵まれなくても、それはエリクだけのせいじゃないのに」

「いいや、俺のせいだ。だってペトラはこんなにも完璧な女性なのだから」

　それは理由になっていないのではなかろうか。私をやたら祭り上げるところは、エリクとクラリッサの共通点だと思う。

「……医師は？」

　ふと、エリクが尋ねた。

「先ほどお帰りになられたわ。すれ違わなかった？　クラリッサもあなたを探しに行ったはずなんだけど」

「ああ、隠し通路を使って抜けてきたから、誰とも。……困ったな、妊婦をどう扱ったらいいのかわからない……食事、睡眠、服……」

　妊娠したから安心、ということにはならないらしい。案外エリクは心配性だ。

　でも、それだけ私の妊娠を親身になって考えてくれているということなのかもしれない。

「仕方ないわ、また改めて聞きましょう。お医者さまじゃなくてもわかる方がいらっしゃるでしょうし」

　どうせこの先長いのだし、と思っている私とは対照的に、エリクはだめだと譲らない。

「また改めて？　そんなに待てない。今ならまだ間に合うかもしれないから、探してくるよ」

「せっかちね……」

　行ってらっしゃいを言うよりも早く、エリクは部屋を飛び出ようとしている。が、ドアノブを掴もうとした直前、勢いよく扉が開き、エリクはしたたかに頭をぶつけた。

「っエリク!!」

　ゴンッと大きな音がした。エリクはヨロヨロと数歩下がり、頭を押さえてうずくまる。

　そして、開いた扉から現れたのは、クラリッサ。

「ごめんなさいペトラさま。陛下とは入れ違いになったみたいでお会いできませんでした！　わたくしも早くお伝えしたかったのですが、サロモンさまに伺ったらちょうど陛下は会議を中座なさったということで……え？　あの、ペトラさま……何かあったのですか？」

　彼女も何となく浮き足だっているのだろう、ノックも声掛けも忘れ入室して、息をつく暇もなく話し始めた。

　ところが私たちの反応が尋常じゃないのに気づいたのか、私の視線を辿り、床にうずくまるエリクを見つけた。

「えっ、あっ、…………ああっ!!　申し訳ございません、陛下!!　まさかこんな近くにいらっしゃるとは……」

「エリク、大丈夫!?」

　数ヶ月前のあの日、頭を打って私を忘れた日を想起させる。

　転がるようにベッドから抜け出し、慌ててエリクに駆け寄った。

「う、……っ、い、痛い、が……大丈夫だ」

　エリクは額を押さえていた。床に膝をつきぶつけた箇所を確認したが、幸いにも赤くなっているだけ。

「……うん、血は出ていないみたいだけど……」

　ひとまず安心は安心だ。痛かったとは思うけれど。

　痛みに悶絶していたエリクが目を開ける。そしてまず、視界に入れたのは私の顔。

「……ペトラ？　ここは……貴女の部屋？　どうして俺はここに……」

　彼の不穏な返答に、心臓がドクンと大きな音を立てた。

　また私を忘れてしまったのではないか。そんな不安が頭を擡もたげる。

　──でも、まさかそんな、二度目なんてないわよね。確率的にもあり得ないわ。

　私は必死に自分を落ち着かせた。わざとへらっと笑ってみせて、問題ないのだと自分に言い聞かせる。

「本当に大丈夫？　まさかエリク、また記憶をなくしたなんて言わないわよね？」

　そう言うと、エリクが目をカッと見開き、かたわらに座る私の肩を掴んだ。

「ペ、ペトラ!!　俺は……俺はっ」

　眉が垂れ、目尻が下がり、唇を噛み締めるエリク。

「すまない……俺は一体、貴女になんという負担を強いてしまったのか……！」

　声は裏返り、今にも泣き出しそうに聞こえる。情緒の乱れについていけず、私は静かに見守っていた。

「思い出したんだ」

　するとエリクがポツリと言った。

「……何を？」

「全部。貴女との馴れ初めから全て、思い出したんだ。ついでに、記憶を失っていた間のことも覚えている」

「……え」

　──待って。待って待って……思い出した？　……頭を打ったから!?

「なぜ、どうしてこんなに大切なペトラのことを忘れてしまったのか自分でも理解が及ばない……」

　恭しく私の手を取り、大きな両手で包み込む。

「本当に思い出したの？　し、信じられないわ」

「では俺の記憶を確かめてくれ。何だって答えるよ、たとえば……初対面で俺が何と言って貴女を怒らせたか、初めて抱いた場所はどこか、舞踏会の夜、ペトラの義兄上が貴女にどんな魔法をかけたのか。全部、詳つまびらかに答えられる」

「…………っ」

　そのエピソードを例に挙げるあたり、記憶が戻ったのは嘘じゃない。

　さっきまでのエリクも優しい眼差しで私を見つめていたけれど、今のエリクの眼差しはもっともっと優しいような気がする。

　過去を忘れていても、今があるならそれでいい。私を愛してくれなくても、そこに生きていてくれさえすればいい。

　そう思ったのは嘘じゃない。けれど、強がった部分も確実にあった。

　息が苦しくなって、目の前が滲んだ。すぐに頬を涙が伝い、次から次へと溢れてくる。

　エリクが涙を拭ってくれたが全く止まる気配はなく、もういいや、と衝動に身を任せ私は彼に抱きついた。

「エリク、私……平気なふりをしていたけど、でも、やっぱり、思い出してくれてすごく嬉しいっ……！」

「本当にすまなかった。不安になっただろうし、腹が立っただろうし、寂しかっただろう？　……殴られても罵倒されても、俺はその一切を受け入れる。何をしてくれてもいいから、だから……不甲斐ない俺を許してくれ」

「許すも何も、エリクのせいじゃないわ。殴りも罵倒もしない。いいの、そんなに落ち込まないで」

　体を起こし、改めて床に座る。まだ頬にある涙を拭い、エリクに笑いかけた。

「確かに、記憶喪失が判明した最初こそ私もショックを受けたわ。でもあなたは、記憶がなくても私のことを信用して、王妃として扱ってくれたじゃない。それだけで十分よ」

「それはちょっと、寛容すぎやしないか？」

　全然。私は否定し首を振る。

「私のことを忘れたエリクも私を好きになってくれたし、私もあなたに二度目の恋をした。何も困っていない。子どももできて、幸せなの」

「……そうか」

　私の手の甲に、エリクがキスを落とす。ちゅ、と軽やかな音が鳴る。

「ペトラ、愛してる。一生離さない」

「ありがとう。私も愛しているわ。私だって一生、あなたの隣に立ってやるんだから。ああ、でも、もう記憶喪失は勘弁してほしいけどね」

「違いない」

　新たな命の芽生えとともに、エリクの記憶も戻った。これ以上に素晴らしい大団円があろうか。

　とはいえ人生はまだまだ続く。

　ひとまずの区切りとして、そして新しいスタートとして、私は今日この日の喜びと愛しさを、一生忘れはしないだろう。

















終章












「──トラ……ペトラ……ペトラ！」

「はい!?」

　軽快な馬の蹄の音とともに、窓から流れていく風景を何とはなしに眺めていた私は、エリクの呼び声で現実に戻った。

「ご、ごめんエリク。何の用かしら？　ていうか、そんなに大きな声で呼ばなくても聞こえるわよ」

「いや……何度も呼んでいるのに返事がないので強く呼んだ次第だが」

「えっ、そうだったの。ごめんなさい……」

　全然耳に届いていなかった。心配そうなエリクに謝罪しつつ、やっぱり私はハァとため息をついてしまう。

「考え事か？」

「はは……まあね……」

「何だ？　俺に話してみろ。聞いてやるくらいしかできないが、少しは楽になるかもしれないぞ」

　今向かっている視察先に関する話なら、私からすすんでエリクに助言を求めていた。

　だがこれは違う。公務の悩みでもなければ、実際に起こるとも限らないような、ただ単に私が不安を感じているだけというか。

　けれどエリクの言うとおり、共有すれば少しは楽になるかもしれない。

　だから私は好意に甘えて打ち明けることにした。

「ありがとう。実はエミールのことよ。あの子のことが心配で……」

　エミールとは、私とエリクの第一子だ。エリクによく似た男の子で、現在二歳で、賢い子で、ちょっと…………個性が強い。

「エミールが？　俺たちの息子だぞ？　いくら幼いとはいえ乳母もいるのだし、ほんの一週間ばかり親と離れるくらいで弱音を吐くような子ではない」

「そうね、それはそう。でもね、そうじゃなくて。私が心配しているのは、普段諌める私たちがいないせいで、あの子が好き放題しでかすのではないかということよ」

「そん………………なこと、と笑って流せるほど杞憂とも言えないな……」

「でしょ」

　うちの子はよその子とは違う、天才だ！　とは、きっとどの親も愛しい我が子に抱いたことがある思いだろう。

　でもエミールは本当に、普通とは違う気がする。──というのも数多の親が思っていることかもしれないけれど──エミールは二歳にして文字がスラスラ読め、言葉の発達も異常に速いのだ。

　おまけに知識欲が強く、大人を質問攻めにしたり科学者よろしく王宮内で様々な実験を繰り広げ調度品を壊したりと、周囲を困らせることに暇がない。

　そして、口では大人顔負けのことを言うくせに、思い通りにならないと二歳児らしく喚き散らすのだ。

「二歳児らしいところといえば、昼寝が必要なところと癇癪を起こすところか」

「それはわかる、けど……」

　エミールならば、「大泣きすれば周囲が慌てて自分の言うことを聞いてくれる」とすでに学習していても不思議ではない。でも、そんなことを思う私は親として非情すぎるのでは？　と思わなくもない。

「そういえば、エミールの教師選びはどうなっている？」

　口籠る私に代わり、エリクが新たな話題を出した。

「まだ選定中よ。本来ならばエミールは王太子教育の開始年齢に達していないでしょう？　だからまずどの分野の教師をつけたらいいか、決めきれなくって……」

　言語、軍事、数学、経済学、宗教、芸術……。

　王族、特に王太子にはどれも欠かすことができないが、四歳から六歳の間に教育を始めるのが慣例。

　しかしエミールはいまだ二歳。今から開始するとしたらどの分野から進めていくべきか、私も補佐官たちも悩んでいるところだった。

「まずは言葉や礼儀作法から始めてはどうだ？」

「それは私も考えたわ。でもエミールの場合、言葉は書物からいくらでも吸収するでしょう？　それこそ、こっちが『読みなさい』と言わなくても」

「確かにそうだな。ならば……歴史か？　あとは数学、経済学……二歳には早すぎないか？　学者たちに親バカだと思われそうだ」

「わかる」

　エミールを実際に生で見たら、学者たちも私たちのことを『親バカ』と断ずる気はなくなるはずだ。

　しかし彼らも暇ではない。打診をした段階で、子を見ることなく「子守り役なら他を当たってくれ」と断られそうな気がビンビンする。

「打診をする前に、一度それとなくエミールと引き合わせてみる？」

「どこで？　子どもは舞踏会に出席できないし、そもそも学者は舞踏会を嫌う」

　舞踏会に来る学者の大半は、嫌々やってきて早く帰りたがっている者か、大した成果もないくせに顔だけは売りたがる者かに分けられる。

　ならば、と新たな提案をしてみる。

「研究発表の場に連れて行ってはどうかしら。きっとすごく喜ぶと思うわ」

　エミールの知識欲は強いが、まだどの分野に興味があるのかは未知数だ。

　けれどもいずれ国王となるのだから、満遍なく学んでおくに越したことはない。

　様々な集まりに連れて行って、知見を深めてほしい、とは思うのだけど──。

「喜びすぎて質問が止まらず参加者に迷惑をかける未来が見える」

　エリクのため息に釣られるように、私の口からもため息が溢れた。

「不思議ね……私にも見えるわ、時間になっても帰りたがらず全身全霊で大騒ぎする未来が見える」

「下手したら、護衛の隙をついてコッソリどこかの学者についていくかも」

「自らすすんで誘拐されちゃうのね？」

「そうそう」

　エミールはとても賢い。

　けれども、二歳だ。

　頭はいいけど、感情をコントロールすることに関してはまだまだ未熟なのである。

「私たちがあの子の教師役をするのはどうかしら？」

「時間が足りない。エミールが満足するだけの時間を割いてやれる気がしない」

　時間どころか知識量だって、あっという間に追いつかれ追い抜かれそうな気がする。

　要するに、やはり、何としてでも教師を選ぶ必要がある、ということだ。話は振り出しに戻ってしまうけれど仕方がない。

「……知識に関して、あの子が満足することってあると思う？」

「ないな」

　即、断言された。

　私も思っていたことだけど、こっちは本気で悩んでいるのだ。だからもう少し私を慰めるような回答をしてくれてもいいのではないだろうか。

　少しだけ唇を尖らせる私に、エリクが微笑んで言う。

「……まあ、いい国王になるだろうよ」

「そうかしら」

　あまりにも大雑把な総括だ。エリクが楽天的すぎるようにも見えて、なんとなく胸のモヤモヤが残る。

「心配か？」

「心配よ」

　私の悩みはエリクに笑い飛ばされた。窓際に頬杖をつきながら、大したことでもなさそうに。

「安心しなさい。俺も昔は散々心配された」

　だからエミールもそのうち立派になるだろう。親があれこれ思い悩んでも、子どもは勝手に育っていく。──というのもわかるけれども、それよりもまず、エリクが心配されたって。

　──ディディエ殿下が悪ガキ……いや、問題児だったならわかるけど。

「嘘よ。エリクは優等生タイプでしょう？」

「そうでもないさ。……そういえば、俺の子どもの頃の話はあまりしたことがなかったな。聞きたいか？」

「ええ、ぜひ聞かせて」

　私が頷くと、エリクが早速手招きをした。向かい合って座っていたけれど、自分の横に来い、と。

「大した山も谷もないから、あまり面白くないと思う。眠くなったら途中で寝てくれてもいい。ここに移動してもらったのは、そのためだ。眠くなったら俺が枕代わりになるから」

　いつでも寄りかかれるように、エリクは私を己の隣に座らせたのだ。優しいんだか、大袈裟なんだか。

　私は首を振った。

「寝ないわよ？　一言一句聞き逃さない。面白いエピソードは、視察から帰ったあとでエミールにも聞かせてあげるんだから」

「困ったな。あいつからさらに根掘り葉掘り質問されるのは嫌だな」

「それはそれよ、父親としてきちんと向かい合ってあげなきゃ」

　膝掛けを広げてエリクにもかけ、私たちは身を寄せ合う。

「それじゃ始めるぞ。──昔々、あるところに王子さまがいました」

「それってエリクのこと？」

「王子さまは大変お金持ちで大変見目麗しく、とても賢かったので神童と呼ばれいい気になっていました」

「すごいわね、本当のことだとしてもそんなに盛り盛りの設定を恥ずかしげもなく語れちゃうあたりがすごい」

「……いいから黙って聞きなさい」

「はいはい、それでそれで？」

　クスクス笑いながら、私はエリクに先を促す。

　エリクはため息を一つ吐き、ついでに私の肩を抱き寄せて額に優しいキスを落とす。

「ある日王子さまは思いました、……──」









　生きている限り、物語は続く。あなたの物語も、私の物語も。

　山や谷があってもなくても幸せなページが増えるよう、私は今日も生きていく。
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